
 
 

 



 
 

 

は  じ  め  に  

 

無 限 の 可 能 性 を も ち 、 時 代 を 担 う 子 ど も た ち は 、 ま ち の 宝 で あ り ま す 。  

子 ど も た ち が 、心 豊 か に 健 や か に 成 長 し て い く こ と は 、私 た ち の 共 通 の 願 い で

あ り 、 地 域 社 会 の 願 い で も あ り ま す 。  

しかし、近年、全国的に急速な少子化が進行しており、その要因としては、結婚観、

価 値 観 な ど の 個 人 意 識 の 変 化 、 仕 事 と 家 庭 の 両 立 の 困 難 さ 、 女 性 の 社 会 進 出 や

ラ イ フ ス タ イ ル の 多 様 化 へ の 社 会 的 対 応 の 遅 れ 、 子 育 て に 係 る 経 済 的 、 精 神 的

負 担 感 の 増 大 な ど が 想 定 さ れ ま す 。  

少 子 化 の 進 行 は 、家 族 形 態 の 変 化 や 子 ど も の 健 や か な 成 長 に 対 す る 影 響 の み な

ら ず 、 生 産 年 齢 人 口 の 減 少 に よ る 社 会 経 済 や 社 会 保 障 制 度 へ の 影 響 、 さ ら に は

地 域 住 民 に 対 す る 基 礎 的 な サ ー ビ ス 提 供 に も 影 響 す る こ と が 懸 念 さ れ ま す 。  

 

こ の た め 国 は 、 少 子 化 の 流 れ を 変 え る た め に 総 合 的 な 取 り 組 み を 推 進 す る

「 次 世 代 育 成 支 援 対 策 法 」 を 平 成 １ ５ 年 ７ 月 に 制 定 し 、 子 育 て に 関 す る 少 子 化 対 策

の 推 進 を 図 っ て き ま し た が 、一 向 に 改 善 さ れ な い 少 子 化 の 現 状 を 踏 ま え 、新 た に

「 子 ど も と 家 族 を 応 援 す る 日 本 」 と し て 平 成 １ ９ 年 １ ２ 月 に 重 点 戦 略 を 取 り ま と め 、

「 働 き 方 の 見 直 し に よ る 仕 事 と 生 活 の 調 和（ ワ ー ク・ラ イ フ・バ ラ ン ス ）の 実 現 」

と そ の 社 会 基 盤 と な る「 包 括 的 な 次 世 代 育 成 支 援 の 枠 組 み の 構 築 」を 重 点 戦 略 の

両 輪 と し て 進 め る こ と と し ま し た 。  

 

こ れ ら を 踏 ま え 、登 別 市 に お い て も「 安 心 し て 子 ど も を 生 み 、健 や か に 育 て る

環 境 づ く り 」を テ ー マ に 前 期 行 動 計 画 に 引 き 続 き 、保 育 所 を 中 心 と し た 保 護 者 へ

の 就 労 支 援 の 充 実 及 び 子 育 て 支 援 セ ン タ ー・総 合 福 祉 セ ン タ ー に お け る 保 育 士 ・

保 健 師 に よ る 養 育 支 援 や 健 康 相 談 等 の サ ー ビ ス の 支 援 の 充 実 を 図 る と と も に 、

現 代 社 会 に お い て 子 ど も の 成 長 過 程 に 欠 か せ な い と さ れ る「 子 ど も の 生 き る 力 の

育 成 に 向 け た 環 境 づ く り 」 を 計 画 の 主 題 と し て 後 期 計 画 を 策 定 し ま し た 。  

 

後 期 計 画 に お け る 少 子 化 対 策 に つ い て は 、次 代 を 担 う 子 ど も を 養 育 す る 子 育 て

家 庭 へ の 支 援 を よ り 一 層 の 充 実 を 図 る た め 、 縦 割 り の 取 り 組 み で は な く 、 児 童

福 祉 、 母 子 保 健 、 商 工 労 政 、 教 育 等 の 各 分 野 が 横 断 的 に 取 り 組 み 、 総 合 的 な 子 育 て

支 援 施 策 の 更 な る 推 進 を 図 る と と も に 、国 ・ 道 ・ 市 そ し て 企 業 、さ ら に 地 域 と の

一 体 的 連 携 を 図 っ て ま い り ま す 。  

お わ り に 、 こ の 計 画 書 作 成 に あ た り 、 ご 協 力 を い た だ い た 策 定 委 員 の 皆 様 を

は じ め 、 関 係 者 の 方 々 に 厚 く お 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

平 成 ２ ２ 年 ３ 月  

 

登 別 市 長  小 笠 原  春 一  
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１ . 計画策定の趣旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ １ ） 少 子 化 の 進 行 や 家 庭 環 境 等 の 変 化  

 平 成 17 年 に 我 が 国 は 初 め て 総 人 口 が 減 少 に 転 じ 、 出 生 数 は １ ０ ６

万 人 、合 計 特 殊 出 生 率 は 1.26 で 、と も に 過 去 最 低 と な り 予 想 を 超 え る

少子化の進行状況となっています。少子化の主たる要因と言われてきた

「 晩 婚 化 」「 結 婚 観 の 変 化 」 等 に 加 え 、 昨 今 の 経 済 情 勢 の 低 迷 に 伴 う

若 年 労 働 者 の 就 労 環 境 の 悪 化 が 一 層 の 拍 車 を か け る 状 況 と な っ て

お り 、 効 果 的 な 少 子 化 対 策 の 推 進 が 急 務 と な っ て い ま す 。  

第１章 計画の策定にあたって 

 

（ ２ ） 国 の 対 策  

急 速 な 少 子 化 の 進 行 は 、 社 会 経 済 全 体 に 極 め て 深 刻 な 影 響 を 与 え る

も の で あ り 、 国 は 少 子 化 の 流 れ を 変 え る た め の 総 合 的 な 取 り 組 み を

推 進 す る 「 次 世 代 育 成 支 援 対 策 推 進 法 」 を 平 成 １ ５ 年 ７ 月 に 制 定 し 、

地方公共団体及び事業主が行動計画を策定し、計画的、かつ、総合的な

少 子 化 対 策 の 推 進 を 図 っ て き ま し た 。  

平 成 19 年 12 月 に 「 子 ど も と 家 族 を 応 援 す る 日 本 」 と し て の 重 点

戦 略 が 取 り ま と め ら れ 「 働 き 方 の 見 直 し に よ る 仕 事 と 生 活 の 調 和 （ ワ

ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス ） の 実 現 」 と 、 そ の 社 会 基 盤 と な る 「 包 括 的

な 次 世 代 育 成 支 援 の 枠 組 み の 構 築 」 が 、 国 に お け る 次 世 代 育 成 支 援 の

新 た な 方 向 性 と し て 取 り 組 む こ と と さ れ ま し た 。  

 

（ ３ ） 登 別 市 に お け る 取 り 組 み  

登 別 市 で は 、 平 成 17 年 度 か ら 21 年 度 ま で の 少 子 化 対 策 と し て

こ れ ま で 「 登 別 市 次 世 代 育 成 支 援 行 動 計 画 ・ 前 期 計 画 」（ 子 ど も 未 来

プ ラ ン 21）を 策 定 し「 安 心 し て 子 ど も を 生 み 、健 や か に 育 て る 環 境 づ

く り 」 を テ ー マ に 各 施 設 を 展 開 し て き ま し た 。  

し か し な が ら 、 少 子 化 に 係 る 対 策 等 は 、 一 自 治 体 で 対 応 で き る も の

で は な く 、国 ･道 ･市 そ し て 企 業 と の 一 体 化 的 連 携 は 必 要 不 可 欠 で あ り 、

これらを基本的に市としては今後、次代を担う子どもを養育する子育て

家 庭 へ の 支 援 を よ り 一 層 の 充 実 を 図 る た め 、 児 童 福 祉 、 母 子 保 健 、

商 工 労 政 、 教 育 等 の 各 分 野 が 横 断 的 に 取 り 組 む と し た 「 次 世 代 育 成

支援行動計画・後期計画」（平成 22 年度から 26 年度）を策定し総合的な

子 育 て 支 援 施 策 の 更 な る 推 進 を 図 る こ と と し て お り ま す 。  
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２. 計画の位置付け 

 

 

 

 

 

３ . 計画の期間 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ . 計画の対象 

 

 

 こ の 計 画 は 、 登 別 市 に お け る 子 育 て 支 援 の 基 本 的 方 向 と そ の 施 策 を

示 す も の で 、 「 登 別 市 総 合 計 画 」 （ 2006 年 策 定 ） に お け る 基 本 計 画

（計画期間：平成 18 年度～平成 27 年度）の関連する分野を具現化する

計 画 と し て 位 置 付 け る も の で あ り ま す 。  

 本 計 画 の 期 間 は 、「 平 成 22 年 度 か ら 平 成 26 年 度 ま で 」 の ５ ヵ 年 と

い た し ま す 。  

次 世 代 育 成 支 援 対 策 推 進 法 に お け る 市 町 村 行 動 計 画 の 期 間 は 、「 平 成

17 年 度 か ら 平 成 21 年 度 ま で 」 と 「 平 成 22 年 度 か ら 26 年 度 ま で 」

の 各 ５ ヵ 年 計 画 を 策 定 す る こ と と さ れ て い る こ と か ら 、 平 成 21 年 度

に 計 画 内 容 の 見 直 し を 行 い 、「 平 成 22 年 度 か ら 26 年 度 ま で 」 の 計 画

を 策 定 し ま す 。  

本 計 画 は 、 す べ て の 子 ど も と 子 ど も の 居 る 家 庭 、 地 域 、 事 業 所 、

行 政 及 び 子 育 て に 関 係 す る 個 人 や 団 体 等 を 対 象 と し ま す 。  
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１ 少子化の進行 

（１）少子化の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 子どもと家庭を取り巻く環境 

 

   日 本 に お け る 少 子 化 の 動 向  

   日 本の総人口は、平 成 17 年（2005 年）の 国 勢 調 査 で は 12,777

万人ですが、「 日 本 の 将 来 推 計 人 口 」 に よ る と 、 平 成 17 年 を ピ ー ク と

し て 以 降 、少 子 化 を 要 因 と し た 人 口 の 減 少 が 続 き 、平 成 62 年（2050

年）に 9515 万人 、さ らに 2100 年 には 、現 在の約半分の 4771 万 人

になると予想されています。 

 

● 日 本 の 将 来 人 口  

項目 2005 年国勢 2050 年推計 2100 年推計 

人口総数 1 億 2,777 万人 9,515 万人 4,771 万人 

0～14 歳人口 1,759 万人 822 万人 409 万人 

15～64 歳人口 8,409 万人 4,930 万人 2,414 万人 

65 歳以上人口 2,576 万人 3,764 万人 1,948 万人 

高齢者人口割合 20.2％ 39.6％ 40.8％ 

高齢者人口１人当たり

の生産年齢人口 
3.3 人 1.3 人 1.2 人 

 ※ 総 数 に は 年 齢 不 詳 を 含 む  

資 料 ： 国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所  日 本 の 将 来 人 口 推 計 （ 中 位 推 計 ）

アア   

 

 全国における出生数は、第 2 次ベビーブームの昭和 48 年（1,973 年）

の 209.2 万人か ら平成 17 年（2005 年 ）には約半数の 106.3 万 人

まで減少していますが、「 日 本 の 将 来 推 計 人 口 」で は 平 成 62 年（ 2050

年 ） に 48.5 万人までさらに減少すると予想されています。 

資 料 ： 平 成 ２ ０ 年 「 人 口 動 態 統 計 」  
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  さら に 、合計 特 殊 出 生 率 に つ い て は 、現 人 口 を 維 持 す る た め の 水 準

と言われている 2.08 を、全国では昭和 50 年代から下回り、平成 17 年

に は 1.26 と 過 去 最 低 に な り 、 以 降 、 多 少 の 改 善 は 見 ら れ る も の の

少 子 化 が 進 行 し て い る 状 況 と な っ て い ま す 。  

 

● 合 計 特 殊 出 生 率 の 推 移  

年次 全国 北海道 登別市 

昭和 50 年 1.91 1.82  

55 年 1.75 1.64  

60 年 1.76 1.61  

平成 2 年 1.54 1.43  

7 年 1.42 1.31 1.35 

12 年 1.36 1.23 1.15 

13 年 1.33 1.21 1.27 

14 年 1.32 1.22 1.17 

15 年 1.29 1.20 1.38 

16 年 1.29 1.19 1.16 

17 年 1.26 1.15 1.24 

18 年 1.32 1.18 1.33 

19 年 1.34 1.19 1.35 

20 年 1.37 1.20 1.29 

資 料 ： ① 国 及 び 北 海 道 の 合 計 特 殊 出 生 率 は 厚 生 省 大 臣 官 房  

統 計 情 報 部 「 人 口 動 態 統 計 」 に よ る  

② 登 別 市 の 合 計 特 殊 出 生 率 は 住 民 登 録 数 か ら 算 出  
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    登 別 市 に お け る 少 子 化 の 動 向  

   登 別市の人口は、「 国 勢 調 査 」 に よ る と 平 成 7 年の 56,892 人

から、平 成 17 年 の 53,135 人と 10 年間に 3,757 人（ 減 少 率 6.6％ ）

の減少があります。 

 平成 7 年 か ら 平 成 17 年 の 年 齢 区 分 別 人 口 を み る と 、「 15 歳 未 満 の

年 少 者 人 口 の 減 少 が 著 し く 、 平 成 7 年の 8,349 人 か ら 平 成 17 年 の

6,509 人 と 10 年 間 に 1,840 人 （ 減 少 率 22.0％ ） の 減 少 」、 ま た 、

「 65 歳 以 上 の 高 齢 者 人 口 は 、平 成 7 年 の 9,149 人 か ら 平 成 17 年 の

13,065 人と 10 年間に 3,916 人（ 増加率 42.8％）の増加」となっ

ており、登 別 市 で は 人 口 の 減 少 と と も に 少 子 高 齢 化 が 進 行 し て い ま す 。 

 出 生 数 （ 住 民 基 本 台 帳 登 録 ） は 、 昭 和 48 年 度 の 894 人を 最 高 に

平成 20 年度には 343 人と なっており減少傾向が続いています。 

 

● 総 人 口 ・ 世 帯 数 等 の 推 移  

区分 

年次 総人口 
0～ 14 歳 

人 口 

15～ 64 歳

人 口

65 歳以上

人 口
世帯数 

1 世帯 

当たり 

人 数 

昭和 60 年 58,370 12,365 40,308 5,697 19,268 3.0 

平 成 2 年 55,571 9,598 38,670 7,293 19,539 2.8 

平 成 7 年 56,892 8,349 39,394 9,149 21,259 2.7 

平成 12 年 54,761 7,291 36,369 11,097 21,641 2.5 

平成 17 年 53,135 6,509 33,561 13,065 21,480 2.4 

平成 18 年 53,782 6,569 33,871 13,342 24,736 2.2 

平成 19 年 53,472 6,498 33,268 13,706 24,881 2.1 

平成 20 年 52,926 6,355 32,491 14,080 24,889 2.1 

※ 昭 和 60 年 ～ 平 成 17 年 ： 国 勢 調 査  

※ 平 成 18 年 ～ 20 年 ： 住 民 基 本 台 帳 （ 10 月 1 日 現 在 ）  
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 就 学 前 の 児 童 は 、 昭 和 55 年 に 4,923 人 の 過 去 最 高 人 数 で し た が 、

以 降 、 減 少 が 進 み 、 平 成 20 年 に は 2,325 人となっております。 

 

● 登 別 市 の 人 口 動 態 と 就 学 前 児 童 数 ・ 出 生 数  

年次 
人口  

（人） 

就学前児童数

（人）

出生数 

（人）

北海道の人口 

（千人） 

全国の人口

（千人）

平成 2 年 55,571 3,090 449 5,644 124,043 

平成 7 年 56,892 2,902 490 5,692 125,569 

平成 12 年 54,761 2,697 391 5,683 126,926 

平成 17 年 53,135 2,430 373 5,628 127,768 

平成 18 年 53,782 2,478 382 5,632 127,770 

平成 19 年 53,472 2,358 371 5,602 127,771 

平成 20 年 52,926 2,325 343 5,569 127,692 

※ 人 口 の う ち 平 成 2 年 ～ 平 成 17 年 は 、 国 勢 調 査 の 結 果 。   

※ 国 勢 調 査 以 外 の 人 口 は 、 各 年 10 月 1 日 現 在 の 住 民 基 本 台 帳 登 録 人 口 。  

※ 北 海 道 と 国 に お け る 国 勢 調 査 以 外 の 人 口 は 、 各 年 10 月 1 日 現 在 の 推 計 人 口 。 

※就学前児童数は、各年 5 月 1 日現在（平成 18 年から平成 20 年は各 3 月末）。  

※ 出 生 数 は 、 各 年 度 末 現 在 。  
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（２）少子化の要因 

進行している少子化の最大要因は、晩婚化や未婚率の上昇や結婚に対する

意 識 の 変 化 な ど が 指 摘 さ れ て い ま す が 、 新 た に 本 日 の 経 済 情 勢 の 低 迷 に

伴 う 若 年 労 働 者 の 就 労 環 境 の 悪 化 が 一 層 の 拍 車 を か け る 状 況 と な っ て

い ま す 。  

非 正 規 雇 用 、有 期 雇 用 が 急 増 し 低 賃 金・雇 用 不 安 等 に よ る「 経 済 的 不 安 」

の 増 大 は 、結婚 観 や 結 婚 後 の 家 庭 プ ラ ン へ の 影響も大きく、今後の少子 化

対 策 の 重 要 な 課 題 と 指 摘 さ れ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結 婚 年 齢  

わ が 国 の 平 均 初 婚 年 齢 は 、 男 女 と も に 年 々 上 昇 し て お り 、

厚生省（現厚生労働省）の「人口動態統計」によると、平成 20 年には

男性が 30.2 歳、女性が 28.5 歳 と な っ て お り 男 女 と も 晩 婚 化 が 更 に

進んでいます。 

 

● 平 均 婚 姻 年 齢 の 年 次 推 移         （ 単 位 ： 歳 ／ ％ ）  

初婚 再婚件数割合（全婚姻） 区分 

年次 夫 妻 夫 妻 

平 成 2 年 28.4 25.9 13.4 11.7 

平 成 7 年 28.5 26.3 13.2 11.6 

平成 12 年 28.8 27.0 15 13.4 

平成 15 年 29.4 27.6 17.1 15.4 

平成 16 年 29.6 27.8 17.8 15.9 

平成 17 年 29.8 28.0 18.2 16 

平成 18 年 30.0 28.2 18.8 16.3 

平成 19 年 30.1 28.3 18.8 16.5 

平成 20 年 30.2 28.5 18.7 16.6 

資 料 ： 平 成 20 年 度 人 口 動 態 統 計 （ 確 定 数 ） の 概 況  

アア   

 

未 婚 率 の 上 昇  

未 婚 率 は 、 男 女 と も に 引 き 続 き 上 昇 し 、 平 成 17 年 の 国 勢 調 査

で は 、男 性 で は 、25～29 歳 で 71.4％、30～34 歳 で 47.1％、女 性

で は 25～ 29 歳 で 59.0％ 、 30～ 34 歳 で 32.0％ と な っ て お り 、

10 年前（平成 7 年）と比較する と 4％～12％上昇しています。 

ま た 、生 涯 未 婚 率 も 上 昇 し て お り 、30 代 後 半 の 男 性 は 4 人 に 1 人 、

20 代 後 半 は 3 人 に 1 人 が 生 涯 未 婚 と の 推 計 も あ り 、 男 性 に 比 べ

低かった女性についても同様に上昇 傾向を示しています。  

イイ   
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● 未 婚 率  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 ： 総 務 省 「 国 勢 調 査 」  

 

 登 別 市 の 未 婚 率 は 、 全 国 よ り 男 女 共 に 低 い 数 値 で す が 、 上 昇 傾 向 に

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資 料 ： 総 務 省 「 国 勢 調 査 」 
 

な お 、 ほ ぼ 子 ど も を 生 み 終 え た 結 婚 持 続 期 間 15～ 19 年 の 夫 婦 の

平均出生子ども数（完結出生児数）は、昭和 15 年に 4.27 人だったのが、

戦 後 大 き く 低 下 し た 後 、 昭 和 47 年 に お い て 2.2 人 と な り 、 以 後 約

30 年 間 ほ ぼ こ の 水 準 で 安 定 し 、 平 成 17 年 に お い て も 2.0 人 で 同 様 の

水準を維持しています。 

0

20

40

60

80

100

20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳

国及び登別市における未婚率

H17国男 H17市男 H17国女 H17市女

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005

％ 年齢階層別女子未婚率の推移

25-29

30-34

35-390
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005

％ 年齢別階層別男子未婚率の推移

25-29

30-34

35-39



 
9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夫 婦 の 出 生 力 の 低 下  

妻 の 年 齢 別 に 夫 婦 の 平 均 出 生 子 ど も 数 の 推 移 を み る と 、 1990

年前後に 20 歳代後半から 30 歳代 前 半 で 最 初 に 低 下 が 見 ら れ 、 そ の

低下は 30 歳代後半へ広がりながら 90 年 代 半 ば へ と 継 続 し た こ と が

わ か り ま す 。さ ら に 2000 年 前 後 で も 30 歳 以 上 で 低 下 が 続 い て い る

が、20 歳代の若い層では 低下に歯止めがかかっています。 

こ れ ら の 動 向 を 妻 の 世 代 別 に み る と 、 1960 年 代 生 ま れ の 世 代 が

20 歳 代 の 終 わ り に 達 し た 頃 か ら 夫 婦 の 出 生 力 が 低 下 し て い る こ と が

わかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：図中、破線の囲みは夫婦の平均子ども数に低下がみられる部分。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 ： 第 13 回 出 生 動 向 基 本 調 査 （ 国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所 ） 
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理 想 子 ど も 数 ・ 予 定 子 ど も 数  

夫 婦 に た ず ね た 理 想 的 な 子 ど も 数 （ 平 均 理 想 子 ど も 数 ） は 、 

す べ て の 結 婚 持 続 期 間 で 前 回 調 査 を 下 回 り 、 全 体 （ 総 数 ） で 初 め て

2.5 人 を 下 回 り ま し た 。 ま た 、 夫 婦 が 実 際 に 持 つ つ も り の 子 ど も 数

（ 平 均 予 定 子 ど も 数 ）も 、第 ９ 回 調 査（1987 年）以 降 の 低 下 傾 向 が

継 続 し 、 前 回 調 査 を 下 回 る 2.05 人 と な り ま し た 。 予 定 子 ど も 数 は 、

全 体 的 に 低 下 し て き て い る 一 方 、 結 婚 し て 0～ ４ 年 、 ２ ０ 年 以 上 の

夫婦では２００５年調査では若干上 昇してきています。 

 

● 結 婚 持 続 期 間 別 、 平 均 理 想 子 ど も 数  

結婚 

持続期間 

第 9 回調査 

（1987 年） 

第 10 回調査

（1992 年）

第 11 回調査

（1997 年）

第 12 回調査 

（2002 年） 

第 13 回調査

（2005 年）

0～4 年 2.51 2.40 2.33 2.31 2.30 

5～9 年 2.65 2.61 2.47 2.48 2.41 

10～14 年 2.73 2.76 2.58 2.60 2.51 

15～19 年 2.70 2.71 2.60 2.69 2.56 

20 年以上 2.73 2.69 2.65 2.76 2.62 

2.67 2.64 2.53 2.56 2.48 総 数 

（標本数） （8,348） （8,627） （7,069） （6,634） （5,634）

資 料 ： 国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所 第 13 回 出 生 動 向 基 本 調 査  

 

● 結 婚 持 続 期 間 別 、 平 均 予 定 子 ど も 数  

結婚 

持続期間 

第 9 回調査 

（1987 年） 

第 10 回調査

（1992 年）

第 11 回調査

（1997 年）

第 12 回調査 

（2002 年） 

第 13 回調査

（2005 年）

0～4 年 2.28 2.14 2.11 1.99 2.05 

5～9 年 2.25 2.18 2.10 2.07 2.05 

10～14 年 2.20 2.25 2.17 2.10 2.06 

15～19 年 2.19 2.18 2.22 2.22 2.11 

20 年以上 2.24 2.18 2.19 2.28 2.30 

2.23 2.18 2.16 2.13 2.11 総 数 

（標本数） （8,024） （8,351） （6,472） （6,564） （5,603）

資 料 ： 国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所 第 13 回 出 生 動 向 基 本 調 査  

 

 

エエ   



 
11 

 

（３）少子化の影響 

 出 生 数 の 低 下 は 、 生 産 年 齢 人 口 （ 15 歳 ～ 64 歳 ） の 相 対 的 減 少 を 招 き 、

年金 、医療保険などの社会保障費用に係る現 役 世 代 の 負 担 の 増 加 、労 働 力

不 足 、若年層の減少による社会全体への影響 や 、子 ど も の 社 会 性 が 育 ち に

くい、子どもの人格形成への影響が 指摘されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子 ど も 同 士 の ふ れ あ う 機 会 の 減 少 な ど に よ り 、

社 会 性 が 育 ち に く い な ど 、 子 ど も の 人 格 形 成 へ の

影 響 や 、 親 の 過 度 な 干 渉 に よ る 子 ど も の 自 主 性 の

発 達 阻 害 な ど 、 健 や か な 成 長 へ の 影 響 が 考 え ら れ ま

す。 

子子 どど もも   

へへ のの 影影 響響   

 

子 ど も の い な い 世 帯 や 独 身 者 が 増 え る こ と に よ る

家 庭 の 形 態 へ の 影 響 や 、少 子 高 齢 化 に よ る 地 域 活 動 の

活 力 低 下 や 自 治 会 組 織 な ど の 地 域 社 会 を 形 成 で き な

いなどの影響があるものと考えられます。 

地地 域域 社社 会会

へへ のの 影影 響響   

 

 少 子 化 は 、 生 産 年 齢 人 口 （ 15 歳 か ら 64 歳 ） の 減

少 に つ な が り 、若 年 労 働 者 の 不 足 に よ る 生 産 性 の 低 下

や 地 域 経 済 の 活 性 化 へ の 影 響 が あ る も の と 考 え ら れ

ます。 

 ま た 、生 産 年 齢 人 口 の 減 少 は 、高 齢 社 会 を 支 え る 人

口 の 減 少 で も あ る こ と か ら 、年金・医 療・福 祉 な ど 社

会 保 障 の 水 準 が 低 下 す る な ど の 影 響 が 考 え ら れ ま す 。

  

地地 域域 経経 済済

へへ のの 影影 響響   
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２ 子どもや家族の状況 

（１）家族形態の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 家 庭 は 子 育 て に お け る も っ と も 重 要 な 存 在 で す が 、 家 庭 を 形 成 す る

形 態 は 、 祖 父 母 な ど と の 多 世 代 同 居 か ら 親 子 の み の 小 家 族 化 へ と 変 化

しています。 

 平成 1７年の「国勢調査」による と 、北 海 道 の 一 般 世 帯 数 は 238 万

世帯、その世帯人員は 546 万 7 千人で、1 世帯当たりの人員は 2.31

人 と な っ て お り 、 昭 和 55 年 に 3.0 人 を 割 り 込 ん で 以 来 、 小 家 族 化 が

進んでいます。 

 核 家 族 世 帯 の 状 況 は 、 昭 和 50 年 の 11,425 世帯 か ら 平 成 1７ 年 に

は 14,177 世帯 へ 増 加 傾 向 に あ り ま す 。  

 特に 、単独世帯（ ひ と り 暮 ら し 世 帯 ）に つ い て は 、昭和 50 年の 1,000

世 帯 から平成 1７ 年には 5,435 世帯と大幅に増加し、北海道の傾向と

同 様 に、核家族化、小家族化などが 進 行 し て い ま す 。  

 

● 登 別 市 の 一 般 世 帯 数 と 核 家 族 世 帯        （ 単 位 ： 世 帯 ）  

年次／項目 一般世帯数 
うち核家族

世帯 

一般世帯人

員 

一般人員数 

（北海道） 

昭 和  5 5 年 17,768 13,125 55,126 人  3.10 人（2.99 人） 

昭 和 6 0 年 19,142 13,829 56,395 人  2.95 人（2.89 人） 

平 成 2 年 19,510 13,840 53,806 人  2.76 人（2.73 人） 

平 成 7 年 21,232 14,451 54,973 人  2.59 人（2.56 人） 

平 成 1 2 年 21,609 14,514 53,062 人  2.45 人（2.42 人） 

平 成 1 7 年 21,480 14,177 39,391 人  2.41 人（2.31 人） 

 資 料 ： 総 務 省 「 国 勢 調 査 」  

 

● 登 別 市 の 一 般 世 帯 数 と 核 家 族 世 帯        （ 単 位 ： 世 帯 ）  

核家族世帯 項目 

年次 夫婦のみ 夫婦と子 ひ と り 親 と 子  

その他の

親族世帯 
単独世帯

昭和 55 年 3,382 8,852 891 13,125 2,063 1,622 

昭和 60 年 4,310 8,263 1,256 13,829 2,155 3,158 

平 成 2 年 5,135 7,341 1,364 13,840 2,008 3,662 

平 成 7 年 5,900 7,037 1,514 14,451 2,042 4,739 

平成 12 年 6,367 6,492 1,655 14,514 1,852 5,173 

平成 17 年 6,562 5,766 1,849 14,177 1,776 5,435 

 資 料 ： 総 務 省 「 国 勢 調 査 」  
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 核 家 族 化 の 進 行 に よ り 、こ れ ま で 家 族 や 地 域 の 中 で 受 け 継 が れ て き た

子育ての知識や経験が、次代を担う 子 育 て 世 代 に 伝 わ ら な く な り 、子 育

てに不安を感じる家族の増加要因に も な っ て い ま す 。  

 

 また、地域での交流が希薄化することによ り 、出 産 や 子 育 て な ど 日 常

生 活 に か か わ る 様 々 な 情 報 交 換 や 子 ど も 同 士 を 含 む 地 域 住 民 と の ふ れ

あ い の 機 会 が 少 な く な り 、子 育 て 中 の 家 庭 で は 、過 保 護 や 過 干 渉 、虐 待

といった親子関係の問題が生じやす くなると指摘されています。 

 

 子育てをしていてよかったと思う ことは、厚生労働省が行った「 第 6

回 ２ １ 世 紀 出 生 児 縦 断 調 査 結 果 の 概 況 」よ り 、「 子 ど も の 成 長 」「 子 ど も

の お か げ で 家 庭 が 明 る い 」「 子 ど も と の ふ れ あ い が 楽 し い 」 な ど と な っ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

83.2%

75.1%

70.7%

68.3%

62.2%

58.4%

50.1%

46.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの成長によろこびを感じる

子どものおかげで家庭が明るい

子どもとのふれあいが楽しい

兄弟姉妹どうしのふれあいがあって楽しい

家族の結びつきが深まった

子どもを通して自分の友人が増えた

毎日の生活にはりあいがある

子育てを通して自分の視野が広まった

子育てをしていてよかったと思うこと
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 一方、子育てについての悩みでは、行 動 計 画 策 定 に 併 せ て 行 っ た ニ ー

ズ 調 査 か ら 、 就 学 前 児 童 の 集 計 で は 、「 子 ど も を 叱 り す ぎ て い る よ う な

気 が す る こ と 」が 最 も 多 く 、次い で「 子 育 て す る た め の 経 済 的 問 題 」「友

達 づ き あ い 」 な ど と な っ て い ま す 。  

 ま た 、 就 学 児 童 の 集 計 で は 、「 子 育 て す る た め の 経 済 的 問 題 」、「 将 来

の社会状況」、「 友 だ ち づ き あ い 」 な ど の 順 と な っ て い ま す 。  

 

● 子 育 て 全 般 に つ い て 悩 み や 不 安 （ 就 学 前 児 童 ）   

27

133

74

18

74

48

30

113

303

195

291

229

32

48

168

259

63

24

101

16

0 100 200 300 400

育児の方法がよくわからないこと

子どもの病気や発育・発達に関すること

子どもとの接し方に自信が持てないこと

子育てに関しての話し相手や相談相手がいないこと

配偶者・パートナーの子育ての協力が少ないこと

または意見が合わないこと

配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人が

いないこと

自分の子育てについて、親族や近隣の人など周りの目が

気になること

子育てのストレスを解消できないこと

子どもを叱りすぎているような気がすること

子育てと仕事の両立に関すること

子育てするための経済的問題（生活・教育費など）に関

すること

子どもが成長していく将来の社会状況等に関すること

保育所の入所等に関すること

幼稚園の入園及び退園後の保育に関すること

小学校の生活や中学校への進学に関すること

子どもの友だちづきあい（いじめ、孤立化など）に関す

ること

不登校・非行などに関すること

その他

特にない

無回答

（回答数）
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● 子 育 て 全 般 に つ い て 悩 み や 不 安 （ 就 学 児 童 ）   

8

73

35

18

57

35

20

62

201

147

296

262

13

13

144

245

46

167

22

88

39

0 100 200 300 400

育児の方法がよくわからないこと

子どもの病気や発育・発達に関すること

子どもとの接し方に自信が持てないこと

子育てに関しての話し相手や相談相手がいないこ

と

配偶者・パートナーの子育ての協力が少ないこと

または意見が合わないこと

配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれ

る人がいないこと

自分の子育てについて、親族や近隣の人など周り

の目が気になること

子育てのストレスを解消できないこと

子どもを叱りすぎているような気がすること

子育てと仕事の両立に関すること

子育てするための経済的問題（生活・教育費な

ど）に関すること

子どもが成長していく将来の社会状況等に関する

こと

保育所の入所等に関すること

幼稚園の入園及び退園後の保育に関すること

小学校の生活や中学校への進学に関すること

子どもの友だちづきあい（いじめ、孤立化など）

に関すること

放課後や春夏冬休みなどの過ごし方に関すること

（小学校対象）

その他

その他

特にない

無回答

（回答数）
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（２）女性の社会進出 

（２）女性の社会進出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 女 性 の 高 学 歴 化 や 晩 婚 化 な ど を 背 景 に 、 働 く 女 性 が 増 加 し 雇 用 者 の

約 4 割になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 資 料 ： 総 務 省 労 働 力 調 査  

 女 性 の 社 会 進 出 や 生 き 方 の 多 様 化 に よ り 、 こ れ ま で の 「 男 は 

仕 事 、 女 は 家 庭 」 と い う 男 女 の 固 定 的 な 役 割 分 担 に 関 す る 意 識 や 子 育

ての多くを女性に頼る生活習慣が、 変化しつつあります。 

 こ の た め 、 男 女 が 共 同 し て 子 育 て を 担 い 合 う こ と が で き る よ う 、 雇

用 環 境 や 地 域 に お け る 子 育 て に 関 す る 支 援 体 制 の 充 実 が 必 要 と な っ て

い ま す 。  

 

 企 業 に お け る 仕 事 と 子 育 て の 両 立 支 援 に 関 す る 調 査 研 究 で 、 育 児 休

暇 ・ 休 業 中 の 仕 事 や 生 活 上 の 不 安 に 「 強 く 不 安 を 感 じ た 」、「 不 安 を 感

じ た 」 と 答 え た 人 男 性 回 答 者 （ 18.7％ ） と 女 性 回 答 者 （ 65.5％ ） に 、

休 暇 ・ 休 業 中 の 不 安 内 容 （ 複 数 回 答 ） を 聞 い た と こ ろ 、 男 性 は 「 職 場

へ の 迷 惑 」、女性 は「 復 帰 後 の 仕 事 や 職 場 へ の 適 応 」や「 復 帰 後 の 子 育

て と 仕 事 の 両 立 」 が 多 く 懸 念 さ れ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 資 料 ： 財 団 法 人 子 ど も 未 来 財 団  

53.7

18

74.1

31.4
7.9

20.8

62

72.2
1.6

71.4

6.3

23.8

31.7
12.7

25.4

31
6.3

0.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

職場への迷惑

やりがいのある仕事から離れること

復帰後の仕事や職場への適応

職場の上児や同僚の対応

顧客や取引先等、職場以外の理解

昇格や昇給への影響

家計への影響

復帰後の子育てと仕事の両立

その他

（％）

育児休暇・休業中の不安内容：複数回答

女性

男性

32

34

36

38

40

42

44

0

2,000

4,000

6,000

昭和60年 平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成20年

（％）（万人） 雇用者数及び雇用者総数に占める女性割合の推移

男 女 雇用者総数に占める女性の割合
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 一 方 、 育 児 休 暇 ・ 休 業 を 取 得 し て よ か っ た こ と （ 複 数 回 答 ） を 聞 い

た と こ ろ 、 男 性 は 「 家 族 と の 時 間 を 楽 し め た 」、「 夫 婦 の 信 頼 関 係 が 深

まった」が多く、女性は「子育てに 安 心 し て 取 り 組 む こ と が で き た 」、

「子育ての楽しさが実感できた」が 多 く あ り ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 資 料 ： 財 団 法 人 子 ど も 未 来 財 団  

 

 次に 、育 児 休 暇・休 業 を 取 得 し な か っ た 理 由 と し て 、男 女 と も に「 職

場 へ の迷惑」が多く、「 復 帰 後 の 子 育 て と 仕 事 の 両 立 」と「取 得 す る 必

要を感じなかった」の男女の回答に 差 が 出 て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 資 料 ： 財 団 法 人 子 ど も 未 来 財 団  

36.2
7.6

6.6
12.8

3.5
4.7

23.3
17.5
18.1

4.4
27.1

45.6
4.1

10.5
15.5

6.8
7.7

13.5
2.7

36.9
6.3

9.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

職場への迷惑

やりがいのある仕事から離れること

復帰後の仕事や職場への適応

職場の上司や同僚の対応

顧客や取引先等、職場以外の理解

昇格や昇給への影響

家計への影響

復帰後の子育てと仕事の両立

取得する必要を感じなかった

制度があることを知らなかった

その他

（％）

育児休暇・休業を取得しなかった理由：複数回答

女性

男性

79.7
10.3

47.1
63.3

59.7
57.6

18
20.4

14.3
1.7

32.1
41.2

46.4
19.5

29
21.1

3.3
5.2
5.5
6.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

子育てに取り組みことができた

夫婦の信頼関係が深まった

家族との時間を楽しめた

子育ての楽しさが実感できた

子育ての大変さが理解できた

一時的に仕事から離れリフレッシュできた

仕事の進め方を見直すきっかけになった

会社に対して感謝する気持ちが持てた

仕事への意欲が増した

その他

（％）

育児休暇・休業を取得して良かったこと：複数回答

女性

男性
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（３）親子のふれあい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 文 部 科 学 省 が 行 っ た 「 地 域 の 教 育 力 に 関 す る 実 態 調 査 」 で 、 子 育 て

し な が ら 働 く 上 で の 問 題 に つ い て 聞 い た と こ ろ 、「 子 育 て の 時 間 が 足 り

な い 」 が 母 親 用 で 53.6％、 父 親 用 で 34.2％と い ず れ も 一 番 多 い 回 答

で し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族そろって食事をとる

（子どもだけで食事をとらせない）

休日に一緒に遊びに行ったり買い物に行く

子どもの悩みや相談にのる

子どもの学習指導や

学習成果について子どもと話し合う

家族の行事（祝い事、旅行など）に

積極的に参加させる

その日、その週、学校や地域で

起ったことについて話し合う

テレビ、新聞の記事などについて話し合う

挨拶の仕方や目上の人との接し方など、

社会一般のルールについて教える

宿題や勉強を教えたり一緒にする

子どもとよく一緒にすること（小学校・中学校）

頻繁にしている

時々している

あまりしていない

まったくしていない

不明

子どもと一緒に話をする

子どもに一日の出来事を聞く

テレビの幼児向け教育番組を見せる

子どもと一緒に遊ぶ

家族みんなで食事をする

子どもに家事を手伝わせる

絵本や本の読み聞かせをする

絵を描いたり、粘土や折り紙で遊んだりする

ひらがなやカタカナの学習をする

数や算数の学習をする

英語のビデオ教材を見せたり、CD教材を聞かせたりする

パソコンを使って遊んだり、学習したりする

子どもとよく一緒にすること（幼児）

ほとんど毎日

週に３～４日

週に１～２日

月に１～３日

ほとんどない

無答不明
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（４）子どもの生活の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ま た 、 全 国 の 15 歳以 上 80 歳 未 満 の 男 女 3,383 人 （ 無 回 答 を 除

く ）対 象 に 内 閣 府 が 行 っ た「 家 族 の 会話頻度と精神的やすらぎの関係 」

（平成 19 年度）では、「 十 分 安 ら ぎ を 感 じ て い る 」「 ま ず ま ず 安 ら ぎ

を 感 じ て い る 」 割 合 が 、 会 話 が 取 れ て い る 家 庭 ほ ど 感 じ ら れ 、 会 話 が

取 れ て い な い ほ ど「 あ ま り 安 ら ぎ を 感 じ て い な い 」「 ほ と ん ど や す ら ぎ

を 感 じ て い な い 」 割 合 が 高 く な っ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  資 料 ： 内 閣 府 「 国 民 生 活 選 好 度 調 査 」   

 
 都 市 化 の 進 行 に よ り 、 地 域 の 中 に 、 子 ど も た ち が 安 心 し て 遊 べ る 空

き 地 や 路 地 な ど の 空 間 が 減 少 す る 一 方 で 、 塾 や 習 い 事 へ 通 う 機 会 が 増

え 、 子 ど も 同 士 の 遊 び や ふ れ あ い の 時 間 が 減 少 す る こ と と 、 遊 び な ど

を 通 じ て 培 わ れ る 社 会 性 や 思 い や り を 身 に つ け る 機 会 も 減 少 し 、 い じ

め や 登校拒否などの要因となると言われています。 

まずまず安らぎを感じている  

14.9%

5.6%

5.4%

3.7%

65.8%

61.9%

55.5%

39.6%

16.4%

27.4%

30.1%

38.1%

2.9%

5.1%

9.0%

18.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会話が十分に取れている

会話がまあ取れている

会話があまり取れていない

会話がほとんど取れていない

家族の会話頻度と精神的やすらぎの関係

十分安らぎを感じている まずまずやすらぎを感じている

あまりやすらぎを感じていない ほとんどやすらぎを感じていない
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ま た 、 ベ ネ ッ セ 教 育 研 究 開 発 セ ン タ ー が 行 っ た 「 第 １ 回 子 ど も 生 活

実 態 基 本 調 査 」 に お け る 「 平 日 の 放 課 後 の 過 ご し 方 」 に つ い て は 、 小

学 生 、 中 学 生 、 高 校 生 と も に 「 自 分 の 家 」 が 多 く 、 小 学 生 は 、 学 校 の

運 動 場 や 公 園 な ど 、 体 を 動 か せ る 場 所 で 過 ご し 、 中 学 生 や 高 校 生 は 、

本 屋 や ビ デ オ 屋 、 コ ン ビ ニ な ど 、 娯 楽 や 趣 味 な ど が 楽 し め る 場 所 で 過

ご す ことが多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 ： ベ ネ ッ セ 教 育 研 究 開 発 セ ン タ ー 「 第 1 回 子 ど も 生 活 実 態 基 本 調 査 」

32.5%

22.6%

5.5%

16.9%

23.6%

4.2%

6.6%

3.2%

3.6%

2.3%

0.5%

1.9%

30.5%

11.3%

9.4%

6.3%

6.1%

3.1%

3.2%

6.7%

6.4%

8.4%

3.4%

5.3%

23.2%

4.9%

8.1%

5.8%

2.4%

1.4%

1.8%

6.3%

5.2%

6.5%

4.6%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40%

自分の家

友達の家

学校の教室

学校の運動場（校庭や体育館）

公園や広場など

自然のあるところ（海や山、川、森など）

児童館や図書館などの公共施設

本屋やビデオ屋

コンビニやスーパーなどの近所のお店

ゲームセンターやカラオケ

ファーストフード店や

ファミリーレストラン

デパートなどがある繁華街（大きな街）

平日の放課後の過ごし方（学校段階別）

小学生（4240人）

中学生（4550人）

高校生（6051人）
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 子育ては、親 に 第 一 義 的 責 任（ 最 も 重 要 な 責 任 ）が あ り ま す 。  

 し か し 、 親 が 子 育 て の す べ て を 担 う こ と は 難 し い こ と か ら 、

行 政 や 地 域 な ど 社 会 全 体 で 、親 が 子 育 て に 関 す る 責 任 を 果 た す

こ と が で き る よ う な 支 援 の 充 実 に 努 め ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 子育ての第一義的責任と施策の基本的視点 

 

（ １ ） 子 ど も の 養 育 や 健 全 育 成 に 関 す る 親 の 責 任  

 子 育 て 中 の 親 は 、 子 ど も を 養 育 し 、 健 全 に 育 成 す る 責 任 が あ り ま す 。

 こ の た め 行 動 計 画 で は 、 子 育 て 支 援 セ ン タ － 事 業 や 保 育 所 、 児 童 館

な ど の 地 域 に お け る 子 育 て 支 援 事 業 の 充 実 に よ っ て 、 子 育 て 中 の 親 が

自 ら の 責 任 に よ り 子 ど も の 養 育 や 健 全 な 育 成 を 果 た す こ と が で き る よ

う支援します。 

１１ ．．   

第第 一一 義義 的的

責責 任任   

 

（ ２ ） 子 ど も の 健 康 の 確 保 と 増 進 に 関 す る 親 の 責 任  

 子 育 て 中 の 親 は 、 子 ど も の 健 康 の 確 保 や 増 進 を 図 る 責 任 が あ り ま す 。

 こ の た め 行 動 計 画 で は 、 保 健 医 療 や 保 健 サ ー ビ ス な ど の 支 援 事 業 の

充 実 に よ っ て 、 子 育 て 中 の 親 が 自 ら の 責 任 に よ り 子 ど も の 健 康 の 確 保

や増進を果たすことができ るよう支援します。 

 

（ ３ ） 子 ど も の 心 身 の 健 や か な 成 長 に 資 す る 教 育 に 関 す る 親 の 責 任  

 子 育 て 中 の 親 は 、 子 ど も の 心 身 の 健 や か な 成 長 に 資 す る 教 育 を 図 る

責 任 が あ り ま す 。  

 こ の た め 行 動 計 画 で は 、 教 育 環 境 等 の 充 実 に よ っ て 、 子 育 て 中 の 親

が 自 ら の 責 任 に よ り 子 ど も の 心 身 の 健 や か な 成 長 に 資 す る 教 育 を 果 た

すことができるよう支援します。 

 

（ ４ ） 子 ど も が 安 心 し て 生 活 で き る 環 境 に 関 す る 親 の 責 任  

 子 育 て 中 の 親 は 、 子 ど も が 安 心 し て 生 活 で き る 環 境 を つ く る 責 任 が

あります。 

 こ の た め 行 動 計 画 で は 、 地 域 に お け る 生 活 環 境 の 充 実 に よ っ て 、 子

育 て 中 の 親 が 自 ら の 責 任 に よ り 子 ど も が 安 心 し て 生 活 で き る 環 境 を 作

れるよう支援します。 
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（ 5） 男 女 が 協 働 し て 子 育 て を 行 う こ と に 関 す る 親 の 責 任  

 子 育て中の親は、子育てを男女が 協働して行う責任があります。 

 こ の た め 行 動 計 画 で は 、 男 女 協 働 で 子 育 て し や す い 環 境 づ く り に よ

っ て 、 子 育 て 中 の 親 が 自 ら の 責 任 に よ り 男 女 協 働 で 子 育 て が で き る よ

う支援します。 

 

（ ６ ） 子 ど も の 安 全 の 確 保 に 関 す る 親 の 責 任  

 子育て中の親は、子どもの安全の 確保を図る責任があります。 

 こ の た め 行 動 計 画 で は 、 交 通 安 全 教 育 や 犯 罪 等 の 被 害 か ら 守 る た め

の 支 援 事 業 な ど の 充 実 に よ っ て 、 子 育 て 中 の 親 が 自 ら の 責 任 に よ り 子

どもの安全の確保を図れる ように支援します。 

 

（ ７ ）子 ど も へ の 虐 待 防 止 や 子 ど も の 権 利 を 守 る こ と に 関 す る 親 の 責 任

 子 育 て 中 の 親 は 、 子 ど も へ の 虐 待 防 止 や 子 ど も の 権 利 を 守 る 責 任 が

あります。 

 こ の た め 行 動 計 画 で は 、 啓 発 や 相 談 支 援 事 業 な ど の 充 実 に よ っ て 、

子 育 て 中 の 親 が 自 ら の 責 任 に よ り 子 ど も へ の 虐 待 を 防 止 す る と と も に

子どもの権利を守ることができるよ う に 支 援 し ま す 。  
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将 来 の 登 別 市 を 担 う 子 ど も を 育 成 し 、又 は 育 成 し よ う と す る

父 母 そ の 他 の 保 護 者 が 、 男 女 で 協 働 し て 子 育 て に つ い て の

第 一 義 的 責 任 を 担 い 、 子 育 て に つ い て の 喜 び が 実 感 さ れ 、

子 ど も が 健 や か で 健 全 に 育 成 で き る よ う 、 次 の 視 点 に 立 っ た

取り組みを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ １ ） 子 ど も の 視 点  

 子 ど も の 権 利 は 子 ど も 自 身 で 擁 護 す る こ と が 難 し い こ と か ら 、 子 ど

も の 幸 せ を 第 一 に 考 え 、 子 ど も の 権 利 が 最 大 限 に 尊 重 さ れ る よ う 配 慮

し 、 子 ど も の 視 点 に 立 っ た 取 り 組 み を 進 め ま す 。  

２２ ．．   

施施 策策 のの 基基

本本 的的 視視 点点   

 

（ ２ ） 次 代 の 親 づ く り と い う 視 点  

 次 世 代 育 成 支 援 は 、 次 世 代 の 親 と な る 子 ど も が 、 豊 か な 人 間 性 を 形

成 し 、 自 立 し て 家 庭 を 持 つ こ と が で き る よ う 、 長 期 的 な 視 野 に 立 っ た

子 ど も の 健 全 育 成 の た め の 取 り 組 み を 進 め ま す 。  

 

（ ３ ） サ ー ビ ス 利 用 者 の 視 点  

 核 家 族 化 や 都 市 化 の 進 行 等 の 社 会 環 境 の 変 化 や 個 人 の 価 値 観 の 多 様

化 に 伴 い 、 子 育 て 家 庭 の 生 活 実 態 や 子 育 て 支 援 に 係 る 利 用 者 の ニ ー ズ

も多様化していることから、個別の ニ ー ズ に 柔 軟 に 対 応 で き る よ う に 、

利 用 者 の 視 点 に 立 っ た 取 り 組 み を 進 め ま す 。  

 

（ ４ ） 社 会 全 体 に よ る 支 援 の 視 点  

 次 世 代 育 成 支 援 は 、 父 母 そ の 他 の 保 護 者 が 子 育 て の 第 一 義 的 責 任 を

有 す る と い う 基 本 的 認 識 の 下 に 、 国 や 北 海 道 及 び 市 は も と よ り 、 職 場

や 地 域 社 会 を 含 め た 社 会 全 体 で 協 力 し て 取 り 組 む べ き 課 題 で あ る こ と

から、様々な担い手と協働して支援 を進めていきます。 

 

（ ５ ） す べ て の 子 ど も と 家 庭 へ の 支 援 の 視 点  

 次 世 代 育 成 支 援 は 、 子 育 て と 仕 事 の 両 立 支 援 の み な ら ず 、 子 育 て の

孤 立 化 等 の 問 題 を 踏 ま え 、 広 く 全 て の 子 ど も と 家 庭 へ の 支 援 と い う 視

点 に 立 っ た 取 り 組 み を 推 進 し ま す 。  



24 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ６ ） 地 域 に お け る 社 会 資 源 の 効 果 的 な 活 用 の 視 点  

 地 域 に お い て は 、 子 育 て に 関 す る 活 動 を 行 う 社 会 福 祉 協 議 会 、 子 ど

も 会 、 町 内 会 、 自 治 会 、 NPO、 子 育 て サ ー ク ル を 始 め と す る 様 々 な 地

域活動、主任児童委員、民生委員・ 児童委員等が活動しています。 

 さ ら に 、 高 齢 者 、 障 が い 者 等 に 対 す る サ ー ビ ス を 提 供 す る 民 間 事 業

者 等 も あ る ほ か 、 子 育 て 支 援 等 を 通 じ た 地 域 へ の 貢 献 を 希 望 す る 高 齢

者 も 多 く 、 加 え て 豊 か な 自 然 環 境 や 地 域 に 受 け 継 が れ る 獅 子 舞 等 の 伝

統 文 化 等 も あ る こ と か ら 、 こ う し た 様 々 な 地 域 の 社 会 資 源 を 十 分 か つ

効 果 的 に 活 用 し た 取 組 を 進 め ま す 。  

 ま た 、 相 談 機 能 を 踏 ま え た 保 育 所 の 活 用 や 、 児 童 館 、 公 民 館 、 学 校

施設等を始めとする各種の公共施設 の活用を図ります。 

 

（ ７ ） サ ー ビ ス の 質 の 視 点  

 利 用 者 が 適 切 で 良 質 な サ ー ビ ス を 安 心 し て 利 用 で き る 環 境 を 整 備 す

る た め に 、 サ ー ビ ス の 質 な ど を 評 価 し 向 上 さ せ て い く と い っ た 視 点 か

ら 、 人 材 の 育 成 を 図 る と と も に 、 情 報 の 公 開 や サ ー ビ ス 評 価 等 の 取 組

を進めます。 

 

（ ８ ） 地 域 特 性 の 視 点  

 地 域 に お け る 人 口 構 成 、 基 幹 産 業 や 社 会 資 源 の 状 況 等 は 様 々 で あ る

こ と か ら 、 次 世 代 育 成 支 援 に お い て は 、 地 域 の 特 性 を 踏 ま え て 主 体 的

な 取 り組みを進めて行きます。 
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・ 地 域 に お け る 子 育 て 支 援 事 業 の 充 実
・ 保 育 サ ー ビ ス の 充 実  
・ 子 育 て 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク の 充 実  
・ 児 童 の 健 康 育 成  
・ 世 代 間 ・ 異 年 齢 交 流  

・ 子 ど も と 親 の 健 康 の 確 保  
・ 食 育 の 推 進  
・ 思 春 期 保 健 対 策 の 充 実  
・ 小 児 医 療 の 充 実  
・ 健 康 の 増 進  

・ 次 代 の 親 の 育 成  
・ 子 ど も の 生 き る 力 の 育 成 に 向 け た

学 校 の 教 育 環 境 等 の 整 備  
・ 家 庭 や 地 域 の 教 育 力 の 向 上  
・ 子 ど も を 取 り 巻 く 有 害 環 境 対 策 の

推 進  

・ 良 質 な 公 営 住 宅 の 確 保  
・ 安 全 な 道 路 交 通 環 境 や 生 活 環 境 の

整 備  
・ 安 心 し て 外 出 で き る 環 境 の 整 備  
・ 安 全 ・ 安 心 ま ち づ く り の 推 進 等  

・ 多 様 な 働 き 方 の 実 現 及 び 男 性 を  
含 め た 働 き 方 の 見 直 し 等  

・ 仕 事 と 子 育 て の 両 立 の 推 進  

・ 子 ど も の 交 通 安 全 を 確 保 す る た め
の 活 動 の 推 進  

・子 ど も を 犯 罪 等 の 被 害 か ら 守 る た め
の 活 動 の 推 進  

・ 被 害 に 遭 っ た 子 ど も の 保 護 の 推 進

・ 児 童 虐 待 等 の 防 止 対 策 の 充 実  
・ ひ と り 親 家 庭 等 の 自 立 支 援 の 推 進
・ 障 が い 児 施 策 の 充 実  
・ 子 ど も の 権 利  
・ 雇 用 対 策  

１ .  地 域 に お け る 子 育 て の  

支 援  

２ .  母 性 及 び 乳 幼 児 の 健 康 の  

確 保 と 増 進  

３ .  子どもの心身の健やかな成長

に 資 す る 教 育 環 境 の 整 備  

４ .  子 育 て を 支 援 す る た め の  

生 活 環 境 の 整 備  

５ .  職 業 生 活 と 家 庭 生 活 と の  

両 立 の 推 進  

６ .  子 ど も 等 の 安 全 確 保  

７ .  要 保 護 児 童 へ の 対 応 な ど  

き め 細 か な 取 り 組 み の 推 進

第４章 推進施策と取り組み 
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フ ァ ミ リ ー サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 業 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

産 後 子 育 て マ マ 派 遣 事 業 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

１．地域における子育ての支援 

 
（ １ ） 地 域 に お け る 子 育 て 支 援 事 業 の 充 実  

 子 育 て を 男 女 が 協 力 し て で き る よ う に 、 地 域 に お け る 子 育 て 支 援 事

業 の 充 実 と 情 報 の 提 供 、 相 談 等 を 進 め ま す 。  

 

ア    児 童 の 保 護 者 又 は そ の 他 の 者 の 居 宅 に お い て 児 童 の 子 育 て を 

支 援 す る 事 業  

 

 

 

 男 性 と 女 性 が 仕 事 と 子 育 て を 両 立 で き る 環 境 づ く り を 目 的 に 、子 育 て

の 援 助 を 受 け た い 人 （ 依 頼 会 員 ） と 援 助 を し た い 人 （ 提 供 会 員 ） の 双 方

が 会 員 と な り 、 依 頼 会 員 が 残 業 や 急 用 な ど の と き 、 提 供 会 員 の 自 宅 で の

子どもの預かりや送迎などを行い子 育て支援の充実を図ります。 

●平成 20 年度実績 件 数 2,072 件・会員総数 638 人 

● フ ァ ミ リ ー サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 業 目 標  

区 分  平 成 21 年 度 末  平 成 22～ 26 年 度 目 標

設 置 数  １ か 所  １ か 所  

 

 

 

 出 産 後 の お 母 さ ん の 体 力 が 回 復 す る ま で の 間 、 育 児 や 家 事 の 支 援 を 必

要 と す る 家 庭 に 対 し 、 ヘ ル パ ー が 訪 問 し て お 母 さ ん や 生 ま れ た お 子 さ ん

の 身 の 回 り の 世 話 な ど を 行 い 、 お 母 さ ん が 安 心 し て 日 常 生 活 を 営 む こ と

が で き る よ う 支 援 し ま す 。  

◇ 平 成 20 年 度 実 績  件数 １ 件 （ 延 べ ７ 日 ）  
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放 課 後 児 童 ク ラ ブ 事 業 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

子 ど も シ ョ ー ト ス テ ィ 事 業 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

里 親 制 度 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

一 時 保 育 事 業 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

私 立 幼 稚 園 保 育 の 充 実 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

 

イ    保 育 所 そ の 他 の 施 設 に お い て 児 童 の 養 育 を 支 援 す る 事 業  

 

 

 

 

 保 護 者 が 、 労 働 等 に よ り 昼 間 家 庭 に い な い 小 学 校 低 学 年 の 児 童 に 対 

し 、 授 業 の 終 了 後 に 適 切 な 遊 び 及 び 生 活 の 場 を 提 供 し 、 児 童 の 健 全 な 育

成を図るとともに、未設置校区の整 備 を 推 進 し ま す 。  

◇ 平 成 20 年 度 実 績  １５ ０ 人 （ 利 用 児 童 ）  

●放課後児童クラブ事業目標 

区 分  平 成 21 年 度 末  平 成 22～ 26 年 度 目 標

設 置 数  ６ か 所  ８ か 所  

定 員 数  １ ８ ０ 人  ２ ４ ０ 人  

 

 

 

 病 気 な ど に よ り 児 童 の 養 育 が 一 時 的 に 困 難 に な っ た 家 庭 の 児 童 を 一 定

の期間、児童養護施設で養育します。 

●子どもショートスティ事業目標（ 市 外 施 設 へ 委 託 ）  

区 分  平 成 21 年 度 末  平 成 22～ 26 年 度 目 標

設 置 数  １ か 所  １ か 所  

 

 

 

 里 親 制度の活用を図ることにより 、児童福祉の向上に努めます。 

 

 

 

 保 護 者 の 就 労 等 に よ り 一 時 的 に 家 庭 で の 保 育 が 困 難 と な る 児 童 の 保

育 や 保 護 者 の 急 病 、事 故 等 に よ り 緊 急 的 又 は 一 時 的 な 保 育 を 実 施 し ま す 。 

◇ 平 成 20 年 度 実 績  利用 実 日 数  ５ ４ ６ 日  

●一時保育事業目標 

区 分  平 成 21 年 度 末  平 成 22～ 26 年 度 目 標  

実 施 数  １ か 所  ２ か 所  

目 標 事 業 量  ―  1,100 日  

 

 

 

 市 内 私 立 幼 稚 園 で 実 施 し て い る 延 長 保 育 （ 預 か り 保 育 ） を 推 進 す る と

ともに、幼児教育の充実を図ります。 

◇ 平 成 20 年 度 実 績  拡大 時 間 １ ４ 時 か ら １ ７ 時  
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ふ れ あ い と 子 育 て 力 の 向 上  

■ 地 域 巡 回 子 育 て 広 場 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

■ お 父 さ ん の 子 育 て 広 場 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

■ 私 立 幼 稚 園 の 休 日 開 放 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

■ ふ れ あ い 子 育 て サ ロ ン （ 社 会 福 祉 協 議 会 ）  

 

 

 親 子 の ふ れ あ い や 親 同 士 、 高 齢 者 と の 交 流 や 子 育 て 相 談 を 通 じ て 子 育

て力の向上を図れる場を提供します。 

 

 

 

 子育てサポーターや地域 ボ ラ ン テ ィ ア の 支 援 に よ り 、子 育 て 中 の 親

か ら の 相 談 や 遊 び を 通 し た 交 流 を 行 い 、家 族 間 の 仲 間 づ く り を 広 め る

場の提供を行います。 

 

 

 

 子 育 て 中 の 父 親 が 子 ど も と 楽 し く 遊 び な が ら 、父 親 同 士 の 情 報 交 換

や交流の場を提供し、父親の子育て 力の向上を促します。 

 

 

 

 土・日 曜 日 に 幼 稚 園 児 の 父 母 や 子 育 て サ ー ク ル 等 に 交 流 の 場 を 提 供

し 、 地 域 に お け る 子 育 て を 支 援 し ま す 。  

 

 

 

 子 育 て 中 の 親 子 と 高 齢 者 が 、気 軽 に・楽 し く・自 由 に 集 い 、そ れ ぞ

れの興味や関心にあわせた交流・活 動等を通 じ 、仲 間 づ く り を 支 援 す

るとともにその拡大に努めます。 

◇ 平 成 20 年 度 実 績  ４か 所 
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地 域 子 育 て 支 援 拠 点 事 業 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

子 育 て サ ポ ー タ ー と 地 域 ボ ラ ン テ ィ ア の 育 成 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

地 域 巡 回 子 育 て 広 場 （ 子 育 て グ ル ー プ ） 再 掲  

幼 児 教 育 等 に 関 す る 情 報 提 供 等 の 促 進 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

子 育 て 相 談 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

情 報 の 提 供  

 

ウ    地 域 に お け る 子 育 て 支 援 や 、 児 童 の 子 育 て に 関 す る 問 題 に つ  

き 、 保 護 者 か ら の 相 談 に 応 じ 、 必 要 な 情 報 の 提 供 及 び 助 言 を  

行 う 事 業  

 

 

 子 育 て 家 庭 の 育 児 相 談 、気 軽 に 交 流 で き る 巡 回 子 育 て 広 場 や あ そ び の

広 場 等 を 提 供 す る と と も に 、子 育 て サ ー ク ル へ の 支 援 、子 育 て に 関 す る

工 夫 し た 情 報 提 供 、お に た ま 文 庫 の 貸 し 出 し 等 子 育 て 支 援 を 推 進 し ま す 。 

 ま た 、 セ ン タ ー 型 （ 中 央 ・ 登 別 ） に 加 え 、 新 た に ひ ろ ば 型 を 開 設 し 、

子 育 て 支援及び関係機関とのネットワークの 充 実 を 図 り な が ら 、地 域 に

おける子育て支援を推進するための 人材育成に努めます。 

●子育て支援センター設置目標 

区 分  平 成 21 年 度 末  平 成 22～ 26 年 度 目 標  

中 央 セ ン タ ー  １ か 所  １ か 所  

地 域 セ ン タ ー  1 か 所  ３ か 所 （ ひ ろ ば 型 １ か 所 ）

 

 

 地 域 の 子 育 て 支 援 や 相 談 体 制 の 充 実 を 図 る た め 、 地 域 の 子 育 て 支 援 事

業 を 推 進 す る 子 育 て サ ポ ー タ ー や 地 域 ボ ラ ン テ ィ ア の 発 掘 ・ 育 成 に 努 め

ます。 

 

 

 子 育 て サ ポ ー タ ー や 地 域 ボ ラ ン テ ィ ア の 支 援 に よ り 、 子 育 て 中 の 親 か

ら の 相 談 や 遊 び を 通 し た 交 流 を 行 い 、 家 族 間 の 仲 間 づ く り を 広 め る 場 の

提 供 を 行 い ま す 。  

 

 

 各 幼 稚 園 で 、 保 護 者 等 か ら 日 頃 の 幼 児 教 育 に 関 す る 不 安 や 悩 み な ど の

相 談 に 対 し 、 相 談 や 情 報 提 供 を 速 や か に 受 け 入 れ で き る よ う な 体 制 づ く

りの促進を図ります。 

 

 

子育てに関する悩みを抱えている子育て家庭の相談を、子育てグループ

や子育て支援センターで行い、子育 て を 支 援 し ま す 。  

 

 

 市 や 広 域 で 行 っ て い る 子 育 て 支 援 に 関 す る 情 報 を 広 報 誌 及 び 市 、 関 係

機 関 の ホ ー ム ペ ー ジ に よ り 情 報 提 供 す る と と も に 、 市 内 サ ー ビ ス 機 関 等

の 協 力 を得て情報提供の充実を図ります。 
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●子 育 て 支 援 セ ン タ ー の 連 携 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 子 育 て サ ポ ー ト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 地 域 ボ ラ ン テ ィ ア  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央子育て支援センター 

（地域機能を含む） 

子 育 て 支 援  

■ ネ ッ ト ワ ー ク 拠 点

■ 子 育 て 相 談  

■ 支 援 事 業  

■ お に た ま 文 庫  

子 育 て 情 報  

■ 子 育 て ガ イ ド  

■ 子 育 て マ ッ プ  

■ 子 育 て HP 情 報  

■ 情 報 収 集  

支 援 員  

■ 登  録  

■ 育  成  

■ 派  遣  

地域子育て支援センター 

子 育 て 支 援  

■ 地 域 の 拠 点  

■ ネ ッ ト ワ ー ク 端 末

■ 子 育 て 相 談  

■ 支 援 事 業  

子 育 て 情 報  

■ 地 域 情 報  

■ 中 央 情 報 啓 発  

■ 情 報 収 集  

協 力 員  

■ 登 録  

■ 育 成  

■ 支 援 員 の 養 成  

子育て家庭 
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お 父 さ ん の 子 育 て 手 帳 の 作 成 ・ 配 布 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

お 父 さ ん の 子 育 て 広 場 （ 子 育 て グ ル ー プ ） 再 掲  

家 族 で 食 べ よ う ！ お 父 さ ん の 料 理 教 室 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

男 女 共 同 参 画 の 推 進 （ 市 民 サ ー ビ ス グ ル ー プ ）  

 

エ    子 育 て を 父 親 と 母 親 が 協 働 し て で き る よ う に 父 親 の 子 育 て 力  

の 向 上 を 支 援 し ま す 。  

 

 

 

 お 父 さんの子育てを支援するため に、子育て情報を提供します。 

 

 

 

子 育 て 中 の 父 親 が 子 ど も と 楽 し く 遊 び な が ら 、 父 親 同 士 の 情 報 交 換 や

交流の場を提供し、父親の子育て力 の向上を促します。 

 

 

 

い つ も 家 事 と 育 児 で 忙 し い お 母 さ ん の サ ポ ー ト や 親 子 同 士 の 交 流 を 図

る た め 、 お 父 さ ん を 対 象 に し た 料 理 教 室 と そ の 料 理 を 家 族 で 試 食 す る 事

業を行います。 

 

 

 

 「男は仕事、女は家庭」といった 固 定 的 な 性 別 役 割 分 担 意 識 を 改 善 し 、

女 性 も 男 性 も 一 人 ひ と り の 能 力 を 活 か し て い き い き と 働 き 、 同 時 に 家

事 ・ 育 児 ・ 介 護 や 地 域 活 動 な ど に も 十 分 力 を 注 げ る よ う な 社 会 を 形 成 す

る た め 、講演会・学習会の開催や情報誌等に よ る 啓 発 周 知 に 努 め ま す 。  
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通 常 保 育 事 業 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

延 長 保 育 事 業 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

休 日 保 育 事 業 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

 
（ ２ ） 保 育 サ ー ビ ス の 充 実  

 核 家 族 化 の 進 行 や 就 労 女 性 の 増 加 等 に よ り 、 保 育 需 要 は 増 加 し て い

ま す 。 ま た 、 就 労 環 境 の 多 様 化 に 伴 い 、 子 育 て 家 庭 の 実 情 に 応 じ た 多

様 な 保 育 形 態 が 求 め ら れ て い ま す 。  

 こ の こ と か ら 、 こ れ ま で の 保 育 所 サ ー ビ ス に 私 立 幼 稚 園 の 預 か り 保

育 や 、 認 定 こ ど も 園 な ど 民 間 等 の 活 力 を 活 用 し て 、 多 様 な 保 育 に 取 り

組 む と と も に 、 量 的 な 充 足 を 図 り ま す 。 ま た 、 保 育 の 質 の 向 上 の た め

専 門 研 修 等 を 実 施 し 保 育 士 等 の 資 質 の 向 上 に 努 め ま す 。  

 

 

 

 保 護 者 等 が 労 働 等 に よ り 家 庭 で 十 分 に 保 育 す る こ と が で き な い 就 学

前 の 児 童 に 対 し 、 適 正 な 保 育 や 定 員 の 見 直 し を 実 施 し 、 児 童 の 健 全 な 育

成を図るとともに保護者等 の支援を行います。 

◇ 平 成 20 年 度 実 績  入所 児 童 数 ４ ８ ３ 人 （ ３ 月 １ 日 現 在 ）  

●通常保育事業目標 

区 分  平 成 21 年 度 末  平 成 22～ 26 年 度 目 標

実 施 数  ５ か 所  ５ か 所  

定  員  ５ ４ ０ 人  ５ ４ ０ 人  

 

 

 

 保 護 者 の 就 労 形 態 の 多 様 化 等 に よ り 、 延 長 保 育 の ニ ー ズ が 高 ま っ て い

る こ と か ら 、 全 て の 保 育 所 で 延 長 保 育 の 受 け 入 れ を 行 う と と も に 、 内 容

の充実に努めます。 

◇ 平 成 20 年 度 実 績  利用 平 (均 実 )人 員 ７ ８ 人 ・ 延 べ 4,385 人  

●延長保育事業目標 

区 分  平 成 21 年 度 末  平 成 22～ 26 年 度 目 標

実 施 数  ５ か 所  ５ か 所  

目 標 事 業 量  ―  １ ５ ３ 人  

 

 

 

 日 曜 ・ 祝 祭 日 な ど に 、 保 護 者 の 勤 務 等 に よ り 家 庭 で 保 育 で き な い 場 合

に 、 休 日 保 育 を 行 い ま す 。  

◇ 平 成 20 年 度 実 績  １日 平 均 利 用 人 員 ６ 人 ・ 延 べ ３ ８ ９ 人  

●休日保育事業目標 

区 分  平 成 21 年 度 末  平 成 22～ 26 年 度 目 標

実 施 数  １ か 所  １ か 所  

目 標 事 業 量  ―  １ ０ 人  
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保 育 所 広 域 入 所 事 業 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

病 児 ・ 病 後 児 保 育 事 業 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

障 が い 児 保 育 事 業 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

一 時 保 育 事 業 （ 子 育 て グ ル ー プ ） 再 掲  

乳 児 保 育 事 業 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

認 定 こ ど も 園 の 推 進 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

  

  

  

 保 護 者 の 就 労 等 に よ り 一 時 的 に 家 庭 で の 保 育 が 困 難 と な る 児 童 の 保

育 や 保 護 者 の 急 病 、事 故 等 に よ り 緊 急 的 又 は 一 時 的 な 保 育 を 実 施 し ま す 。 

◇ 平 成 20 年 度 実 績  利用 実 日 数  ５ ４ ６ 日  

●一時保育事業目標 

区 分  平 成 21 年 度 末  平 成 22～ 26 年 度 目 標  

実 施 数  １ か 所  ２ か 所  

目 標 事 業 量  ―  1,100 日  

 

 

 生 後 ６ ヶ 月 以 上 の 日 々 保 育 に 欠 け る 乳 児 を 保 育 し 、 乳 児 の 健 全 な 発 達

を促します。 

◇実施か所 ５保育所 

 

 

 ３ 歳 以 上 で 心 身 に 障 が い を 持 つ 児 童 や 発 育・発達 に 心 配 の あ る 児 童 で 、

集 団 保 育 が 可 能 な 児 童 を 受 け 入 れ 、 児 童 の 健 全 な 成 長 、 発 達 を 促 す と と

も に 、 障 が い 児 保 育 の 充 実 に 努 め ま す 。  

 

 

 保 護 者 が 勤 務 場 所 や 通 勤 な ど の 都 合 に よ り 、 他 市 町 村 の 保 育 所 に も 入

所で き るよう配慮し保護者の負担軽減を図ります。 

 

 

 保 護 者 の 就 労 な ど の 理 由 に よ り 、 病 気 中 も し く は 病 気 の 回 復 期 に あ る

児 童 で 、 家 庭 内 で 保 育 で き な い 場 合 、 病 院 ・ 診 療 所 、 保 育 所 等 に 付 設 さ

れた専用スペースで一時的 に保育を行います。 

●病児・病後児保育目標 

区 分  平 成 21 年 度 末  平 成 22～ 26 年 度 目 標

実 施 数  ― １ か 所  

 

 

 就 学 前 の 子 ど も に 幼 児 教 育 ・ 保 育 を 保 護 者 の 就 労 の 有 無 に か か わ ら ず

一 体 的 に 提 供 す る と と も に 、 地 域 に お け る 子 育 て 支 援 を 行 う 機 能 を 備 え

る認 定 こども園を推進します。 

●認定こども園目標 

区 分  平 成 21 年 度 末  平 成 22～ 26 年 度 目 標

実 施 数  ― ２ か 所  

 

 

 



34 
 

保 育 所 地 域 活 動 事 業 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

保 育 の 質 の 向 上 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

 

 

 

地 域 に 開 か れ た 保 育 所 と し て 、全 て の 保 育 所 で お 年 寄 り と の 世 代 間 交

流 や 地 域 の 異 年 齢 児 交 流 事 業 を 実 施 し ま す 。  

 

 

 

保 育 の 質 の 向 上 を 図 る た め 、保育 士 の 専 門 性 、人材 の 安 定 的 な 確 保 を

目指し、保育士の研修体制等の充実 などに積極的に取り組みます。 
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（ ３ ） 子 育 て 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク の 充 実  

 子 育 て 家 庭 に 、 き め 細 や か な 子 育 て 支 援 事 業 や 保 育 支 援 を 効 果 的 ・

効 率 的 に 提 供 で き る よ う 、 子 育 て 支 援 セ ン タ ー を 核 と し た 関 係 機 関 等

に よ る ネ ッ ト ワ ー ク の 充 実 に 努 め ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安 心 ネ ッ ト ワ ー

 

 

 

子 育 て 支 援 セ ン タ ー

安 心 ネ ッ ト ワ ー ク

不不安安！！   
悩悩みみ！！   

保 育 所

幼 稚 園
放 課 後 児

童 ク ラ ブ

児 童 館

保 健 師

栄 養 士

フ ァ ミ リ ー

サ ポ ー ト  

セ ン タ ー  

 

の ぞ み 園

教 育  

委 員 会  

社 会 福 祉

協 議 会

民 生 児 童  

委 員 主 任  

児 童 委 員  

児 童  

相 談 所

子 育 て 家 庭
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子 育 て 支 援 セ ン タ ー 事 業 の 充 実 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

子 育 て サ ポ ー タ ー と 地 域 ボ ラ ン テ ィ ア の 育 成 （ 子 育 て グ ル ー プ ） 再 掲  

子 育 て 支 援 情 報 の 提 供 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

子 育 て 支 援 サ ー ク ル へ の 支 援 と 連 携 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

私 立 幼 稚 園 の 休 日 開 放 （ 子 育 て グ ル ー プ ） 再 掲  

家 庭 教 育 手 帳 の 配 布 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

家 庭 教 育 啓 発 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

 

 

 子 育 て 家 庭 に き め 細 や か な 子 育 て 支 援 事 業 や 相 談 機 能 を 効 果 的・効 率

的 に 提 供 で き る よ う 、 子 育 て 支 援 セ ン タ ー を 中 心 と し た 関 係 機 関 等 に よ

る ネ ッ ト ワ ー ク の 充 実 を 進 め ま す 。  

 ま た 、 地 域 子 育 て 支 援 セ ン タ ー を 鷲 別 地 域 、 若 草 ・ 新 生 ・ 富 岸 地 域 に

設 置 し 、 中 央 子 育 て 支 援 セ ン タ ー と の 連 携 を 図 り 、 地 域 に 密 着 し た 支 援

体制の強化に努めます。 

 

 

 

 地 域 の 子 育 て を 推 進 す る 子 育 て サ ポ ー タ ー や 地 域 ボ ラ ン テ ィ ア を 、 子

育 て ネ ットワークの一員として発掘・育成します。 

 

 

 

 各 種 の 子 育 て 支 援 サ ー ビ ス 等 が 、 利 用 者 に 十 分 周 知 さ れ る よ う 関 係 機

関 ・ 民 間 施 設 等 の 協 力 を 得 て 配 置 し 、 パ ン フ レ ッ ト 、 子 育 て マ ッ プ や 子

育てガイドブックなどによる情報提 供の充実を図ります。（ 子 育 て 支 援 セ

ン タ ー 情 報 紙 ・ 子 育 て サ ー ク ル パ ン フ レ ッ ト 等 ）  

 

 

 

 親 子 交 流 を 行 っ て い る 子 育 て サ ー ク ル の 取 り 組 み な ど に 対 す る 支 援 や

連 携 を 行 い ま す 。  

◇ 平 成 20 年 度 実 績  ７団 体 

 

 

 

 土・日 曜日に幼稚園児の父母や子育てサー ク ル 等 に 交 流 の 場 を 提 供 し 、

地 域 に お け る 子 育 て を 支 援 し ま す 。  

 

 

 

 家 庭 に お け る 子 育 て 情 報 「 家 庭 教 育 手 帳 」 の CD-ROM 化を 図 り 、 手

軽に情報が得られ、活用できるよう 子育て家庭の支援を行います。 

（ 乳 幼 児 編 ・ 小 学 生 編 ・ 小 学 生 ～ 中 学 生 編 ）  

 

 

 

 家 庭 教 育 の あ り 方 に つ い て の 親 や 市 民 に 啓 発 を 行 う た め 、広 報 紙「 明

日を開く窓」を発行します。 

◇ 平 成 20 年 度 実 績  年３ 回 発 行  
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居 場 所 づ く り  

 

（ ４ ） 児 童 の 健 全 育 成  

 子 ど も の 健 全 な 育 成 は 、 児 童 館 、 学 校 等 の 社 会 資 源 及 び 子 育 て に 関

す る 活 動 を 行 う 団 体 等 を 活 用 し た 居 場 所 づ く り な ど に よ り 、 社 会 性 や

自 主 性 が 養 わ れ る よ う な 取 り 組 み を 進 め ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健 全 育 成 の 場  

児 童 館  

親 子 の ふ れ あ い の 場  

子 育 て  

広 場  

児 童 の 活 動 の 場  

ス ポ ー ツ  

市 民 と の ふ れ あ い と ま ち づ く り の 場  

地 域 交 流  

放 課 後  

児童クラブ 

子 育 て  

サ ロ ン  

自 然 体 験  

社 会 学 習  

青 少 年  

会 館  

の ぞ み 園

開 放 事 業

子 ど も 会

福 祉 体 験

図 書 館  

図 書 館  

事 業  

文 化 伝 承

居 場 所  

づ く り  

学 校 開 放  

事 業  
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健 全 育 成 の 場 所 づ く り  

■ 児 童 館 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

■ 放 課 後 児 童 ク ラ ブ （ 子 育 て グ ル ー プ ） 再 掲  

■ 青 少 年 会 館 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

■ 図 書 館 （ 図 書 館 ）  

■ 放 課 後 子 ど も プ ラ ン 推 進 事 業 （ 社 会 教 育 ・ 子 育 て グ ル ー プ ）  

 

 

 次 代 を 担 う 児 童 を 健 全 に 育 成 す る 場 を 提 供 し ま す 。  

 

 

 児 童 に 健 全 な 遊 び を 与 え て 、そ の 健 康 の 増 進 と 情 操 を 豊 か に し 、児

童福祉の向上を目的とした児童館活 動を充実するとともに、児 童 の 適

正な居場所の確保のため設置個所の 見直しに努めます。 

◇ 児 童 館 の 設 置 数  平成 20 年度 末 １ ０ か 所  

● 児 童 館 設 置 目 標  

区 分  平 成 21 年 度 末  平 成 22～ 26 年 度 目 標

実 施 数  １ １ か 所  １ ２ か 所  

 

 

 保 護者が、労 働 等 に よ り 昼 間 家 庭 に い な い 小 学 校 低 学 年 の 児 童 に 対

し 、授 業 の 終 了 後 に 適 切 な 遊 び や 生 活 の 場 を 提 供 し て 、児童 の 健 全 な

育 成 を 図 り ま す 。  

◇平成 20 年度末利用実績 ６か所 １５０名 

●放課後児童クラブ事業目標 

区 分  平 成 21 年 度 末  平 成 22～ 26 年 度 目 標

設 置 数  ６ か 所  ８ か 所  

定 員 数  １ ８ ０ 人  ２ ４ ０ 人  

 

 

少子化や核家族化の進行、就 労 形 態 の 多 様 化 及 び 家 庭 や 地 域 の 子 育

て 機 能 ・ 教 育 力 の 低 下 な ど 、 子 ど も を 取 り 巻 く 環 境 の 変 化 を 踏 ま え 、

放課後等に子どもが安心して活動で き る 場 の 確 保 を 図 る と と も に 、次

世 代 を担う児童の健全育成を支援します。 

◇平成 20 年度実績 1 か所 登録児童数(子ども教室 70 人：児童クラブ 21 人) 

●目標事業量 

区 分  平 成 20 年 度 実 績  平 成 26 年 度 目 標  

実  施  数  １ か 所  ２ か 所  

登 録 ・ 利 用 数  ９ １ 人  ２ ０ ０ 人  

 

 

 青 少年が学習、サークル活動、並 び に 体 育 、レ ク リ エ ー シ ョ ン 等 を

通じ、余 暇 の 活 用 を 図 る と と も に 社 会 文 化 の 向 上 を 目 途 に 健 全 な 次 の

世 代 の担い手になる場を設置しています。 

◇ 平 成 20 年 度 末 設 置 実 績  ４ か 所  

 

 

 図 書 館 は 、図 書 、記 録 そ の 他 必 要 な 資 料 を 収 集・整 理 し 、児 童 の 教

養 や 文 化 の 学 習 等 に 寄 与 す る と と も に 、図 書 館 機 能 の 充 実 を 図 り ま す 。 
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親 子 の ふ れ あ い の 場 づ く り  

■ 地 域 巡 回 子 育 て 広 場 （ 子 育 て グ ル ー プ ） 再 掲  

■ ふ れ あ い 子 育 て サ ロ ン （ 社 会 福 祉 グ ル ー プ ） 再 掲  

■ 児 童 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー の ぞ み 園 開 放 事 業 （ の ぞ み 園 ）  

■ 図 書 館 事 業 （ 図 書 館 ）  

■ 社 会 教 育 施 設 の 開 放 事 業 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

 

 

 親 子 の ふ れ あ い を 通 じ た 子 育 て の 場 を 提 供 し ま す 。  

 

 

 子育てサポーターや地域 ボ ラ ン テ ィ ア の 支 援 に よ り 、子 育 て 中 の 親

か ら の 相 談 や 遊 び を 通 し た 交 流 を 行 い 、家 族 間 の 仲 間 づ く り を 広 め る

場の提供を行います。 

 

 

 

 子 育 て 中 の 親 子 と 高 齢 者 が 、気 軽 に・楽 し く・自 由 に 集 い 、そ れ ぞ

れの興味や関心にあわせた交流・活 動等を通 じ 、仲 間 づ く り を 支 援 す

るとともにその拡大に努めます。 

 

 

 

 心 身 障 が い 児 の 居 場 所 づ く り と し て 、児 童 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー の

ぞ み 園 を 土 曜 日 ・ 日 曜 日 ・ 祝 祭 日 に 開 放 し ま す 。  

 

 

 

 親 子 が ふ れ あ う 機 会 を 計 画 的 に 提 供 す る た め 、気 軽 に 利 用 で き る 自

由な交流の場である図書館を会場に 各種事業を行います。 

◇ 平 成 20 年 度 実 績  親子 工 作 ・ 読 み 聞 か せ ・ 紙 芝 居 な ど  

 

 

 

 子 ど も た ち の 豊 か な 体 験 活 動 を 促 進 す る た め 、月 ２ 回 の 午 前 中 を 優

先的に無料開放します。 

◇開放施設 郷土資料館： 参加延べ数９２８人 
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児 童 の 活 動 の 場 所 づ く り  

■ ス ポ ー ツ 振 興 事 業 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

■ ス ポ ー ツ 少 年 団 等 へ の 支 援 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

■ ネ イ チ ャ ー セ ン タ ー 自 然 体 験 事 業 （ ネ イ チ ャ ー セ ン タ ー ）  

■ 子 ど も 会 活 動 へ の 支 援 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

■ 郷 土 資 料 館 ・ 文 化 伝 承 事 業 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

 

 

 次 代 を 担 う 児 童 が 活 動 や 体験ができる場を提供します。 

 

 

 小中学生を対象としたス ポ ー ツ 教 室 や ス ポ ー ツ 講 習 会 、ス ポ ー ツ 大

会 を 開 催 し ま す 。（ 少 年 ス キ ー 教 室 、 少 年 野 球 教 室 、 少 年 サ ッ カ ー 教

室 、 少 年 テ ニ ス 教 室 な ど ）  

◇ 平 成 20 年 度 実 績  参加 延 べ 1,010 名  

 

 

 ス ポ ー ツ 少 年 団 本 部 に 助 成 す る こ と に よ り 、加 盟 団 体 の 育 成 を 図 り 、

剣道・サッカー・野球・柔道などの 少年団の活動を支援します。 

◇ 平 成 20 年 度 実 績  ２２ 団 体  ３ ６ ４ 人  

 

 

 子 ど も た ち の 豊 か な 心 や 生 き る 力 を 育 む た め 、ネ イ チ ャ ー セ ン タ ー

に お け る 事 業 （ 自 然 教 室 、 幼 児 向 け 自 然 教 室 、 大 人 向 け 自 然 体 験 、

ふ ぉ れ す と 鉱 山 冬 ま つ り 等 ） を 推 進 し ま す 。  

◇ 平 成 20 年 度 実 績  開催 数 １ ４ ８ 回 ・ 参 加 延 べ 4,116 人 

 

 

 登 別 市 子 ど も 会 育 成 連 絡 協 議 会 が 開 催 す る「 こ い の ぼ り マ ラ ソ ン 大

会」や「かるた大会」を支援します。 

◇ 平 成 20 年 度 実 績  ５事 業 ・ 参 加 者 延 べ ３ １ ２ 人  

 

 

 地 域 の 連 帯 感 と 心 の 豊 か さ を 醸 成 す る と と も に 、地 域 文 化 の 理 解 や

親 子 の ふ れ あ い を 深 め る た め 、 資 料 館 の 日 の 設 置 や 親 子 体 験 事 業

（そばうち体験、工作教室 ）などを行います。 

◇ 平 成 20 年 度 実 績  １９ 事 業 ・ 参 加 者 延 べ ７ ８ ６ 人  
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市 民 と の ふ れ あ い と ま ち づ く り の 場 所 づ く り  

■ 子 ど も 地 域 交 流 プ ラ ザ （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

■ ボ ラ ン テ ィ ア 体 験 月 間 （ 社 会 福 祉 グ ル ー プ ）  

■ 安 全・安 心 な 居 場 所 づ く り（ 社 会 教 育・学 校 教 育・子 育 て グ ル ー プ ） 

          

 

 次 代 を 担 う 児 童 が 地 域 と ふ れ あ い 、まち づ く り に 参 加 す る 場 を 提 供 し

ます。 

 

 

 各 中 学 校 区 、 札 内 来 馬 の ６ 地 区 に 運 営 委 員 会 を 設 置 し 、 自 然 体 験 、

社 会 体 験 や 奉 仕 活 動 な ど 家 庭 や 学 校 で は 体 験 で き な い 活 動 を 通 し て 、

親 子 の ふ れ あ い や 異 年 齢 の 子 ど も に よ る 集 団 活 動 、地 域 に お け る 人 と

人のふれあう活動を展開します。 

◇ 平 成 20 年 度 実 績  ６地 区 ・ 参 加 者 延 べ 2,669 人  

 

 

 

 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 興 味 の あ る 市 民（ 児 童 ）を 対 象 に 、気 軽 に 無 理

な く 体 験 で き る プ ロ グ ラ ム を 関 係 機 関・団 体 等 の 協 力 を 得 て 実 施 し て

い ま す 。  

◇ 平 成 20 年度実績 ４８種類・４５団体・参加者延べ２０６人 

 

 

 

 心 豊 か で た く ま し い 子 ど も た ち を 社 会 全 体 で 育 む た め 、「 放 課 後 子

ど も プ ラ ン 」を 推 進 す る と と も に 、中 高 生 が 自 ら 考 え 提 案 す る 活 動 の

拠 点 づ く り を 支 援 し ま す 。  

ま た 、学 校 単 位 で 話 し 合 い 、まち づ く り へ の 参 加 の 意 義 を 学 ぶ と と

も に 、 次 世 代 を 担 う 人 材 の 育 成 に 努 め ま す 。  
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生 涯 学 習 フ ェ ス テ ィ バ ル （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

学 校 開 放 事 業 の 推 進 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

社 会 を 明 る く す る 運 動 （ 社 会 福 祉 グ ル ー プ ・ 市 民 サ ー ビ ス グ ル ー プ ）  

補 導 セ ン タ ー の 充 実 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

楽 し い 花 火 の 遊 び 方 の 啓 発 （ 消 防 本 部 ・ 市 民 サ ー ビ ス グ ル ー プ ）  

 

 

 児 童 の 健 全 育 成 の た め 、郷 土 芸 能 や よ さ こ い ソ ー ラ ン な ど の 団 体 の 活

動 紹 介 や も の づ く り 体 験 、 遊 び を 取 り 入 れ た フ ェ ス テ ィ バ ル を 隔 年 で 開

催します。 

 

 

 

 地 域 の ス ポ ー ツ 活 動 促 進 の た め 、市 内 の 小・中 学 校 の 体 育 館 を 解 放 し

ます。 

◇ 平 成 20 年 度 実 績  １０ 校 ・ ６ ６ 団 体  

 

 

 

青 少 年 の 非 行 防 止 と 更 生 保 護 を 街 頭 パ レ ー ド や 広 報 紙 な ど に よ り

啓 発 す る と と も に 、 青 少 年 の 非 行 防 止 の た め の 公 開 ケ ー ス 研 究 会 を 開 催

し ま す 。  

 

 

 

 関 係 機 関 や 団 体 、地 域 と 連 携 を 密 に し 、青 少 年 の 非 行 防 止 と 保 護 に 努

め ま す 。  

 

 

 

 夏 休 み 期 間 は 、花 火 な ど 屋 外 で 火 を 使 う こ と が 多 く な り 、特 に 花 火 に

よ る 事 故 が 多 く 発 生 し ま す の で 、 花 火 を 正 し く 使 い 、 楽 し く 遊 ぶ こ と を

啓発します。 
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保 育 所 世 代 間 ・ 異 年 齢 交 流 事 業 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

私 立 幼 稚 園 異 年 齢 ・ 世 代 間 交 流 事 業 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

小 学 校 世 代 間 交 流 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

ふ れ あ い 子 育 て サ ロ ン （ 社 会 福 祉 グ ル ー プ ） 再 掲  

 
（ ５ ） 世 代 間 ・ 異 年 齢 交 流  

 地 域 に お け る 子 育 て 家 庭 の 支 援 は 、 子 育 て 経 験 者 で あ る 地 域 の 高 齢

者 と の 世 代 間 交 流 や 、 子 育 て 相 談 及 び 各 種 の 子 育 て 支 援 の 提 供 の 場 と

し て 公 共 施 設 の 余 裕 空 間 の 活 用 を 図 る こ と に よ り 、効 果 的 に 進 め ま す 。 

 

 

 

 子 ど も や 子 育 て 家 族 に 良 い 影 響 を 与 え る と 言 わ れ て い る 世 代 間 交 流

事 業 を 行 い ま す 。  

◇ 平 成 20 年 度 世 代 間 交 流 事 業 実 績  ５ 保 育 所 ・ 参 加 延 べ 2,327 人 

◇      異 年 齢 交 流 事 業 実 績  １ 保 育 所 ・ 参 加 延 べ  166 人 

◇      地 域交流事業実績  １保育所・参加延べ 108 人 

 

 

 

 幼 稚 園 児 と 地 域 の お 年 寄 り や 児 童 等 と の 交 流 を 通 し て 、 ふ れ あ い や 思

いやりのある心を育みます。 

 

 

 

 異 年 齢 層 間 で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 活 性 化 さ せ る た め 、 異 世 代 間 の

交 流 の 場 と し て の 世 代 間 交 流 を 促 進 し ま す 。  

◇ 平 成 20 年 度 実 績  ８校 で 実 施  

 

 

 

 子 育 て 中 の 親 子 と 高 齢 者 が 、気 軽 に・楽 し く・自 由 に 集 い 、そ れ ぞ れ

の 興 味 や 関 心 に あ わ せ た 交 流 ・ 活 動 等 を 通 じ 、 仲 間 づ く り を 支 援 す る と

ともにその拡大に努めます。 
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母 親 と 児 童 の 健 康 管 理  

２．母性及び乳幼児等の健康の確保と増進 

健康増進計画  

 母 子 の 健 康 確 保 や 増 進 は 、本 計 画 に「 健 康 増 進 計 画 」を 組 み 入 れ て 、

保 健 、 医 療 、 福 祉 及 び 教 育 の 連 携 に よ る 支 援 を 推 進 し ま す 。  
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母 子 保 健 医 療 の 充 実 （ 健 康 推 進 グ ル ー プ ）  

 
（ １ ） 子 ど も と 親 の 健 康 の 確 保  

 妊 娠 期 か ら 乳 幼 児 期 を 通 じ た 母 子 の 健 康 の 確 保 と 、 親 の 育 児 不 安 を

乳 幼 児 健 康 診 査 の 場 を 活 用 し た 相 談 指 導 に よ り 解 消 を 図 る と と も に 、

子 ど も の 虐 待 の 発 生 予 防 と し て の 支 援 体 制 の 整 備 を 図 り ま す 。  

 

 

 

 

 医 療 機 関 の 協 力 を 得 な が ら 、周 産 期 医 療 サ ー ビ ス の 推

進 に 努 め る と と も に 、若 年 、高 年 出 産 な ど ハ イ リ ス ク 妊

婦 に 対 す る 支 援 体 制 の 充 実 に 努 め ま す 。  

 また 、妊 産 婦 に 対 す る 保 健 指 導 や 相 談 の 機 会 を 拡 大 し 、

産前産後の不安解消などの支援活動を充実します。 

 ※相談は、以下の事業の 中で行っています。 

 

  

母母 子子 健健 康康 手手 帳帳   

 健 康 デ ー タ を 記 録 し 、 お 母 さ ん と お 子 さ ん の 健 康 管 理 に 役 立 て る こ と

を 目 的 に 、 妊 娠 中 の 方 に 交 付 し ま す 。 ま た 、 安 心 し て 妊 娠 期 を 過 し 出 産

を迎えられるよう妊娠期アンケート を行い支援の継続に努めます。 

●母子健康手帳交付目標 

区 分  平 成 20 年 度 実 績  平 成 26 年 度 目 標  

交 付 者 数  ３ ７ ４ 人  妊 婦 全 員  

 

 

  

妊妊 産産 婦婦 訪訪 問問   

 訪 問 に よ る 保 健 指 導 を 行 い ま す 。  

● 妊 産 婦 訪 問 目 標  

区 分  平 成 20 年 度 実 績  平 成 26 年 度 目 標  

訪 問 数  ３ ２ ８ 人  妊 産 婦 全 員  

 

 

  

不不 妊妊 治治 療療 のの 普普 及及 啓啓 発発   

 不 妊 治 療 （ 対 外 受 精 ・ 顕 微 授 精 に 限 る ） を 受 け て い る 方 の 経 済 的 負 担

を軽減するなどを目的とした、北海 道が行う「特定不妊治療費助成事業 」

の普及啓発に努めます。 

 

 

 

 

妊 娠 と 出 産

の 安 全 性 の  

確 保  
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妊妊 婦婦 健健 康康 診診 査査   

 

 ● 一 般 健 康 診 査 目 標  

区 分  平 成 20 年 度 実 績  平 成 26 年 度 目 標  

交 付 数  ３ ７ ４ 人  妊 婦 全 員  

 

 ● 超 音 波 検 査 目 標  

区 分  平 成 20 年 度 実 績  平 成 26 年 度 目 標  

交 付 数  ３ ７ ４ 人  妊 婦 全 員  

 

 

 

すす ここ やや かか ママ タタ ニニ テテ ィィ 教教 室室   

 妊 婦 と 夫 を 対 象 に 年 ３ 回 、 １ 回 １ ５ 組 で ３ 日 間 、 沐 浴 、 お む つ 交 換 等

の 実 習 体 験 や 先 輩 マ マ と の 交 流 会 等 を 行 い ま す 。  

 ● す こやかマタニティ教室目標 

区 分  平 成 20 年 度 実 績  平 成 26 年 度 目 標  

妊 婦 の 参 加 者 数  １ １ ２ 人  妊 婦 全 員  
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 健 康 診 査 に つ い て は 、受 診 率 の 向 上 に 努 め る と と も に 、

子どもの発達や育児に不安・負担があるなど、必要なケース

に は 保 健 指 導 な ど 適 切 な 育 児 支 援 や 子 ど も の 虐 待 の

発生予防に努めます。 

 また 、子 育 て 支 援 セ ン タ ー や 保 育 所 、幼 稚 園 な ど と の

連 携 等 に よ り 課 題 を 抱 え る 個 々 の ケ ー ス に つ い て 支 援

強 化 に 努 め ま す 。  

 

 

乳乳 幼幼 児児 訪訪 問問   

 

 ● 新 生 児 ・ 乳 児 （ 低 体 重 児 ） 目 標  

区 分  平 成 20 年 度 実 績  平 成 26 年 度 目 標  

家 庭 訪 問 数  ３ ４ ０ 人  新 生 児 ・ 乳 児 全 員  

こ ん に ち は  

あ か ち ゃ ん 訪 問  
５ ９ 人  

生 後 ４ か 月 ま で の  

乳 児 全 員  

 ※赤ちゃん訪問は看護師 ・栄養士・保育士による訪問 

 

 ● 幼 児 （ １ 年 ６ か 月 ・ ３ 歳 児 健 診 事 後 ） 目 標  

区 分  平 成 20 年 度 実 績  平 成 26 年 度 目 標  

訪 問 数  ５ ６ 人  支 援 を 必 要 と す る 幼 児  

 

 

 

乳乳 幼幼 児児 相相 談談   

 フ ォ ロ ー 児 、 相 談 の あ る 乳 幼 児 全 員 を 対 象 に 、 月 １ 回 、 年 １ ２ 回 相 談

を行います。 

 ●乳幼児相談目標 

区 分  平 成 20 年 度 実 績  平 成 26 年 度 目 標  

相 談 数  ５ ６ 人  相 談 あ る 乳 幼 児 全 員  

 

 

 

４４ かか 月月 児児 健健 康康 診診 査査   

 ４ か 月 児 を 対 象 に 、月 １ 回 、年 １ ２ 回 、問 診 、診察 、計 測 、育 児 相 談 、

栄養相談を行います。 

 ● ４ か 月 児 健 康 診 査 目 標  

区 分  平 成 20 年 度 実 績  平 成 26 年 度 目 標  

健 康 診 査 数  ３ ２ ７ 人  ４ か 月 児 全 員  

 

 

 

母 子 保 健  

サ ー ビ ス  

の 充 実  
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１１ 歳歳 ６６ かか 月月 児児 健健 康康 診診 査査   

 １ 歳 ６ か 月 児 を 対 象 に 、 月 １ 回 、 年 １ ２ 回 、 問 診 、 診 察 、 計 測 、 歯 科

検診、育児・栄養・歯科相談、フッ 素塗布を行います。 

 ● １ 歳 ６ か 月 児 健 康 診 査 目 標  

区 分  平 成 20 年 度 実 績  平 成 26 年 度 目 標  

健 康 診 査 数  ３ ９ ７ 人  １ 歳 ６ か 月 児 全 員  

 

 

３３ 歳歳 児児 健健 康康 診診 査査   

 ３ 歳 児 を 対 象 に 、 月 １ 回 、 年 １ ２ 回 、 問 診 、 計 測 、 歯 科 検 診 、 診 察 、

尿 検 査 、 育 児 ・ 栄 養 ・ 歯 科 相 談 を 行 い ま す 。  

 ● ３ 歳 児 健 康 診 査 目 標   

区 分  平 成 20 年 度 実 績  平 成 26 年 度 目 標  

健 康 診 査 数  ３ ５ ０ 人  ３ 歳 児 全 員  

 

 

幼幼 児児 歯歯 科科 保保 健健 対対 策策   

  

 フ ッ 素 洗 口  

  保育 所 の ４ ・ ５ 歳 児 を 対象に、フッ素洗口を行います。 

 ●フッ素洗口目標 

区 分  平 成 20 年 度 実 績  平 成 26 年 度 目 標  

洗 口 数  ２ ０ ５ 人  保 育 所 通 所 児 全 員  

 

 フ ッ 素 塗 布  

  １ 歳 ６ か 月 児 健 康 診 査 受 診 者 を 対象に、半年毎、４歳までフッ素 

 塗布を行います。 

 ●フッ素塗布目標 

区 分  平 成 20 年 度 実 績  平 成 26 年 度 目 標  

塗 布 数  697 人  申 込 者 全 員  

 

 む し 歯 予 防 教 室  

  １歳 ～ １ 歳 ６ か 月 児 と そ の 保 護 者 を 対 象 に 、 １ 回 ２ ０ 人 、 年 ２ 回 、  

 歯科医師による健康教育 、 歯 科 検 診 等 を 行 い ま す 。  

 ◇平 成 20 年 度 実 績  参 加 者 数  ４ ４ 組  
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妊 産 婦 や 乳 幼 児 の 栄 養 指 導 ・ 栄 養 相 談 （ 健 康 推 進 グ ル ー プ ）  

お や つ 作 り 講 習 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

保 育 所 に お け る 食 育 の 推 進 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

家 族 で 食 べ よ う ！ お 父 さ ん の 料 理 教 室 （ 子 育 て グ ル ー プ ） 再 掲  

 
（ ２ ） 食 育 の 推 進  

 生 涯 に わ た る 健 康 づ く り の 基 本 と な る 食 の 大 切 さ を 広 め て い く 観 点

か ら 、 乳 幼 児 期 の 発 達 段 階 に 応 じ た 食 に 関 す る 情 報 等 の 提 供 を 行 い 、

こ こ ろ と 身 体 の 健 康 づ く り を 推 進 し ま す 。  

 

 

 

乳 幼 児 期 は 、 将 来 に わ た っ て 健 康 で い き い き と し た 生 活 を 送 る 基 本 と

しての「食を営む力」の基 礎を培う時期です。 

乳 幼 児 期 は 、 発 育 ・ 発 達 が 旺 盛 な 時 期 で あ り 、 個 人 差 も 大 き い こ と か

ら 、 保 育 所 と 家 庭 が 密 接 に 連 携 を と り な が ら 、 家 庭 の 状 況 、 子 ど も の 食

欲 、 食 べ ら れ る 量 、 食 べ 物 の 嗜 好 な ど 個 人 差 に 十 分 に 配 慮 し 、 一 人 一 人

の 発 育 ・ 発 達 に 応 じ た 食 育 を 進 め て い く 必 要 が あ り ま す 。 こ れ を 推 進 す

る た め 、 市 で は 「 保 育 所 食 育 計 画 」 を 策 定 し 、 家 庭 と 保 育 所 の 役 割 を 分

担 し 連 携 を 図 り な が ら 、 規 則 正 し い 生 活 リ ズ ム の 確 立 、 バ ラ ン ス の と れ

た食生活、望ましい食習慣の定着に 向けた食育の推進を図ります。 

  

 

 

乳乳 幼幼 児児 食食 育育 事事 業業   

 乳 幼 児 の い る 保 護 者 を 対 象 に 、１ 回 １ ５ 人 、年 ３ 回 、講 話 、栄 養 相 談 、

調 理 実 習 、 母 子 間 交 流 を 行 い ま す 。  

 ◇平 成 20 年 度 実 績  参 加 延 べ ２ ４ 人  

 

母母 子子 栄栄 養養 管管 理理   

 ８ か 月 児 を 対 象 に 、 毎 月 １ 回 、 年 １ ２ 回 、 育 児 相 談 、 離 乳 食 指 導 、 栄

養 相 談 、 遊 び の 紹 介 等 を 行 い ま す 。  

 ●母 子栄養管理目標 

区 分  平 成 20 年 度 実 績  平 成 26 年 度 目 標  

利 用 者 数  ３ １ ６ 人  ８ か 月 児 全 員  

 

 

 

 子 育 て 支 援 セ ン タ ー で は 、 栄 養 士 の 指 導 に よ り 、 お や つ 作 り を 楽 し み

ながら、お母さん同士の交流を深め る講習を開催します。 

 ◇平 成 20 年 度 実 績  参 加 延 べ ３ ６ 人  

 

 

い つ も 家 事 と 育 児 で 忙 し い お 母 さ ん の サ ポ ー ト や 親 子 同 士 の 交 流 を 図

る た め 、 お 父 さ ん を 対 象 に し た 料 理 教 室 と そ の 料 理 を 家 族 で 試 食 す る 事

業を行います。 
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思 春 期 の 心 と 体 の 問 題  

薬 物 乱 用 防 止 対 策 や 性 教 育 対 策 の 講 習 会 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ）  

 
（ ３ ） 思 春 期 保 健 対 策 の 充 実  

 １ ０ 代 の 性 に 関 す る 健 全 な 意 識 の 涵 養 と 、 性 や 性 感 染 症 予 防 に 関 す

る 正 し い 知 識 の 普 及 を 図 る と と も に 、 喫 煙 や 薬 物 に 関 す る 教 育 や 学 童

期 ・ 思 春 期 に お け る こ こ ろ の 問 題 に つ い て 、 学 校 教 育 や 関 係 機 関 と 連

携 を 密 に し 、 相 談 体 制 の 充 実 を 図 り ま す 。  

 

 

 

 

思思 春春 期期 のの 健健 康康 とと 性性 のの 問問 題題 （（ 健健 康康 推推 進進 ググ ルル ーー ププ ））   

 「 思 春 期 教 室 」 等 を 開 催 し 、 子 ど も た ち 自 身 が 生 命 と 性 に つ い て 知 識

を 得 て 、 自 ら を 大 切 に す る こ と を 学 習 す る 場 を 設 け 、 ま た 、 保 健 所 等 と

連 携 し て 、 正 し い 知 識 の 啓 発 、 普 及 に 努 め る と と も に 、 相 談 体 制 の 充 実

を図ります。 

 ま た 、 学 校 等 で 実 施 す る 性 教 室 に 関 す る 相 談 や 助 言 及 び 教 材 等 の 提 供

を行います。 

 

スス クク ーー ルル カカ ウウ ンン セセ ララ ーー のの 配配 置置 （（ 学学 校校 教教 育育 ググ ルル ーー ププ ））   

 小 ・ 中 学 校 に お け る い じ め や 不 登 校 な ど の 問 題 行 動 に 対 応 す る た め 、

臨 床 心 理 士 な ど の 専 門 家 を 学 校 に 拠 点 校 方 式 で 配 置 し 、 児 童 ・ 生 徒 へ の

カ ウ ン セ リ ン グ 体 制 の 充 実 を 図 り ま す 。  

◇ 平 成 20 年 度 実 績  配置 校 ： 西 陵 ・ 緑 陽 中 学 校  相 談 件 数  ２ ２ ６ 件  

 

心心 のの 教教 室室 相相 談談 員員 のの 配配 置置 （（ 学学 校校 教教 育育 ググ ルル ーー ププ ））   

 心 の 教 室 を 設 け る と と も に 相 談 員 を 配 置 し 、 生 徒 た ち の 不 安 や ス ト レ

ス な ど を 和 ら げ 、心 の ゆ と り を 持 て る よ う 、友 人 関 係 や 進 路 、親 子 関 係 、

登 校 拒 否などについての相談を行います。 

◇ 平 成 20 年度実績 配置校：登別中・幌別中・緑陽中・鷲別中 

          利用 生徒数 2,249 人・相談件数 ８９件 

 

心心 のの 健健 康康 相相 談談 （（ 室室 蘭蘭 保保 健健 所所 ））   

 室 蘭 保 健 所 は 、 市 と 連 携 し て 、 心 の 悩 み や 病 気 の 悩 み を お 持 ち の 方 、

ま た は ご 家 族 な ど の た め に 、精神 科 医 師 や 保 健 師 に よ る『心 の 健 康 相 談 』

を無料で行っています。 

 

 

 

 性 に 関 す る 健 全 な 意 識 の 涵 養 と 併 せ て 喫 煙 や 薬 物 等 に 関 す る 正 し い 知

識 の 普 及 を 図 る た め 、 専 門 的 な 講 師 を 呼 ん で 保 護 者 や 児 童 生 徒 等 に 講 習

会 を 実 施 し ま す 。  
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小 児 保 健 医 療 水 準 の 充 実 （ 健 康 推 進 グ ル ー プ ）  

予 防 接 種 推 進 の 取 り 組 み （ 健 康 推 進 グ ル ー プ ）  

小 児 救 急 医 療 電 話 相 談 の 普 及 啓 発 （ 健 康 推 進 グ ル ー プ ）  

児 童 生 徒 健 康 診 断 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ）  

新 入 学 児 童 健 康 診 断 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ）  

 
（ ４ ） 小 児 医 療 の 充 実  

 安 心 し て 子 ど も を 生 み 、 健 や か に 育 て る こ と が で き る よ う に 、 小 児

保 健 医 療 水 準 の 充 実 に 努 め 、 疾 病 や 障 が い の 早 期 発 見 、 対 応 を 図 り ま す 。  

 

 

 

 小 児 救 急 医 療 支 援 事 業 を 実 施 し 、 小 児 救 急 医 療 等 の 充 実 に 努 め る と と

もに、乳幼児健診における育児支援 の強化を図ります。 

 

 

 子 ど も を 持 つ 親 が 看 護 師 や 小 児 科 医 か ら 子 ど も の 症 状 に 応 じ た 適 切 な

ア ド バ イ ス を 受 け る こ と が で き る 、 北 海 道 が 行 う 「 小 児 救 急 医 療 電 話 相

談事業」の普及啓発に努めます。 

 

 

 予 防 接 種 に よ る 免 疫 効 果 や 安 全 性 等 の 情 報 を 提 供 す る と と も に 、 予 防

接種の推進に努めます。 

事業名 実施内容 

ＤＰＴ 

３種混合 

[個別] 生後３か月から９０か月 

ＤＴ 

２種混合 

[個別] １１歳以上１３歳未満 

麻しん 

風しん混合 

[個別] １期 生後１２か月から２４か月 

    ２期 小学校就学前の１年間 

    ３期 中学１年に属する年 

    ４期 高校３年に属する年 

ポリオ [集団] 生後３か月から９０か月 

ＢＣＧ [個別] 生後３か月から６か月未満 

 

 

 小 学 校 へ 入 学 す る 児 童 の 健 康 診 断 は 、 入 学 に あ た っ て の 健 康 指 導 や 入

学 後 の 保 健 指 導 な ど に 役 立 て る 大 切 な も の で 、 全 て の 新 入 学 児 童 を 対 象

に実施します。 

 

 

区分 対象児童生徒 

結核検診 小・中全員 

心臓検診・眼科検診・耳鼻科検診 小１・中１ 

ぎょう虫卵検査 幼稚園・小１～小３ 

尿検査・内科検診・歯科検診 小・中全員 
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健 康 増 進 計 画 の 策 定 と 推 進 （ 健 康 推 進 グ ル ー プ ）  

 
（ ５ ） 健 康 の 増 進  

 市 民 の 健 康 づ く り の た め 健 康 増 進 計 画 を 策 定 し 、 健 康 増 進 を 推 進 し

ま す 。  

 

 

 

 

 こ れ か ら の 、 長 寿 社 会 を 、 心 身 と も に 健 や か で 活 力 あ る 生 活 を 送 る こ

と が で き る よ う 、 健 康 的 な 生 活 習 慣 を 身 に 付 け 、 市 民 一 人 ひ と り が 主 体

的 に 健 康 づ く り に 取 り 組 む こ と に よ り 、 健 康 で 元 気 に 生 活 で き る 期 間 、

い わ ゆ る 「 健 康 寿 命 」 を 伸 ば す こ と を 目 指 す 「 健 康 増 進 計 画 」 を 推 進 し

ます。 

 

１ ． 栄 養 と 食 生 活 に つ い て  

２．身体活動と運動について 

３ ． 休 養 と メ ン タ ル ヘ ル ス に つ い て  

４．歯と口腔について 

５．たばこについて 

６．アルコールについて 

 

１ ． 糖 尿 病 の 予 防 に つ い て  

２．循環器系疾患の予防について 

３．がんの予防について 

 

  

 

 

１．乳・幼児期 

２．学齢期 

３．青年期 

４．壮年期 

５．中年期 

６．高齢期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 活 習 慣  

の 改 善  

生 活 習 慣 病

の 予 防  

年 代 別 に  

応 じ た 健 康

づ く り  
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子 育 て 講 演 会 （ フ ァ ミ リ ー サ ポ ー ト セ ン タ ー ）  

子 育 て 講 座 ― 親 子 で  あ ・ そ ・ ぼ ― （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

男 女 共 同 参 画 講 演 会 ・ 学 習 会 （ 市 民 サ ー ビ ス グ ル ー プ ）  

男 女 共 同 参 画 の 啓 発 （ 市 民 サ ー ビ ス グ ル ー プ ）  

３．子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備 

 

（ １ ） 次 代 の 親 の 育 成  

 男 女 が 協 働 し て 家 庭 を 築 き 、 子 ど も を 生 み 育 て る こ と の 喜 び や 意 義

に 関 す る 教 育 ・ 広 報 ・ 啓 発 に 努 め ま す 。  

 次 世 代 を 担 う 中 学 生 、 高 校 生 等 が 、 子 ど も を 生 み 育 て る こ と の 意 義

や 大 切 さ を 理 解 で き る よ う に 、 乳 幼 児 と ふ れ あ う 等 の 取 り 組 み を 進 め

ま す 。  

 

 

 

 最 近 の 社 会 問 題 か ら 、 子 ど も を 取 り 巻 く 環 境 と 大 人 と し て の 子 ど も へ

の接し方を考えます。 

 

 

 

 親子で遊ぶ楽しさを、子 育て支援センターで体験します。 

 

 

 

 女 性 と 男 性 が お 互 い の 人 権 を 尊 重 し 合 い 、 そ れ ぞ れ の 個 性 と 能 力 を 発

揮 し な が ら 、 共 に 支 え 合 う 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 を 目 指 し 、 講 演 会 や

学習会を開催します。 

 

 

 

 情 報 誌やパンフレット、ビデオ等 に よ る 啓 発 を 推 進 し ま す 。  
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確 か な 学 力 の 向 上 推 進 事 業 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ）  

特 色 あ る 学 校 づ く り 推 進 事 業 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ）  

登 別 市 青 少 年 表 彰 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

少 年 の 主 張 大 会 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

 
（ ２ ） 子 ど も の 生 き る 力 の 育 成 に 向 け た 学 校 の 教 育 環 境 等 の 整 備  

 次 世 代 の 担 い 手 で あ る 子 ど も が 、 個 性 豊 か に 生 き る 力 を 伸 長 す る こ

と が で き る よ う 、 学 校 の 教 育 環 境 等 の 整 備 に 努 め ま す 。  

 

 

 子 ど も が 社 会 の 変 化 の 中 で 主 体 的 に 生 き て い く こ と が で

き る よ う 、知識・技 能 は も と よ り 、学 ぶ 意 欲 、思 考 力 、表 現

力 、問 題 解 決 能 力 等 ま で 含 め た 確 か な 学 力 を 身 に 付 け る こ と

が で き る よ う 、子 ど も 一 人 一 人 に 応 じ た き め 細 か な 指 導 の 充

実 や 外 部 人 材 の 協 力 に よ る 学 校 の 活 性 化 等 の 取 り 組 み を 推

進します。 

 

 

 学 力 向 上 対 策 事 業：学習 状 況 の 実 態 を 把 握 す る た め 、小 中 学 校 に お い

て 標 準 学力検査を実施します。 

 

 

 豊 か な 心 を 育 む た め 、指 導 方 法 や 指 導 体 制 の 工 夫 改 善 等 を

進 め 、子 ど も の 心 に 響 く 道 徳 教 育 の 充 実 を 図 る と と も に 、地

域と学校との連携・協力による多様 な 体 験 活 動 を 推 進 し ま す 。 

 ま た 、い じ め 、少 年 非 行 等 の 問 題 行 動 や 不 登 校 に 対 応 す る

た め に 、専 門 的 な 相 談 体 制 の 強 化 、学 校 、家 庭 、地 域 及 び 関

係機関とのネットワークづ くりも推進します。 

 

 

 自 由 な 学 習 環 境 の 中 で 学 ぶ 総 合 学 習 や 、命 の 尊 さ や 自 然 に 親 し む 心 を

育 て る 小動物の飼育や学校菜園などを推進します。 

◇ 平 成 20 年 度 実 績  登別 温 泉 入 浴 体 験  小 学 校 ３ 年 生 を 対 象 に 実 施  

          総合 的 な 学 習 活 動  小・中の 3 年 生 を 対 象 に 実 施  

          生活 科実施校    小 学校１・２年生で実践 

 

 

 登 別 市 青 少 年 問 題 協 議 会 は 、毎 年 度 、郷 土 登 別 市 の 担 い 手 と し て の 豊

かな心と実践力を持ち、他の模範と な る 青 少 年 を 表 彰 し ま す 。  

 

 

 子 ど も た ち が 、日 常 生 活 の 体 験 や 、日 ご ろ 考 え て い る こ と を 広 く 訴 え

る大会を開催します。 

 

 

 

 

 

ア．確か

な学力の

向上 

イ．豊か

な心の育

成 
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通 学 合 宿 事 業 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

い じ め や 不 登 校 児 童 ・ 生 徒 へ の 支 援  

■ ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー の 配 置 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ） 再 掲  

■ 心 の 教 室 相 談 員 の 配 置 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ） 再 掲  

 

 

 子 ど も た ち が 親 元 を 離 れ て 共 同 生 活 を し な が ら 通 学 し 、自 主 性 や 協 調

性、適応能力など生きる力を身に付 ける事業を推進します。 

◇ 平 成 21 年度新規事業 

 

 

 

 い じ め や 不 登 校 が 年 々 増 加 し て い る 状 況 か ら 、予 防・早 期 発 見・早 期

体 策 に 努 め ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小・中 学校におけるいじめや不登 校 な ど の 問 題 行 動 に 対 応 す る た め 、

臨 床 心 理 士 な ど の 専 門 家 を 学 校 に 拠 点 校 方 式 で 配 置 し 、児童・生 徒 へ

の カ ウンセリング体制の充実を図ります。 

 

 

 

 心 の 教 室 を 設 け る と と も に 相 談 員 を 配 置 し 、生 徒 た ち の 不 安 や ス ト

レ ス な ど を 和 ら げ 、心 の ゆ と り を 持 て る よ う 、友 人 関 係 や 進 路 、親 子

関 係 、 登 校 拒 否 な ど に つ い て の 相 談 を 行 い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

小学校・中学校 

ス ク ー ル  

カ ウ ン セ  

ラ ー  

心 の 教 室  

相 談 員  

教育委員会 

教 育 ・

い じ め

 相 談

保 護 者

懇 談 会

ふ れ あ い  

サ ポ ー ト  

懇 談 会  

小学校・中学校 

い じ め

学 習 資 料

広 報 誌  

関係機関との連絡・対策連携 

生 徒 指 導  

担 当 者  

連 絡 会 議  

不 登 校 ・  

い じ め 等  

対 策 会 議  

こ こ ろ の

健 康 相 談
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■ 教 育 相 談 ・ い じ め 相 談 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ）  

■ 保 護 者 懇 談 会 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ）  

■ ふ れ あ い サ ポ ー ト 懇 談 会 ・ 地 区 別 懇 談 会 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ）  

■ 生 徒 指 導 担 当 者 連 絡 会 議 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ）  

■ 不 登 校 ・ い じ め 等 対 策 会 議 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ）  

■ 不 登 校 ・ い じ め 等 対 策 教 職 員 研 修 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ）  

■ ス タ デ ィ 広 場 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ）  

 

 

 専門相談員を 2 人配置し 、電話や来室による相談を受けます。 

◇ 平 成 20 年 度 実 績  相談 件 数  １ ９ 件  

 

 

 

 不 登 校 児 童・生 徒 を か か え る 保 護 者 と の 懇 談 会 を 開 催 し て 不 登 校 対

策に努めます。 

◇ 平 成 20 年 度 実 績  毎月 第 2 火曜 日 

 

 

 

 教 職員（幼稚園、小・中 学校）を対象とした不登校・いじめ等対策

の た めの研修会を行い、教職員の資 質の向上に努めます。 

◇平成 20 年度実績 懇談会 年 2 回開催・地区別 年２回開催 

 

 

 

 生 徒 指 導 担 当 者 （ 部 長 ） 連 絡 会 議 を 開 催 し ま す 。  

◇ 平 成 20 年 度 実 績  小中 高 合 同     年 １回 

          小中 及び中高合同 年２回 

 

 

 

 適 応 指 導 教 室 等 の 機 能 と し て 、不 登 校 児 童 生 徒 の 復 帰 支 援 を 行 い ま

す。 

◇ 平 成 20 年 度 実 績  毎週 火 ・ 水 曜 日 開 設  

 

 

 

 校 長 会 や 教 頭 会 の 代 表 、小・中 学 校 教 諭 、教 育 委 員 会（補 導 セ ン タ

ー 含 む ）な ど ３ ０ 人 構 成 に よ る 、不 登 校・い じ め 等 の 対 策 を 推 進 す る

た め の 会 議 を 開 催 し ま す 。  

◇平成２０年度実績 年 2 回開催 

 

 

 

 教職員（小・中 学校）を対象とし た 、不 登 校・いじ め 等 対 策 の た め

の 研 修会を行い、教職員の資質の向上に努めます。 

◇ 平 成 20 年 度 実 績  年 2 回 
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■ 心 の 健 康 相 談 （ 室 蘭 保 健 所 ） 再 掲  

■ い じ め 学 習 資 料 の 配 布 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ）  

■ 広 報 誌 の 発 行 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ）  

 

 

 室蘭保健所は、市と連携して、心 の 悩 み や 病 気 の 悩 み を お 持 ち の 方 、

ま た は ご 家 族 な ど の た め に 、精神 科 医 師 や 保 健 師 に よ る『心 の 健 康 相

談』を無料で行っています。 

 

 

 

 「 い じ め 学 習 資 料 」を 、小 学 ５ 年 生 、中 学 １ 年 生 全 員 に 配 布 し ま す 。  

◇ 平 成 20 年 度 実 績  年１ 回 

 

 

 

 広 報 誌「 手 を つ な ぐ 親 と 子 」を 発 行 し 、幼 稚 園 児 や 小・中 学 校 生 の

いる家庭に配布します。 

◇ 平 成 20 年 度 実 績  年３ 回 発 行  
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子 ど も 会 活 動 へ の 支 援 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ） 再 掲  

ス ポ ー ツ 振 興 事 業 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ） 再 掲  

ス ポ ー ツ 少 年 団 等 へ の 支 援 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ） 再 掲  

 

 子 ど も の 体 力 が 低 下 傾 向 に あ り 、生 活 習 慣 の 乱 れ や 肥 満 の

増 加 等 の 現 代 的 課 題 が 指 摘 さ れ て い る 現 状 を 踏 ま え 、子 ど も

が 生 涯 に わ た っ て 積 極 的 に ス ポ ー ツ に 親 し む 習 慣 、意 欲 及 び

能 力 を 育 成 す る た め 、優 れ た 指 導 者 の 育 成 及 び 確 保 、指導 方

法 の 工 夫 及 び 改 善 等 を 進 め 、体 育 の 授 業 を 充 実 さ せ る と と も

に 、子 ど も が 自 主 的 に 様 々 な ス ポ ー ツ に 親 し む こ と が で き る  

運動部活動についても、外部指導者 の 活 用 や 地 域 と の 連 携 の 推 進 等 に よ

り改善し、また、充実させる等、学校 に お け る ス ポ ー ツ 環 境 の 充 実 を 図

り ま す 。  

 ま た 、 子 ど も に 生 涯 に わ た る 心 身 の 健 康 の 保 持 増 進 に 必 要 な 知 識 や 適

切な生活習慣等を身に付けさせるた めの健康教育を推進します。 

 

 

 

登 別 市 子 ど も 会 育 成 連 絡 協 議 会 が 開 催 す る 「 こ い の ぼ り マ ラ ソ ン

大 会 」 や 「 か る た 大 会 」 を 支 援 し ま す 。  

 

 

 

 小 中 学 生 を 対 象 と し た ス ポ ー ツ 教 室 や ス ポ ー ツ 講 習 会 、ス ポ ー ツ 大 会

を 開 催 し ま す 。 （ 少 年 ス キ ー 教 室 、 少 年 野 球 教 室 、 少 年 サ ッ カ ー 教 室 、

少年テニス教室など） 

 

 

 

 ス ポ ー ツ 少 年 団 本 部 に 助 成 す る こ と に よ り 、 加 盟 団 体 の 育 成 を 図 り 、

剣道・サッカー・野球・柔道などの 少年団の活動を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．健や

かな体の

育成 
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開 か れ た 学 校 づ く り の 推 進 事 業 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ）  

幼 児 教 育 等 に 関 す る 情 報 提 供 等 の 促 進 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

学 校 給 食 指 導 事 業 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

私 立 幼 稚 園 教 育 の 支 援 事 業 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

幼 児 教 育 の 振 興 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

 

 学 校 評 議 員 制 度 の 活 用 等 に よ り 、地 域 及 び 家 庭 と 学 校 と の

連 携・協 力 を 図 る こ と や 、地 域 の 実 情 に 応 じ た 通 学 区 域 の 弾

力的運用等、地域に根ざした特色あ る 学 校 づ く り を 進 め ま す 。 

 ま た 、 指 導 力 不 足 教 員 に 対 し て 厳 格 に 対 応 す る と と も に 、

教 員 一 人 一 人 の 能 力 や 実 績 等 を 適 正 に 評 価 し 、 そ れ を 配 置 、 

処遇、研修等に適切に結び付けます。 

 さ ら に 、 子 ど も に 安 全 で 豊 か な 学 校 環 境 を 提 供 す る た め に 、 学 校 施 設

の 整 備 を 適 切 に 行 う と と も に 、 児 童 生 徒 が 安 心 し て 教 育 を 受 け る こ と が

で き る よ う 、 各 学 校 が 、 家 庭 や 地 域 の 関 係 機 関 ・ 関 係 団 体 と も 連 携 し な

がら、安全管理に関する取 り組みを進めます。 

 

 

 学 校 が 地 域 住 民 の 信 頼 に 応 え 、家 庭 や 地 域 が 連 携 協 力 し て 教 育 活 動 を

展 開 す る た め に 、 学 校 を 開 か れ た も の と し 、 学 校 の 経 営 責 任 を 明 確 に し

ま す 。 こ の た め に も 、 学 校 評 議 員 の 配 置 や 学 校 区 の 弾 力 的 な 運 用 を 進 め

ます。 

 

 

 幼 児 教 育 の 充 実 の た め 、幼 児 期 の 成 長 の 様 子 や 大 人 の 関 わ

り 方 に つ い て 保 護 者 や 地 域 住 民 等 の 理 解 を 深 め る た め の 、幼

児 教 育 に つ い て の 情 報 提 供 を 進 め ま す 。  

 ま た 、幼 稚 園 に お け る 教 育 か ら 小 学 校 に お け る 教 育 へ 円 滑

に移行できるよう、幼稚園と小学校 との連絡を図ります。 

 

 

 各 幼 稚 園 で 、保 護 者 等 か ら 日 頃 の 幼 児 教 育 に 関 す る 不 安 や 悩 み な ど の

相 談 に 対 し 、 相 談 や 情 報 提 供 を 速 や か に 受 け 入 れ で き る よ う な 体 制 づ く

りの促進を図ります。 

 

 

 各 保 育 所・幼稚 園 に 入 所・入 園 し て い る ５ 歳 児 を 対 象 に 、学 校 給 食 の

指導を実施し、スムーズに小学校生活が過ごせるような体験を推進します。 

◇ 平 成 20 年 度 実 績  １月 ～ ２ 月 （ １ ０ 日 間 ）・ 対 象 児 童 ２ ５ ４ 人  

 

 

 私 立 幼 稚 園 に 通 園 す る 園 児 の 保 護 者 の 保 育 料 負 担 の 軽 減 や 教 育 内 容

な ど の 充 実 を 図 る た め 支 援 し ま す 。  

 

 

 ０ 歳 か ら の 教 育 を 適 切 に 推 進 す る た め 、時 代 に ふ さ わ し い 幼 児 教 育 の

振 興 を 図 り ま す 。  

 

 

エ．信頼
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家 庭 教 育 学 級 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

 
（ ３ ） 家 庭 や 地 域 の 教 育 力 の 向 上  

 子 ど も を 地 域 社 会 全 体 で 育 て る た め 、学 校 、家 庭 及 び 地 域 が 連 携 し 、

家 庭 や 地 域 に お け る 教 育 力 が 総 合 的 に 高 ま る よ う に 勤 め ま す 。  

 

 

 家 庭 教 育 は 、す べ て の 教 育 の 出 発 点 で あ り 、基 本 的 倫 理 観

や 社 会 的 な マ ナ ー 、自制 心 、自 立 心 等 を 育 成 す る 上 で 重 要 な

役割を果たすものである。育児不安 や 児 童 虐 待 の 背 景 と し て 、

近 年 の 都 市 化 、核 家 族 化 、少 子 化 、地 域 に お け る 地 縁 的 な つ

な が り の 希 薄 化 等 に 伴 う 家 族 の 教 育 力 の 低 下 が 指 摘 さ れ て

い る こ と を 踏 ま え 、公民 館 等 の 社 会 教 育 施 設 を 始 め 、乳 幼 児  

健 診 や 就学児健診等の多くの親が集まるあら ゆ る 機 会 を 活 用 し 、子 ど も

の 発 達 段 階 に 応 じ た 家 庭 教 育 に 関 す る 学習機会や情報の提供を行います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家 庭 で の 教 育 力 向 上 の た め 、 幼 稚 園 児 や 小 学 生 を も つ 親 が 自 主 企 画 し

て行う、子育て等に関する学習会な ど を 支 援 し ま す 。  

◇ 平 成 20 年 度 実 績  １２ 学 級 （ 幼 稚 園 ４ ・ 小 学 校 ８ ）・ 年 47 回 開 催  

          参加 延べ 1,417 人 
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家 庭 教 育  

ラ イ ブ ラ  

リ ー  
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家 庭 教 育 学 級 作 品 展 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

家 庭 教 育 講 演 会 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

家 庭 教 育 手 帳 の 配 布 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ） 再 掲  

家 庭 教 育 啓 発 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ） 再 掲  

 

 

 親 同 士 の 連 帯 や 家 庭 の 教 育 力 向 上 の た め 幼 稚 園 や 小 学 校 に 開 設 さ れ

て い る 家 庭 教 育 学 級 で 製 作 し た 作 品 等 を 展 示 し 、 各 学 級 の 活 動 状 況 を

紹介します。 

● 家 庭 教 育 学 級 作 品 展 目 標  

区 分  平 成 20 年 度 実 績  平 成 26 年 度 目 標  

展 示 学 級 数  ８ 学 級  １ ２ 学 級  

 

 

 

 親 の あ り 方 や 子 育 て の あ り 方 等 に ついての学習機会を提供します。 

●家庭教育講演会目標 

区 分  平 成 20 年 度 実 績  平 成 26 年 度 目 標  

参 加 数  ３ ４ 人  １ ０ ０ 人  

 

 

 

 家 庭 に お け る 子 育 て 情 報 「 家 庭 教 育 手 帳 」 の CD-ROM 化を 図 り 、 手

軽に情報が得られ、活用できるよう 子育て家庭の支援を行います。 

（ 乳 幼 児 編 ・ 小 学 生 編 ・ 小 学 生 ～ 中 学 生 編 ）  

 

 

 

 家 庭 教 育 の あ り 方 に つ い て の 親 や 市 民 に 啓 発 を 行 う た め 、広 報 紙「 明

日を開く窓」を発行します。 
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豊 か な 体 験 活 動 の 推 進 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

ネ イ チ ャ ー セ ン タ ー 自 然 体 験 事 業 （ ネ イ チ ャ ー セ ン タ ー ） 再 掲  

文 化 伝 承 館 体 験 学 習 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

学 校 支 援 地 域 本 部 事 業 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

 

 子どもが、自 分 で 課 題 を 見 つ け 、自ら学び主体的に判断し 、

行動し、よりよく問題を解決する力 や 、他 人 を 思 い や る 心 や

感 動 す る 心 等 の 豊 か な 人 間 性 、た く ま し く 生 き る た め の 健 康

や 体 力 を 備 え た 生 き る 力 を 、学校 、家 庭 及 び 地 域 が 相 互 に 連

携 し つ つ 社 会 全 体 で 育 ん で い く た め の 取 り 組 み を 、地 域 住 民

や 関 係 機 関 等 の 協 力 に よ っ て 、豊 か な 自 然 環 境 等 な ど の 教 育  

資 源 を 活 用 し 推 進 し ま す 。  

 

 

地 域 の 団 体 と 連 携 協 力 し 、 子 ど も や 保 護 者 に 遊 び や ス ポ ー ツ 、 文 化

活 動 、 自 然 体 験 、 社 会 体 験 、 地 域 活 動 （ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 ） な ど 豊 か な

体験活動を展開します。 

 各 中 学 校 区 子 ど も 交 流 プ ラ ザ へ の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 取 り 入 れ 、 ボ ラ

ン テ ィ ア 活 動 の 機 会 提 供 と そ の 充 実 を 図 り ま す 。  

◇ 平 成 20 年 度 実 績  ６地 区 ・ 参 加 延 べ 2,825 人 

 

 

 

 子 ど も た ち の 豊 か な 心 や 生 き る 力 を 育 む た め 、ネ イ チ ャ ー セ ン タ ー に

お け る 事 業 （ 自 然 教 室 、 幼 児 向 け 自 然 教 室 、 大 人 向 け 自 然 体 験 、 ふ ぉ れ

すと鉱山冬まつり等）を推進します。 

 

 

 

 「 親 子 こ い の ぼ り 作 り 体 験 」「 さ さ 舟 づ く り 」「 夏 休 み 冬 休 み 工 作 教 室 」

な ど バ ラ エ テ ィ に と ん だ 体 験 を し ま す 。  

● 文 化 伝 承 館 体 験 学 習 目 標  

区 分  平 成 20 年 度 実 績  平 成 26 年 度 目 標  

開 催 数  １ ９ 事 業  ２ ０ 事 業  

 

 

 

 地 域 の ボ ラ ン テ ィ ア で 学 校 を 支 え る 仕 組 み づ く り を 構 築 す る た め 、

地 域 の 教 育 力 の 向 上 や 絆 を 強 め る 活 動 を 学 校 支 援 地 域 本 部 を 設 置 し 推 進

し ま す 。  

◇平 成 22 年度新規事業 

 

 

 

 

 

 

 

イ．地域

の教育力

向上 
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有 害 図 書 立 ち 入 り 調 査 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

児 童 の 巡 回 指 導 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

 
（ ４ ） 子 ど も を 取 り 巻 く 有 害 環 境 対 策 の 推 進  

 子どもに対する悪影響が懸念される有害図書の氾濫や子どもの万引き

に つ い て 、関 係 機 関・団 体 や Ｐ Ｔ Ａ 等 の 地 域 住 民 と 連 携・協 力 を し て 、

防 止 対 策 や 啓 発 等 を 進 め ま す 。  

 

 

 

 

非 行 な ど 問 題 行 動 の 誘 引 と な る 有 害 図 書 に つ い て 実 態 把 握 と 業 者 等 の

自 主 的 措 置 を 促 す た め 立 ち 入 り 調 査 を 行 い ま す 。  

◇ 平 成 20 年 度 実 績  年１ 回 

 

 

 

万 引 き 等 に 関 す る 調 査 や 大 型 店 舗 等 に お け る 児 童 へ の 巡 回 指 導 を 実 施

し 、 情 報 と 現 場 の 実 態 を 把 握 す る と と も に 分 析 ・ 検 証 し 児 童 の 健 全 な 環

境の維持に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



64 
 

４．子育てを支援するための生活環境の整備 

 

（ １ ） 良 質 な 公 営 住 宅 の 確 保  

 安 心 し て 子 育 て で き る 公 営 住 宅 の 整 備 に 努 め ま す 。  

 

 

公営住宅の建設、建替え時において、子育て家庭や高齢者

な ど の 入 居 者 が 安 心 し て 生 活 で き る 良 質 な 住 宅 の 供 給 を

図ります。 

 

 

 

 

 

（ ２ ） 安 全 な 道 路 交 通 環 境 や 生 活 環 境 の 整 備  

 子 育 て 家 庭 や す べ て の 市 民 が 安 全 で 快 適 に 使 用 で き る 道 路 や 生 活

環 境 の 整 備 に 努 め ま す 。  

 

 

 子 育 て 家 族 や 高 齢 者 な ど す べ て の 市 民 が 、安 全 で 快 適 に

生 活 で き る よ う 、幅 の 広 い 歩 道 な ど を 含 め た 道 路 交 通 環 境

の整備に努めます。 

ま た 、 交 差 点 や 急 カ ー ブ な ど の 交 通 安 全 対 策 の た め 、

幹 線 道 路 等 に 照 明 灯 を 設 置 し ま す 。  

 

 

 危 険 箇 所 の 点 検 、交 通 安 全 施 設 や 水 路 に お け る 安 全 防 護

施 設 の 整 備 や 遊 泳 禁 止 場 所 で の 指 導 を 行 い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

良質な住

宅の確保

幅幅 広広 いい 歩歩

道道 やや 照照 明明

灯灯 のの 整整 備備

危危 険険 防防 止止
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（ ３ ） 安 心 し て 外 出 で き る 環 境 の 整 備  

 子 育 て 家 族 や す べ て の 市 民 が 安 心 し て 外 出 で き る ま ち づ く り を 進 め 、

公 共 施 設 の バ リ ア フ リ ー 化 や バ リ ア フ リ ー 情 報 提 供 に 努 め ま す 。  

 

 

公 共 施 設 は 、 子 育 て 家 族 や 高 齢 者 な ど す べ て の 市 民 が

利 用 し や す い 環 境 づ く り に 努 め ると と も に 、 段 差 の 解 消 や

自 動 ド ア の 設 置 な ど バ リ ア フ リ ー 化 を 進 め ま す 。  

 

 

 

 

児 童 館 や 公 園 の 整 備 を 図 る と と も に 、 子 ど も が 身 近 な

ところで、のびのび遊ぶことができる場所の確保や、子ども

に 豊 か な 自 然 環 境 を 与 え 、 子 ど も 自 身 が 遊 び を 見 つ け て 、

遊 び を 創 り だ せ る よ う な 環 境 を 整 備 し ま す 。  

 

 

 

 公共施設等において、ベビ ー ベ ッ ド 、オ ム ツ の 交 換 場 所

な ど 、子 育 て 世 帯 が 安 心 し て 利 用 で き る 設 備 の 整 備 に 努 め

ます。 

 

 

 

 

 子 育 て 世 帯 や 高 齢 者 世 帯 等 へ 、公 共 施 設 の バ リ ア フ リ ー

等に関する情報の提供を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共施設

のバリア

フリー化

子どもに

配慮した

環境整備

子育てに

配慮した

環境整備

バリアフ

リー情報

の提供 
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（ ４ ） 安 全 ・ 安 心 ま ち づ く り の 推 進 等  

 防犯に関する活動の充実や、地域における町内会等が設置する防犯灯

の 整 備 促 進 な ど 、 防 犯 防 止 の ま ち づ く り に 努 め ま す 。  

 

 

 「犯罪や事故・災害のない、明るく住みよい地域社 会

の 実 現 」を 目 指 し て 、室 蘭 登 別 防 犯 協 会 連 合 会 や 登 別 市

暴 力 追 放 運 動 推 進 団 体 連 絡 協 議 会 と 関 係 団 体 が 連 携

し な が ら 街 頭 犯 罪 等 の 防 止 や 少 年 非 行 防 止 な ど を 推 進

し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社 会 を 明 る く す る 運 動 に よ り 、 青 少 年 の 非 行 防 止 と

更 生 保 護 を 街 頭 パ レ ー ド や 広 報 紙 な ど に よ り 啓 発 す る

とともに、青 少年の非行防 止 の た め の 公 開 ケ ー ス 研 究 会

を開催します。 

 

 

 各 中 学 校 区 で 子 ど も の 健 全 育 成 を 目 的 に 活 動 す る 関

係団体を支援します。 

 

 

 

 

 補 導 セ ン タ ー で は 、関 係 機 関 や 団 体 、地 域 と 連 携 を 密

に し 、 青 少 年 の 非 行 防 止 と 保 護 に 努 め ま す 。  

 

 

 

 

 町 内 会 な ど が 地 域 の 安 全 を 確 保 す る た め に 設 置・改 修

す る 防 犯 灯 に つ い て 支 援 を し ま す 。  

◇平成 20 年度実績 新規設置１３町内会 ３３基 

          補修   ３８ 町内会１１９基 

 

 

防犯活動

の推進 

社会を明

るくする

運動 

中学校区

健全育成

関係団体

補導セン

ター活動

防 犯 連 携  

登 別 市  教 育  

委 員 会  

町 内 会 老 人  

ク ラ ブ

警 察 署 郵 便 局  金 融  

機 関  

防犯灯の

設置推進
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仕 事 と 生 活 の 調 和 の 実 現 の た め の 働 き 方 の 見 直 し（ 子 育 て・商 工 労 政 グ ル ー プ ）

フ ァ ミ リ ー サ ポ ー ト セ ン タ ー 事 業 （ 子 育 て グ ル ー プ ） 再 掲  

男 女 の 働 き 方 に 関 す る 調 査 （ 商 工 労 政 グ ル ー プ ） 再 掲  

家 族 で 食 べ よ う ！ お 父 さ ん の 料 理 教 室 （ 子 育 て グ ル ー プ ） 再 掲  

５．職業生活と家庭生活との両立の推進 

 

（ １ ） 多 様 な 働 き 方 の 実 現 及 び 男 性 を 含 め た 働 き 方 の 見 直 し 等  

 男 女 が 協 働 し て 仕 事 と 子 育 て の 両 立 が で き る た め に は 、 男 女 の 働 き

方 に 関 す る 意 識 改 善 や 子 育 て し や す い 職 場 環 境 を 図 る 必 要 が あ る こ と

か ら 、 市 民 や 事 業 主 に 対 し て 広 報 ・ 啓 発 、 情 報 提 供 に 努 め ま す 。  

 

 

 

将 来 に わ た っ て 多 様 性 に 富 ん だ 活 力 あ る 社 会 を 創 造 し て い く た め に は 、

男 女 が と も に 、 仕 事 、 家 庭 生 活 、 地 域 生 活 な ど 様 々 な 活 動 に つ い て 、 自

ら 希 望 す る バ ラ ン ス で 展 開 で き る 、仕 事 と 生 活 の 調 和（ ワ ー ク・ラ イ フ ・

バランス）の推進が重要と考えます。 

国 は 、平 成 19 年 に「 仕 事 と 生 活 の 調 和（ ワ ー ク・ラ イ フ・バ ラ ン ス ）

憲 章 」 及 び 「 仕 事 と 生 活 調 和 推 進 の た め の 行 動 指 針 」 を 策 定 し 、 少 子 化

対 策 や 仕 事 と 子 育 て 等 の 両 立 を 国 、 地 方 そ し て 企 業 等 が 連 動 し 取 り 組 む

こ と と したことから、こ れ ら を 地 域 社 会 全 体 の 運 動 と し て 推 進 す る た め 、

ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の 具 体 的 な 取 り 組 み 方 法 等 に つ い て 、 普 及 ・

啓 発 を 図 り ま す 。  

 

 

（ ２ ） 仕 事 と 子 育 て の 両 立 の 推 進  

保育サービス、放課後児童クラブ事業及びファミリーサポートセンター

事 業 の 充 実 を 図 り 、 仕 事 と 子 育 て の 両 立 支 援 の た め の 体 制 の 整 備 、

関 係 法 制 度 等 の 広 報 ・ 啓 発 、 情 報 提 供 等 を 推 進 し ま す 。  

 

 

 

 男 性 と 女 性 が 仕 事 と 子 育 て を 両 立 で き る 環 境 づ く り を 目 的 に 、 子 育 て

の 援 助 を 受 け た い 人 （ 依 頼 会 員 ） と 援 助 を し た い 人 （ 提 供 会 員 ） の 双 方

が 会 員 と な り 、 依 頼 会 員 が 残 業 や 急 用 な ど の と き 、 提 供 会 員 の 自 宅 で の

子どもの預かりや送迎などを行い子 育て支援の充実を図ります。 

 

 

労 働 基 本 調 査 の 一 項 目 と し て 、 男 女 共 同 参 画 社 会 に 関 す る ア ン ケ ー ト

調 査 を 行 い 実 態 の 把 握 に 努 め て い ま す 。  

◇隔年で実施 

 

 

い つ も 家 事 と 育 児 で 忙 し い お 母 さ ん の サ ポ ー ト や 親 子 同 士 の 交 流 を 図

る た め 、 お 父 さ ん を 対 象 に し た 料 理 教 室 と そ の 料 理 を 家 族 で 試 食 す る 事

業を行います。 
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幼 児 の 交 通 安 全 教 育 （ 市 民 サ ー ビ ス グ ル ー プ ・ 子 育 て グ ル ー プ ）  

小 学 校 の 交 通 安 全 教 育 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ・ 市 民 サ ー ビ ス グ ル ー プ ）  

中 学 校 の 交 通 安 全 教 育 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ・ 市 民 サ ー ビ ス グ ル ー プ ）  

高 等 学 校 の 交 通 安 全 教 育（ 学 校 教 育 グ ル ー プ・市 民 サ ー ビ ス グ ル ー プ ） 

６．子ども等の安全確保 

 

（ １ ） 子 ど も の 交 通 安 全 を 確 保 す る た め の 活 動 の 推 進  

子 ど も を 交 通 事 故 か ら 守 る た め 、 年 齢 に 適 し た 交 通 安 全 教 育 を 、

民 間 団 体 等 と 連 携 し て 推 進 し ま す 。  

 

 

ア   交 通 安 全 教 育 の 推 進  

 子 ど も 及 び 子 育 て を 行 う 親 等 を 対 象 と し た 参 加 ・ 体 験 ・ 実 践 型

の 交 通 安 全 教 育 を 、 段 階 的 か つ 体 系 的 に 行 う と と も に 、 地 域 の 実

情 に 即 し た 交 通 安 全 教 育 を 推 進 し ま す 。  

 

 

幼 児 の 交 通 安 全 教 育 は 、 交 通 安 全 ル ー ル の 理 解 と 安 全 に 行 動 で き る

習慣と態度を身に付けるこ とを目標とします。 

◇ 平 成 20 年 度 実 績  こ ぐ ま ク ラ ブ 交 通 安 全 教 室 を 開 催 ・ 参 加 延 べ 900 人  

 

 

 

小 学 校 の 交 通 安 全 教 育 は 、家 庭 、学 校 を 通 じ て 、歩 行 者 と し て の 安 全 、

自転車の安全運転、身近な交通規制 を重点的に指導します。 

◇平成 20 年度実績 

 女 性 指 導 員 に よ る 交 通 指 導        ４月～１０月 

 新 入 学児童に対する交通安全啓発     参 加 延 べ ６ ０ 名 ・ ４ 月 上 旬  

 新 入 学 児 童 を 交 通 事 故 か ら 守 る 街 頭 啓 発  参加延べ５００名・４月上旬 

 シ ル バ ー 交 通 安 全 指 導 員 に よ る 啓 発    参加延べ４６８名・４月上旬 

 

 

 

中学校の交通安全教育は、自転車の安全な利用、自動車の特性に応じた

安全な行動、交通事故の防止と安全 な生活について指導を行います。 

◇ 平 成 20 年 度 実 績  緑陽 ・ 西 陵 中 学 校 で 実 施  参 加 延 べ ６ ６ ３ 人  

 

 

 

高 等 学 校 の 交 通 安 全 教 育 は 、 自 転 車 の 安 全 運 転 と 車 両 と し て の ル ー ル

尊守、二輪車・自動車の特性に対応した交通事故の防止について交通社会

に 生 き る 一 員 と し て 必 要 な マ ナ ー を 身 に 付 け ら れ る よ う 、 交 通 安 全 指 導

を行います。 
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交 通 安 全 教 育 広 報 活 動 の 推 進 （ 市 民 サ ー ビ ス グ ル ー プ ）  

主 要 通 学 路 等 に お け る 交 通 安 全 指 導 （ 市 民 サ ー ビ ス グ ル ー プ ）  

社 会 を 明 る く す る 運 動 （ 市 民 サ ー ビ ス グ ル ー プ ） 再 掲  

シ ー ト ベ ル ト・チ ャ イ ル ド シ ー ト 着 用 の 推 進（ 市 民 サ ー ビ ス グ ル ー プ ）

 

 

 交通 安全教育に関する広報活動を行います。 

 

 

 主 要 通 学 路 等 に お け る 交 通 安 全 指 導員の立哨指導を行います。 

 

 

 ７ 月 は 、青 少 年 の 非 行 防 止 と 罪 を 犯 し た 人 た ち の 更 生 と 理 解 を 深 め る

『 社 会 を 明 る く す る 運 動 』の 強 調 月 間 で す 。毎 年 関 係 機 関 の 協 力 に よ り 、

交通安全啓発とともに、街頭啓発パ レードを行います。 

 

イ   チ ャ イ ル ド シ ー ト の 正 し い 使 用 の 徹 底  

 チ ャ イ ル ド シ ー ト の 正 し い 使 用 の 徹 底 を 図 る た め 、 チ ャ イ ル ド

シ ー ト の 使 用 効 果 及 び 正 し い 使 用 方 法 に つ い て 普 及 啓 発 活 動 を 

積極的に行います。 

 

 

自 動 車 乗 車 中 に お け る 死 亡 事 故 に お い て 、 シ ー ト ベ ル ト を 着 用 し て

い な か っ た 事 故 死 亡 者 は ６ 割 を 超 え 、 そ の 内 ３ 割 は シ ー ト ベ ル ト を 着 用

し て い れ ば 助 か っ た と い う 結 果 が 出 さ れ て い ま す 。 こ の こ と か ら 、

シ ー ト ベ ル ト の 着 用 、 チ ャ イ ル ド シ ー ト の 後 部 座 席 設 置 に よ る 着 用 の

意味について、あらゆる機会を通じ て啓発を行います。 
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子 ど も を 守 る 緊 急 地 域 連 絡 会 議 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ）  

子 ど も １ １ ０ 番 ス タ デ ィ ち ゃ ん の 家 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

児 童 の 安 全 の 確 保 （ 社 会 教 育 グ ル ー プ ）  

 
（ ２ ） 子 ど も を 犯 罪 等 の 被 害 か ら 守 る た め の 活 動 の 推 進  

子 ど も が 犯 罪 等 の 被 害 に 遭 わ な い よ う 、 関 係 機 関 や 地 域 住 民 等 と

連 携 し て 防 犯 に 努 め ま す 。  

 

 

教 育 委 員 会 や 警 察 署 な ど 関 係 団 体 が 連 携 し な が ら

子どもが犯罪等の被害を受けないよ う 、防 犯 巡 回 や 緊 急

保護などの対策を推進します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子 ど も を 守 る 緊 急 地 域 連 絡 会 議 は 、 市 内 に お け る 児 童 ・ 生 徒 を 対 象

と し た 不 審 者 の 行 動 が 頻 発 し て い る こ とから、子どもが安心して学び・

遊 べ る 安 全 な 環 境 づ く り を 地 域 で 取 り 組 み 、 学 校 、 家 庭 、 地 域 が 連 携 を

密 に し 、子ども達を事件、事故から守るため の 緊 急 対 策 を 実 施 し ま す 。  

 

 

子どもが犯罪等に遭ったときの緊急避難場所「子ども１１０番スタディ

ち ゃ ん の 家 」 設 置 を 地 域 住 民 等 と 連 携 し て 推 進 す る と と も に 、 設 置 箇 所

の拡充を図ります。 

●「 子 ども 110 番スタディちゃんの家」設置目標 

区 分  平 成 20 年 度 実 績  平 成 26 年 度 目 標  

設 置 数  ５ ２ ９ か 所  ６ ０ ０ か 所  

 

 

学校や地域のボランティア・保護者等が協力して、登下校時等の見守りや

巡 回 等 を行い、児童の安全を確保します。 

 

犯罪から

子どもを

守る活動

犯 罪 か ら 子 ど も を 守 る 連 携  

登 別 市  

警 察 署  

教 育  

委 員 会  

学 校  

PTA 

健 全 育

成 団 体

子 ど も

110 番

民 生 児  

童 委 員  

町 内 会

保 護 司

連 携 内 容  

情 報  

提 供  

情 報  

交 換  

防 犯  

巡 回  

防 犯  

講 習  

緊 急  

保 護  
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ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー の 配 置 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ） 再 掲  

心 の 教 室 相 談 員 の 配 置 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ） 再 掲  

教 育 相 談 ・ い じ め 相 談 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ） 再 掲  

不 登 校 ・ い じ め 等 対 策 会 議 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ） 再 掲  

不 登 校 ・ い じ め 等 対 策 教 職 員 研 修 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ） 再 掲  

要 保 護 児 童 対 策 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

 

（ ３ ） 被 害 に 遭 っ た 子 ど も の 保 護 の 推 進  

犯罪、いじめ、児童虐待等により被害を受けた少年の精神的ダメージ

を 軽 減 し 、立 ち 直 り を 支 援 す る た め 、子 ど も に 対 す る カ ウ ン セ リ ン グ 、

保 護 者 に 対 す る 助 言 等 学 校 等 の 関 係 機 関 と 連 携 し た き め 細 か な 支 援 を

行 い ま す 。  

 

 

 

 小 ・ 中 学 校 に お け る い じ め や 不 登 校 な ど の 問 題 行 動 に 対 応 す る た め 、

臨 床 心 理 士 な ど の 専 門 家 を 学 校 に 拠 点 校 方 式 で 配 置 し 、 児 童 ・ 生 徒 へ の

カ ウ ン セ リ ン グ 体 制 の 充 実 を 図 り ま す 。  

 

 

 

 心 の 教 室 を 設 け る と と も に 相 談 員 を 配 置 し 、 生 徒 た ち の 不 安 や ス ト レ

ス な ど を 和 ら げ 、心 の ゆ と り を 持 て る よ う 、友 人 関 係 や 進 路 、親 子 関 係 、

登校 拒 否などについての相談を行います。 

 

 

 

 専門相談員を 2 人配置し 、電話や来室による相談を受けます。 

 

 

 

 校 長 会 や 教 頭 会 の 代 表 、小・中 学 校 教 諭 、教 育 委 員 会（補 導 セ ン タ ー

含 む ） な ど 30 人 構 成 に よ る 、 不 登 校 ・ い じ め 等 の 対 策 を 推 進 す る た め

の会議を開催します。 

◇ 平 成 20 年 度 実 績  年 2 回 

 

 

 教 職 員 （ 小 ・ 中 学 校 ） を 対 象 と し た 不 登 校 ・ い じ め 等 対 策 の た め の 研

修会を行い、教職員の資質 の向上に努めます。 

 

 

 

 潜 在 化 す る 児 童 の 虐 待 や 家 庭 環 境 の 環 境 に よ る 子 ど も へ の 被 害 は 、 重

大 な 権 利 侵 害 で あ り 、 そ の 防 止 に 向 け て 地 域 社 会 全 体 で 取 り 組 む た め 、

要 保 護 児 童 対 策 地 域 協 議 会 を 設 置 し 、 地 域 の 主 任 児 童 委 員 や 家 庭 相 談 員

及 び 児 童 相 談 所 、 警 察 等 の 関 係 機 関 と 連 携 し て 、 未 然 防 止 ま た 、 再 発 防

止 等 に 努 め ま す 。  
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要 保 護 児 童 対 策 地 域 協 議 会 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

子 ど も 虐 待 防 止 マ ニ ュ ア ル （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

７．要保護児童への対応などきめ細かな取り組みの推進 

 

（ １ ） 児 童 虐 待 等 の 防 止 対 策 の 充 実  

児童虐待による深刻な被害や、いじめ・不登校等が社会問題となっており、

こ れ ら の 一 つ の 要 因 と し て 、 低 迷 す る 経 済 情 勢 に 伴 う 就 労 環 境 の 悪 化

が 家 庭 環 境 を い っ そ う 複 雑 化 し 、 子 ど も た ち へ の 深 刻 な 被 害 に つ な が

っ て い ま す 。 こ の こ と か ら 、 行 政 の み な ら ず 医 療 ・ 保 健 ・ 教 育 、 児 童

相 談 所 ・ 警 察 等 の 関 係 機 関 を 含 め た 地 域 全 体 で 虐 待 等 の 未 然 防 止 に

取 り 組 む と と も に 、 子 ど も を 守 る 支 援 体 制 の 強 化 を 図 り ま す 。  

 

 

 

 

児 童 虐 待 等 の 情 報 提 供 に 基 づ き 、 要 保 護 児 童 対 策 地 域 協 議 会 の 関 係

す る 事 務 担 当 者 会 議 を 開 催 し 、 虐 待 等 の 未 然 防 止 や 早 期 発 見 ・

早 期 対 応 ・ 再 発 防 止 等 の た め の 対 応 を 行 い ま す 。  

◇ 平 成 20 年度開催件数 7 回・発生（対応）件数 １６件 

 

 

 

 児 童 の 虐 待 等 を 地 域 全 体 で 支 え 取 り 組 む 必 要 が あ る こ と か ら 、 虐 待

防止マニュアルを関係機関等に配布し児童虐待との未然防止・早期発見・

早期対応・再発防止に努めます。 

 

 

 

（ ２ ） ひ と り 親 家 庭 等 の 自 立 支 援 の 推 進  

ひ と り 親 家 庭 等 の 児 童 の 健 全 な 育 成 を 図 る た め に は 、 該 当 世 帯 へ の

自 立 ・ 就 業 の 支 援 に 主 眼 を 置 き 、 子 育 て や 生 活 ・ 就 業 等 の 支 援 策 、

養 育 費 等 の 経 済 的 支 援 策 等 に つ い て 、 総 合 的 な 対 策 を 推 進 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひ と り 親 家 庭 等 へ の 自 立 支 援  

相 談  経 済 支 援 就 労 支 援 助  産 一 時 養 育

養 育 等  
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家 庭 相 談 員 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

母 子 自 立 支 援 員 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

児 童 扶 養 ・ 特 別 児 童 扶 養 手 当 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

自 立 支 援 教 育 訓 練 給 付 事 業 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

高 等 技 能 訓 練 促 進 給 付 事 業 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

入 院 助 産 事 業 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

子 ど も シ ョ ー ト ス テ ィ 事 業 （ 子 育 て グ ル ー プ ） 再 掲  

 

 

 家 庭 に お け る 適 切 な 児 童 養 育 そ の 他 家 庭 児 童 福 祉 の 向 上 を 図 る た め 、

子 ど も の 問 題 で 困 っ た り 、 悩 ん で い る 人 に 対 し 、 相 談 に 応 じ 必 要 な 助 言

指 導 を 行 い ま す 。  

 

 

 

 ひ と り 親 家 庭 等 に 対 し 、生 活 等 の 相 談 に 応 じ 、経 済 ・教育 な ど 諸 問 題

の解決を支援するとともに、その自 立に必要な指導を行います。 

 

 

 

「 児 童 扶 養 手 当 法 」 及 び 「 特 別 扶 養 手 当 等 の 支 給 に 関 す る 法 律 」 に

基 づ く 手 当 を 支 給 し ま す 。  

 

 

 

 母 子 家 庭 の 母 の 職 業 能 力 開 発 を 促 進 す る た め 「 指 導 講 座 」 を 受 講 し 、

資 格 等 の 取 得 を 行 う 者 に 対 し て 、 教 育 訓 練 終 了 後 、 自 立 支 援 教 育 訓 練

給付金を支給します。 

 

 

 

 母 子 家 庭 の 母 が 経 済 的 自 立 に 向 け 、資格 を 取 得 す る た め の 養 成 期 間 で

修業の期間中の生活の安定のため、高等技能訓練促進給付金を支給します。 

 

 

 

保 健 上 必 要 が あ る に も か か わ ら ず 、 経 済 的 な 理 由 に よ り 入 院 助 産 を

受 け る こ と が で き な い 妊 産 婦 を 入 院 さ せ 助 産 を 受 け る こ と に よ り 、 児 童

福祉の向上を図ります。 

 

 

 

病 気 な ど に よ り 児 童 の 養 育 が 一 時 的 に 困 難 に な っ た 家 庭 の 児 童 を 一 定

の期間、児童養護施設で養育します。 
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障 が い の あ る 児 童 へ の 支 援  

■ 小 児 医 療 の 充 実 （ 健 康 推 進 グ ル ー プ ）  

■ 育 成 医 療 （ 室 蘭 保 健 所 ）  

■ 障 が い 児 保 育 （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

■ 新 入 学 児 童 健 康 診 断 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ） 再 掲  

■ 特 別 支 援 教 育 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ）  

 

（ ３ ） 障 が い 児 施 策 の 充 実  

 障 が い の 原 因 と な る 疾 病 や 事 故 の 予 防 及 び 早 期 発 見 ・ 治 療 の 推 進 、

障 が い 児 の 健 全 な 発 達 支 援 や 子 育 て 家 庭 に 対 す る 育 児 相 談 、 学 習 及 び

療 育 に つ い て の 特 別 ニ ー ズ へ の 適 切 な 支 援 を 行 い 、 保 育 所 や 放 課 後

児童健全育成事業における障がい児の受け入れを推進し、各種の子育て

支 援 事 業 と の 連 携 を 図 り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 安 心 し て 子 ど も を 生 み 、健 や か に 育 て る こ と が で き る よ う に 、小 児

保健医療水準の充実に努め、疾病や障がいの早期発見、対応を図ります。 

 

 

 児 童 の 身 体 障 が い の 除 去 ま た は 軽 減 に よ り 、生 活 能 力 を 得 る た め に

必 要 な 医 療 を 給 付 し ま す 。  

 

 

 ３ 歳 以 上 で 就 学 前 の 心 身 に 障 が い を 持 つ 児 童 や 発 育・発 達 に 心 配 の

ある集団保育が可能で日々通所でき る 児 童 を 受 け 入 れ る と と も に 、関

係機関と連携し児童の健全な成長・ 発 達 を 促 し ま す 。  

 

 

 小 学 校 へ 入 学 す る 児 童 の 健 康 診 断 は 、入 学 に あ た っ て の 健 康 指 導 や

入 学 後 の 保 健 指 導 な ど に 役 立 て る 大 切 な も の で 、全 て の 新 入 学 児 童 を

対象に実施します。 

 

 

障 が い の あ る 児 童 生 徒 に 対 し 、 一 人 ひ と り の 障 が い の 種 類 ・ 程 度

などに応じ、特別な配慮の下に、適切な教育を行う必要があることから、

特殊支援学級の配置や介助員などの 導入の推進を図ります。 

◇平成 20 年度実績 

 特殊支援学級 小学校８校・１８ 学級：中学校５校・１０学級 

 

障 が い 児 支 援  

医 療  保 育  教 育  の ぞ み 園

開 放 事 業

児 童 デ イ  

サ ー ビ ス  
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通 所 授 産 事 業 （ 障 害 福 祉 グ ル ー プ ）  

障 が い 者 福 祉 計 画 の 策 定 （ 障 害 福 祉 グ ル ー プ ）  

バ リ ア フ リ ー 情 報 の 提 供 （ 社 会 福 祉 グ ル ー プ ）  

■ 言 語 治 療 教 室 運 営 事 業 （ 学 校 教 育 グ ル ー プ ）  

■ 児 童 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー の ぞ み 園 開 放 事 業 （ の ぞ み 園 ） 再 掲  

■ 児 童 デ イ サ ー ビ ス 事 業 （ の ぞ み 園 ）  

 

 

 こ とばの障がいがある子どもたち に 必 要 な 教 育 を 行 い ま す 。  

 

 

 心 身 障 が い 児 の 居 場 所 づ く り と し て 、児 童 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー の

ぞ み 園 を 土 曜 日 ・ 日 曜 日 ・ 祝 祭 日 に 開 放 し ま す 。  

 

 

 心 身 に 障 が い の あ る 児 童 の 障 が い を 軽 減 さ せ る た め の 医 療・訓 練 ・

療育等の充実を図ります。  

 

 

学 齢 を 超 え た 者 で 就 職 困 難 な 心 身 障 が い 者 に 、 通 所 に よ る 作 業 及 び

生活の訓練を行い、社会人としての 自 立 を 図 り ま す 。  

 

 

 

 市 で は 、障 が い 者（ 児 ）の 自 立 と 社 会 参 加 を 進 め る た め 、平 成 １ ８ 年

度 か ら 平 成 ２ ４ 年 度 ま で の 計 画 を 策 定 し 、 障 が い 者 （ 児 ） へ の 支 援 と と

も に 、 支 援 施 策 の 充 実 を 図 り ま す 。  

 

 

 

障 が い の あ る 方 な ど が 外 出 す る と き に 役 立 つ バ リ ア フ リ ー 情 報 の 提 供

の充実に努めます。 
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子 ど も の 権 利 の 啓 発 （ 子 育 て グ ル ー プ ・ 学 校 教 育 グ ル ー プ ）  

子 ど も の 権 利 の パ ン フ レ ッ ト （ 子 育 て グ ル ー プ ）  

高 校 生 の た め の 企 業 見 学 会 （ 商 工 労 政 グ ル ー プ ）  

高 校 生 イ ン タ ー ン シ ッ プ 事 業 （ 商 工 労 政 グ ル ー プ ）  

 

（ ４ ） 子 ど も の 権 利  

 子 ど も の 権 利 を 尊 重 す る 社 会 を 形 成 し て い く た め 、 子 ど も の 権 利 の

普 及 ・ 啓 発 を 図 り ま す 。  

 

 

 

５ 月 ５ 日 か ら １ １ 日 の 『 児 童 福 祉 週 間 』 に 子 ど も の 権 利 に つ い て 広 報

の ぼ り べつなどで啓発します。 

 

 

 子 ど も の 権 利 に つ い て 、 パ ン フ レ ッ ト 等 に よ り 啓 発 し ま す 。  

 

 

 

（ ５ ） 雇 用 対 策  

次 代 を 担 う 若 者 の 経 済 基 盤 の 安 定 確 保 の た め 、 未 就 職 者 の 就 職 を

促 進 し ま す 。  

 

 

 

室 蘭 市 ・ 登 別 市 ・ 伊 達 市 の ３ 市 共 同 で 高 校 生 の た め の 企 業 見 学 会 を

開 催 し 、職業意識の向上や企業選択の参考と す る た め 実 施 し て い ま す 。  

◇ 平 成 20 年 度 実 績  就職 支 援 講 座  

          企 業 見 学 ・ ミ ニ 就 労 体 験  12 企 業 ・ 参 加 延 べ 89 人  

          ビジ ネスマナー講座 

 

 

 

 地 元 企 業 で の 就 業 体 験 を 通 じ 、就 職 や 職 業 選 択 の 参 考 に す る と と も に 、

就 労 等 に 関 す る 理 解 を 深 め 、 若 者 の 地 元 定 着 と 求 人 求 職 の 周 知 を 図 り ま

す。 

◇ 平 成 20 年 度 実 績  ９月 か ら １ １ 月 上 旬  参 加 者 ３ ３ 人  
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次 世 代 育 成 支 援 行 動 計 画 の 後 期 計 画 に お い て は 、 国 の 策 定 指 針 に 示 さ れ た

参 酌 す べ き 標 準 を 踏 ま え 、 以 下 の サ ー ビ ス に つ い て 目 標 事 業 量 を 定 め る こ と

と さ れ て い ま す 。 目 標 事 業 量 の 設 定 に あ た っ て は 、 ニ ー ズ 調 査 や こ れ ま で の

利 用 実 績 等に基づき算出し、目標年次である 平 成 26 年 度 ま で に 達 成 さ れ る

べき目標事業量として設定しました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 目標事業量の設定 

 

市 の 人 口 は 、52,572 人（ 平 成 21 年 3 月末 ）で 、前 期 計

画 策 定 年 の 平 成 16 年 度 と 比 較 す る と 、1,351 人（-2.5％）

の 減 少 と な っ て い ま す 。 人 口 減 少 に 伴 う 児 童 人 口 （ 18 歳

未満）も同様で、後期計画の目標年でもある平成 26 年度末

の 児 童 数 の 推 計 で は 、 6,900 人 で 平 成 16 年 度 末 と 比 較

すると-15.8％（-1,291 人）と予想されています。 

◆児 童 人 口 の 推 移 等 

区 分 平成 16 年度 平成 21 年度 平成 26 年度 

総 人 口 53,923 人 52,224 人 50,081 人

0 歳～ 5 歳 2,491 人 2,240 人 2,041 人

6 歳～11 歳 2,735 人 2,559 人 2,375 人

12 歳～17 歳 2,965 人 2,807 人 2,484 人

計 8,191 人 7,606 人 6,900 人

児 

童 

人

口 

児童人口の割合 15.2％ 14.6％ 13.8％

※ 平 成 16 年 度（ 前 期 計 画 策 定 年 ）は、3 月 末 現 在 、21 年・26 年 度 は

年 度 末 の 推 計 値 。  

児 童 人 口 ： 児 童 福 祉 法 が 定 義 す る 18 歳 に 満 た な い 者  

 児 童 人 口 の 割 合 ： 児 童 人 口 数 ／ 市 の 総 人 口  

 

◆ 0 歳 ～ 5 歳 の 推 計 人 口  

区  分  0 歳  1 歳  2 歳  3 歳  4 歳  5 歳  合 計  

平 成 16 年 度  356 人 454 人 402 人 458 人 394 人 427 人 2,491 人

平 成 21 年 度  355 人 349 人 376 人 409 人 367 人 384 人 2,240 人

平 成 26 年 度  303 人 318 人 339 人 349 人 358 人 374 人 2,041 人

 

１１ ．．   

児児 童童 人人 口口

のの 推推 計計   
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事   業   名  目標単位 
平成 21 年度

状       況

平成 26 年度

目 標 事 業 量

0～2 歳 児 180 人 180 人 
通常保育事業 

3～5 歳 児

人

数 360 人 360 人 

延長保育事業 実施か所数 5 か所 5 か所 

休日保育事業 実施か所数 1 か所 1 か所 

病児・病 後児保育事業 か所数 ― 1 か所 

一時保育 1 か所 2 か所（ 注 1）一時預かり事業 

（一時保育） 特 定 保 育  

か

所

数 1 か所 2 か所（ 注 2）

児童数 190 人 240 人 放 課 後 児 童 健 全 育 成

事業  か所数 6 か所 8 か所 

地 域 子 育 て 支 援 拠 点 事 業  

(ひ ろ ば 型 ・ セ ン タ ー 型 ) 
か所数 2 か所 

4 か所 

(ひ ろ ば 型 1)

フ ァ ミ リ ー サ ポ ー ト

セ ン タ ー 事 業  
か所数 1 か所 1 か所 

ショートステイ事業 か所数 
1 か所 

(市外へ委託)

1 か所 

(市外へ委託)

※ 平 成 21 年 度 状 況 に つ い て は 、 同 年 4 月 1 日 現 在  

※注 1・注 2 の一時預かり事業の「一時保育」及び「特定保育」については、

同一保育所で実施。 

※注 3 の地域子育て支援拠点事業 に つ い て は 、 ４ か 所 中 、 「 ひ ろ ば 型 」

として 1 か所を掲載。 

２２ ．．   

目目 標標 事事 業業

量量 一一 覧覧   
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●ニーズ調査の実施概要 

（１）調査目的 

本調査は、子育て支援に関する市民 の 生 活 実 態 や 要 望 ・

意見等を把握し、次世代育成支援の 後 期 行 動 計 画 （ 平 成

22～26 年度）を策定するための基礎資料を得ることを目的

とし実施しました。 

 

（ ２ ） 調 査 の 対 象 及 び 客 体  

市内の就学前児童（０～５歳：896 世帯）及び就学児童（小学１～６年生：

930 世帯 ）の い る 世 帯 を 対 象 と し て １ ,８ ２ ６ 世 帯 を 客 体 と し ま し た 。 

 

（ ３ ） 調 査 の 事 項  

就学前児童用調査票：児童及び世帯の状況、父母の就労状況、就労希望、

児童の保育の状況及び利用希望等 

就 学 児 童 用 調 査 票：児童 及 び 世 帯 の 状 況 、父 母 の 就 労 状 況 、就 労 希

望 、 放 課 後 児 童 ク ラ ブ の 利 用 状 況 及 び 利 用 希 望 等  

 

（４）調査票 

   調 査 票 は 、 次 の ２ 種 類 。  

 

 

 

 

 

 

（５）実施時期 

平成２１年６月１日～同年６月１５日まで 

 

（ ６ ） 回 収 の 状 況  

① 就 学 前 児 童  配 布 数 896 人  回 収 数 751 人  回 収 率 83.8％ 

②就学児童  配 布数 930 人 回 収数 710 人 回 収率 76.3％ 

 調  査  対 象 調 査 票 

１ 就学前児童調査 就学前児童用ニーズ調査 

２ 就学児童調査（小学校） 就学児童用ニーズ調査票 

３３ ．．   

ニニ ーー ズズ 調調

査査 のの 実実 施施   
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１．市の推進体制 

 

 

 

 

２．国・北海道との連携 

 

 

 

３．地域の組織や企業などとの連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6 章 計画の推進体制 

 

計 画 の 推 進 に あ た っ て は 、 市 民 と 町 内 関 係 部 局 が 一 体 と な っ た

「 登 別 市 次 世 代 育 成 支 援 推 進 協 議 会 」 を 設 置 し 、 広 く 市 民 の ご 意 見 を

伺いながら進めます。 

 次世代育成に関する施策は、国や 北海道と連携を図り推進します。 

 

 子 育 て 支 援 に 関 す る 施 策 は 、 行 政 は も と よ り 、 市 民 、 ボ ラ ン テ ィ ア 、

関係団体、企業など、地域が一体となった取り組みをする必要があります。

 こ の た め 、 市 民 の ニ ー ズ や 意 向 を 的 確 に 把 握 す る と と も に 、 社 会 経 済

情 勢 や 緊 急 度 、 優 先 度 を 考 慮 し 、 十 分 な 連 携 と 協 力 の 基 に 施 策 の 推 進 に

努めます。 
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昭和60 平2 平7 平12 平15 平17 平20

（世帯員数）（世帯数）
世帯数と世帯員数

世帯数 世帯員数

《登別市における統計》 

 

 

（単位：％） 

構成比グラフと区分 昭 60 平 2 平 7 平 12 平 15 平 17 平 20

 
65 歳以上 9.8 13.1 16.1 20.3 22.3 24.7 26.6

 

 

 

 

 

15～64 歳 69.1 69.6 69.2 66.4 66.4 63.4 61.4

 

 

0～14 歳 21.2 17.3 14.7 13.3 13.3 12.3 12.0

※昭和 60 年（1985 年）～平成 17 年（2005 年）：国勢調査 

 平成 15 年・20 年：住民基本台帳（10 月 1 日現在） 
 

 

 

 

区分 昭和 60 平 2 平 7 平 12 平 15 平 17 平 20 

世 帯 数 19,268 19,539 21,259 21,641 24,517 21,511 24,889 

世帯員数 3.0 28 2.7 2.5 2.2 2.5 2.1 

※昭和 60 年（1985 年）～平成 17 年（2005 年）：国勢調査 

 平成 15 年・20 年：住民基本台帳（10 月 1 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．年齢区分による児童構成比 

２．世帯数と１世帯当たり人数 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

昭60 平7 平15 平20



82 
 

 

 

 ■平成 21 年 6 月現在：住民基本登録台帳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■平成 16 年３月末現在：国勢調査資料 

 人口ピラミッドは、人口構成をわ

かりやすく表現したグラフで、過去

と現在の計上を比較することにより、

少子化や高齢化の進行状況を認識す

ることができます。 

 前期行動計画策定年（平成１６年

度）の子どもの数を平成 21 年（５

月末）と比較しても減少しており、

高齢者の数は増加しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．年齢区分による児童等構成比 
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（単位：人） 

区分 昭和 60 平 2 平 7 平 12 平 15 平 17 平 20 

0 歳 565 435 502 435 443 379 342 

1 歳 631 486 506 429 400 385 365 

2 歳 665 500 501 450 440 446 411 

3 歳 638 516 466 455 399 401 371 

4 歳 670 531 471 455 433 451 380 

5 歳 754 542 489 473 444 396 456 

6 歳 784 617 525 476 433 413 404 

7 歳 857 643 547 485 450 442 436 

8 歳 821 629 541 478 450 445 418 

9 歳 942 648 584 456 473 447 417 

合計 7,327 5,547 5,132 4,592 4,365 4,205 4,000 

※昭和 60 年（1985 年）～平成 17 年（2005 年）：国勢調査 

 平成 15 年・20 年：住民基本台帳（10 月 1 日現在） 

 
 

 

（単位：人） 

施設名 建設年度 開設年日 建物面積 所在地 施設定員

登 別 保 育 所 平成17 平成17 年7 月 932.0 ㎡ 登別本町2 丁目25 番地9 60 

幌 別 東 保 育 所 昭和 54 昭和 55 年 4 月 835.9 ㎡ 幌別町 8 丁目 17 番地 120 

富 士 保 育 所 昭和 50 昭和 51 年 4 月 686.3 ㎡ 富士町 7 丁目 2 番地 1 120 

栄 町 保 育 所 昭和 53 昭和 54 年 4 月 800.2 ㎡ 栄町 2 丁目6 番地 1 120 

鷲 別 保 育 所 昭和 48 昭和 49 年 4 月 643.9 ㎡ 鷲別町 4 丁目 36 番地 18 120 

計  540 

※資料：子育てグループ（平成 20 年 3 月現在） 

 

 

 

 

 

 

 

４．子どもの人口動態（年度） 

５．保育所の概況 
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（単位：人） 

入所児童数 
施設名 

平成13 平成14 平成15 平成16 平成17 平成18 平成19 平成20

登 別 保 育 所 21 20 20 22 51 69 68 52 

幌 別 東 保 育 所 103 84 85 98 91 95 90 88 

富 士 保 育 所 103 103 102 117 110 114 106 105 

栄 町 保 育 所 89 100 93 107 107 101 100 103 

鷲 別 保 育 所 94 99 103 108 112 112 115 109 

計 434 424 416 465 471 491 479 457 

※資料：子育てグループ（各年 4 月 1 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人） 

区分 平成 15 平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 平成 20 

広域入所委託 市外の保育所 11 11 3 2 4 5 

幌別東保育所  1     

富 士 保 育 所 1  1    

栄 町 保 育 所 3  1    

鷲 別 保 育 所  2 1  3 2 

広域入所受託 

小計 4 3 3  3 2 

計 15 14 6 2 7 7 

※資料：子育てグループ（各年 4 月 1 日） 

 

 

0

100

200

300

400

500

600

700

0

100

200

300

400

500

600

700

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

（児童数）（定員） 入所定員と入所児童数の推移

定員 児童数



85 
 

（単位：人） 

事業所内保育児童数 
施設名 

平成16 平成17 平成18 平成19 平成20 

登別厚生年金病院 10 8 12 14 19 

三愛病院 12 19 21 14 11 

登別中央病院 8 5 3 4 6 

恵愛病院 9 8 6 7 5 

室蘭ヤクルト販売 8 12 14 11 8 

計 47 52 56 50 49 

※資料：子育てグループ（各年 4 月 1 日・20 年度については 5 月１日現在） 

 
 

 

（単位：人） 

施設名 建設年度 開設年日 建物面積 所在地 

登 別 児 童 館 昭和52 昭和52 年12 月 200.12 ㎡ 登別東町4 丁目19 番地２ 

富 浦 児 童 館 昭和50 昭和51 年3 月 203.50 ㎡ 富浦町1 丁目52 番地1 

幌 別 児 童 館 昭和 49 昭和 49 年 4 月 233.22 ㎡ 幌別町 4 丁目 10 番地 3 

富 士 児 童 館 昭和 49 昭和 50 年 3 月 200.88 ㎡ 富士町 1 丁目 1 番地 4 

常 盤 児 童 館 昭和 53 昭和 54 年 3 月 180.43 ㎡ 常盤町 2 丁目 34 番地 1 

富 浜 児 童 館 昭和 44 昭和 44 年 11 月 203.55 ㎡ 栄町 2 丁目 18 番地 4 

鷲 別 児 童 館 昭和 52 昭和 56 年 12 月 193.59 ㎡ 鷲別町 1 丁目 36 番地 

美園児童 センタ ー 昭和 56 昭和 56 年 12 月 299.85 ㎡ 美園町 5 丁目 36 番地 

若草つどいセンター 平成 3 平成 4 年 4 月 577.29 ㎡ 若草町 4 丁目 21 番地 1 

登 別 温 泉 児 童 室 平成 18 平成 19 年 4 月 95.04 ㎡ 登別温泉町 17 番地 

青 葉 児 童 館 平成 21 平成 21 年 10 月 170.1 ㎡ 青葉町 3 番地 3 

※資料：子育てグループ（平成 21 年１０月現在）。 

若草つどいセンター・登別温泉児童室は、児童館機能を持った施設。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．児童館の概況 
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（単位：人） 

施設名 設置年度 定員 所在地 

常盤放課後児童クラブ 平成16 概ね30 人 常盤町2 丁目34 番地1 常盤児童館内 

富岸放課後児童クラブ 平成11 概ね30 人 富岸町2 丁目23 番地15 富岸青少年会館内 

若草放課後児童クラブ 平成 16 概ね 30 人 若草町 1 丁目 1 番地 2 若草小学校内 

青葉放課後児童クラブ 平成 18 概ね 30 人 桜木町 2 丁目 15 番地 16 

幌別西放課後児童クラブ 平成 17 概ね 30 人 片倉町 5 丁目 13 番地 幌別西小学校内 

鷲別放課後児童クラブ 平成 20 概ね 30 人 鷲別町 4 丁目 36 番地 21 鷲別小学校内 

※資料：子育てグループ（平成 21 年１０月現在） 

 

 
 

（単位：人） 

施設名 所在地 電話番号 園児数 学級数 教員数 

白 雪 幼 稚 園 登別東町 83-1162 80 3 14 

カトリック幼稚園 中央町7 丁目15 番地 85-2414 150 5 7 

白 菊 幼 稚 園 桜木町 2 丁目 5 番地 3 85-2545 280 9 16 

リリー文化幼稚園 鷲別町 2 丁目 17 番地 87-2211 175 5 11 

合計   685 22 48 

※資料：学校教育グループ（平成 21 年 5 月 1 日現在） 
 

 

 

施設名 所在地 電話番号  

登別市中央支援センター 富士町 7 丁目 2 番地 1 81-3715  

登別市子育て支援センター 登別本町 2 丁目 25 番地9 80-2772  

（単位：人） 

施設名 平成 17 平成 18 平成19 平成20 

育 児 相 談 132 168 154 246 

あ そ び の 広 場 126 163 146 143 

育児サークルの育成・支援 838 848 911 765 

子 育 て 講 座 （ 託 児 ） 91 114 145 184 

あ そ び の 紹 介 358 926 938 915 

※資料：子育てグループ 

７．放課後児童クラブの概況 

８．私立幼稚園の概況 

９．子育て支援センターの利用状況 
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（単位：人） 

施設名 所在地 電話番号 定員  

のぞみ園 幌別町 3 丁目 17 番地 4 85-7721 15  

※資料：障害福祉グループ（平成 21 年度 4 月 1 日現在） 

 

 

 
 

 

施設名 所在地 電話番号  

登別市ファミリーサポートセンター 片倉町 6 丁目 9 番地 1 85-0033  

（単位：人） 

区分 平成 13 平成 14 平成 15 平成 16 平成 17 平成 18 平成 19 平成 20 

依頼会員 305 332 352 283 310 349 382 416 

提供会員 113 125 125 116 121 124 124 125 

両方会員 76 80 82 83 81 87 93 97 

合計 494 537 559 482 512 560 599 638 

※資料：子育てグループ（各年度集計） 

 

 
 

 

（単位：人） 

区分 平成 15 平成 16 平成 17 平成18 平成19 平成20 

学校数 9 9 9 9 8 8

児童数 2,782 2,763 2,739 2,686 2,618 2,603小学校 

学級数 111 110 113 112 111 110

学校数 6 5 5 5 5 5

児童数 1,511 1,402 1,373 1,396 1,397 1,372中学校 

学級数 53 49 47 52 51 51

※学校基本調査（各年 5 月 1 日現在） 

 

１０．児童デイサービスセンターの概況 

１１．ファミリーサポートセンターの利用状況 

１２．児童数・生徒数の推移 
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（単位：人） 

施設名 所在地 電話番号 生徒数 学級数 教員数 

登 別 小 学 校 登別本町3 丁目25 番地2 83-1014 232 11 20 

幌 別 東 小 学 校 幌別町 8 丁目 16 番地 1 85-3532 138 7 17 

幌 別 小 学 校 中央町 6 丁目 19 番地 1 85-2521 361 18 31 

幌 別 西 小 学 校 片倉町 5 丁目 13 番地 85-2364 399 20 24 

青 葉 小 学 校 青葉町 3 番地 3 85-1477 302 17 22 

富 岸 小 学 校 富岸町 2 丁目 17 番地 4 86-6303 517 25 34 

若 草 小 学 校 若草町 1 丁目 1 番地 2 86-7513 320 14 22 

鷲 別 小 学 校 鷲別町 4 丁目 36 番地 21 86-7011 266 13 26 

合計   2,535 125 196 

※資料：学校教育グループ（平成 21 年 5 月 1 日現在） 

 

（単位：人） 

特別支援学級 
施設名 

知的障害 肢体不自由 情緒障害 計 

通級指導 

（ことばの教室） 

登 別 小 学 校 1  1 2  

幌 別 東 小 学 校   1 1  

幌 別 小 学 校 3  3 6 28 

幌 別 西 小 学 校 3  4 7  

青 葉 小 学 校 2  3 5  

富 岸 小 学 校 4 2 2 8  

若 草 小 学 校 1  1 2  

鷲 別 小 学 校 2 2 2 6  

合計 16 4 17 37 28 

※資料：学校教育グループ（平成 21 年 5 月 1 日現在） 

※幌別小学校に就学前幼児を対象とした「ことばの教室」を開放しており、現在、２８名の学齢 

 児童のほかに２６名の幼児が通っています。 

 

 

１３．小学校・中学校・高等学校の概況 
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（単位：人） 

施設名 所在地 電話番号 生徒数 学級数 教員数 

登 別 中 学 校 登別本町1 丁目1 番地1 83-1029 124 6 16 

幌 別 中 学 校 千歳町 3 丁目 1 番地 3 85-3111 259 12 26 

西 陵 中 学 校 片倉町 5 丁目 12 番地 1 85-5041 212 10 20 

緑 陽 中 学 校 富岸町 1 丁目 11 番地 1 85-5409 411 16 27 

鷲 別 中 学 校 鷲別町 4 丁目 36 番地 2 86-7950 297 11 29 

合計   1,303 55 118 

※資料：学校教育グループ（平成 21 年 5 月 1 日現在） 

（単位：人） 

 特殊学級  
施設名 

知的障害 肢体不自由 精神障害 計 

登別中学校 1   1 

幌別中学校 2  3 5 

西陵中学校 2  1 3 

緑陽中学校 4  1 5 

鷲別中学校 1  3 4 

合計 10  8 18 

※資料：学校教育グループ（平成 21 年 5 月 1 日現在） 

 

（単位：人） 

施設名 所在地 電話番号 生徒数 学級数 教員数 

登別青嶺高等学校 青葉町42 番地1 85-8586 461 12 33 

登別大谷高等学校 桜木町 2 丁目 1 番地 85-2970 216 10 22 

合計   677 22 55 

 

施設名 所在地 電話番号 生徒数 学級数 教員数 

前期 239 6 
登別明日中等教育学校 片倉町5 丁目18 番地2 85-0351 

後期 238 6 

34 

※資料：北海道教育委員会資料（平成 21 年５月 1 日現在） 
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（単位：人） 

区分 昭和60 平成2 平成7 平成12 平成17 

総人口 58,370 55,571 56,892 54,761 53,135 

就業者数 23,523 23,561 26,108 24,167 23,026 

第 1 次産業 386 347 313 237 254 

第 2 次産業 7,019 6,566 7,357 6,407 5,862 

第 3 次産業 16,085 16,636 18,425 17,451 16,902 

分類不能 33 12 13 72 8 

※資料：国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４．産業別就業者数の推移 
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《参考資料》 

 
 

昭 和 ２ ６ 年 5 月 5 日 宣 言  

 

 わ れ ら は 、日本国憲法の精神にし た が い 、児 童 に 対 す る 正 し い 観 念 を 確 立

し、すべての児童の幸福をはかるた め、この憲章を定める。 

 

 児童は、人として尊ばれる 

 児 童 は 、 社 会 の 一 員 と し て 重 ん ぜ ら れ る  

 児 童 は 、 よ い 環 境 の な か で 育 て ら れ る  

 

 １．す べ て の 児 童 は 、心 身 と も に 、健や か に 生 ま れ 、育て ら れ 、そ の 生 活

を保障される。 

 ２．す べ て の 児 童 は 、家 庭 で 、正 し い 愛 情 と 知 識 と 技 術 を も っ て 育 て ら れ 、

家庭に恵まれない児童には、これに か わ る 環 境 が 与 え ら れ る 。  

 ３．す べての児童は、適当な栄養 と住居と被服が与えられ、また、疾 病 と

災害から守られる。 

 ４．す べ て の 児 童 は 、個 性 と 能 力 に 応 じ て 教 育 さ れ 、社会 の 一 員 と し て の

責 任 を 自主的に果たすように、導かれる。 

 ５ ．す べ て の 児 童 は 、自 然 を 愛 し 、化 学 と 芸 術 を 尊 ぶ よ う に 、み ち び か れ 、

ま た 、 道 徳 的 心 情 が つ ち か わ れ る 。  

 ６．す べての児童は、就学のみちを確保さ れ 、ま た 、十 分 に 整 っ た 教 育 の

施設を用意される。 

 ７． す べ ての児童は、職業指導を 受 け る 機 会 が 与 え ら れ る 。  

 ８．す べ て の 児 童 は 、そ の 労 働 に お い て 、心 身 の 発 育 が 阻 害 さ れ ず 、教 育

を 受 け る 機 会 が 失 わ れ ず 、ま た 、児 童 と し て の 生 活 が さ ま た げ ら れ な い

ように、十分に保護される。 

 ９．す べ て の 児 童 は 、よ い 遊 び 場 と 文 化 財 を 用 意 さ れ 、わ る い 環 境 か ら ま

もられる。 

１ ０ ．す べ て の 児 童 は 、虐 待 、酷使 、放 任 そ の 他 不 当 な 取 り 扱 い か ら 守 ら れ

る。 

１１．すべての児童は、身体が不自 由 な 場 合 、また は 精 神 の 機 能 が 不 十 分 な

場 合 に 、 適 切 な 治 療 と 教 育 と 保 護 が 与 え ら れ る 。  

１２．すべての児童は、愛とまこと に よ っ て 結 ば れ 、よ い 国 民 と し て 人 類 の

平 和 と 文 化 に 貢 献 す る よ う に 導 か れ る 。

１．児童憲章 
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【世界中の子どもたちの幸せのために】 

 

●すべての子どもが差別なく大切にされる世界 

●すべての子どもが自由に考え、自由に意見を述べ、自由に集える世界 

●すべての子どもの立場から、何が最も良いことかを考えてくれる世界 

●子どもが暴力の犠牲とならない世界 

●不幸な境遇にある子どもが遊び、学び、育っていくことができる世界 

 

 こどもの権利条約は、こんな幸せな世界を築くために、世界各国がそれぞれ努力する

ことを約束したものです。 

 そのために大人も子どもも、地球に住む仲間として、まわりの人たちのことを考え、

道徳を守ることが必要です。 

 そして、日本の人たちのみならず外国の人たちも含め、人類全体の幸せを願い努力す

ることが求められています。 

 

[条約締結の経緯と趣旨] 

 

 １９８９年（平成元年）の国際連合の総会で「児童の権利に関する条約」ができまし

た。 

 条約とは国との間の約束です。 

 この条約は、１８歳未満のすべての子どもを対象とするものです。 

 子どもの人としての権利や自由を尊重し、子どもに対する保護と援助を促進すること

を目指しています。わが国は平成６年４月にこの条約に入りました。 

 世界には、貧困、飢え、武力紛争、虐待などのひどい状態に置かれ苦しんでいる子ど

もが数多くいます。この条約は、各国がこうした現実に目を向け、子どもたちの人権を

尊重し保護していくために作られたものです。 

 もちろん、国によっていろいろ違った考え方、文化、伝統や法律があるのですが、こ

の条約は、その中で、各国が協力していくことを目指したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．児童の権利に関する条約 
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【条約の主な内容】 

 

 １．１８歳未満のすべての子どもを対象とします。 

 ２．子どもが人種、性、出身などで差別されてはいけない。 

 ３．子どもの成長のために何が最も大切かを考慮しましょう。 

 ４．両親は子どもを守り、指導する責任があります。 

 ５．両親の意志に反して子どもを両親から引き離してはいけません。 

 ６．子どもが自分のことについて自由に意見を述べ、自分を自由に表現し、自由に集い

を持つことが認められるべきです。しかし、そのためには、子どもも、ほかのみん

なのことをよく考え、道徳を守っていくことが必要です。 

 ７．子どもは暴力や虐待（むごい扱い）といった、不当な扱いから守られるべきです。 

 ８．家庭を失ったり、難民となった子どもに保護と援助が与えられるべきです。 

 ９．からだなどが不自由な子どもには特別の養護が与えられるべきです。 

１０．子どもの健康を守るための医療サービスが与えられるべきです。 

１１．子どもは教育を受けることが認められるべきです。 

１２．子どもは遊びやレクリエーションを行い、文化・芸術活動に参加することが認めら

れるべきです。 

１３．子どもが法律に反して自由を奪われたり、正しい裁判なしに罪を犯したと認められ

ることがあってはなりません。 

１４．この条約の内容を、大人にも子どもにも広く知らせなければなりません。 
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登別市次世代育成支援行動計画策定委員会設置要領 

 

（設 置） 

第 １ 条  登 別 市 次 世 代 育 成 支 援 行 動 計 画 （ 以 下 「 計 画 」 と い う 。） の 策 定 に

あ た り 、広 く 市 民 の 意 見 を 反 映 さ せ る た め 、登 別 市 次 世 代 育 成 支 援 行 動 計

画 策 定 委 員 （ 以 下 「 委 員 会 」 と い う 。） を 設 置 す る 。  

 

 （所掌事項） 

第２条 委員会は計画策定に関し、市長に対 し意見を述べるものとする。 

 

 （組 織） 

第３条 委員会の委員は１７名以内 をもって組織する。 

（ １ ） 福 祉 関 係 者  

（ ２ ） 教 育 関 係 者  

（ ３ ） 一 般 公 募 に よ る も の  

（ ４ ） そ の 他 、 市 長 が 適 任 と 認 め た も の  

２ 委員会の委員の任期は、平成２ ２年３月３１日までとする。 

 

（委員長及び副委員長） 

第４条 委員会に、委員長及び副委員長を置 き 、委 員 の 互 選 に よ り 選 出 す る

ものとする。 

２  委 員 長 は、委員会を代表し、会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長不 在のとき、その職務を代理する。 

 

 （会 議） 

第５条 会議は、必要に応じ委員長 が招集し、会議の議長となる。 

 

 （事務局） 

第６条 委員会の事務を処理するた め、事務局を児童家庭課に置く。 

 

 （その他） 

第 ７ 条  こ の 要 領 に 定 め る も の の ほ か 、 委 員 会 の 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、

別に定める。 

 

附  則 

この 要 領 は、平成２１年６月２９日から実施する。 

 

 

３．登別市次世代育成支援行動計画策定委員会 



95 
 

登別市次世代育成支援行動計画策定委員会委員名簿 

 

区分 団 体 名 等  委 員 氏 名  備考 

教育関係 登別市校長会 小  鹿  正  揮 委員長 

福 祉 関 係  登 別 市 民 生 児 童 委 員 協 議 会  梅  田  達  美  

教育関係 登別市ＰＴＡ連合会 佐  藤  高  純  

教育関係 登別市私立幼稚園協会 木  村  義  恭 副委員長

教 育 関 係  登 別 市 私 立 幼 稚 園 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会  和  泉   薫   

福祉関係 登別市母子寡婦の会 須  藤  和  恵  

福 祉 関 係  登 別 市 子 ど も 会 育 成 連 絡 協 議 会  亀  山   聖   

その他 登別商工会議所 田  村  正  行  

福祉 関 係  のぼりべつ男女平等参画懇話会 工  藤  元  子  

福祉 関 係  子育てサロン推進委員会 佐  藤  美 代 子  

福祉関係 子育てサークル 千  葉  由  起  

福祉関係 ファミリーサポートセンター 堀  井  有  子  

一 般 公 募  公 募 委 員  堀  切  智 恵 子  

一 般 公 募  公 募 委 員  佐  藤  文  子  

一 般 公 募  公 募 委 員  安  部  幸  恵  

福祉関係 保育所関係 内  藤  春  美  

福 祉 関 係  子 育 て 支 援 関 係 者  石  井  静  枝  
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《用語説明》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ行 

● 育 児 休 業 制 度  

労 働 者 が 働 き 続 け な が ら 、 子 ど も を 育 て や す い 環 境 を つ く る た め 、

平 成 ４ 年 ４ 月 １ 日 か ら 「 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 育 児 休 業 法 ） 」 が

施 行 さ れ 、１ 歳 未 満 の 子 を 養 育 す る 男 女 労 働 者 は 育 児 休 業 を 取 る こ と が

で き る よ う に な り ま し た 。  

 こ れにより事業主は、要 件 を 満 た し た 労 働 者 の 育 児 休 業 を 拒 む こ と は

できなくなりました。 

● 一 時 的 保 育  

児 童 福 祉 法 第 ２ ４ 条 の 保 育 所 入 所 措 置 要 件 を 満 た な い 一 時 的 又 は

非 定 型 的（ 例：週 ３ 日 断 続 的 ）保 育 に 欠 け る 就 学 前 児 童 を 保 育 す る こ と

です。 

● 延 長 保 育  

 就 労 形 態 の 多 様 化 、通 勤 時 間 の 増 加 等 に 伴 う 保 育 所 の 保 育 時 間 延 長 の

需要に対応するため、従来の延長保育補助制度を見直し、平成６年度から

導 入 された国の補助事業です。 

 事 業 を 実 施 す る 保 育 所 に 対 象 児 童 が ６ 人 以 上 い る こ と が 要 件 と な っ

ています。 

● Ｎ Ｐ Ｏ  

Ｎ Ｐ Ｏ と は 、 Non-Prof i t  Organizat ion の 略 称 で 、 直 訳 す る と 、

非・営利・組織（団体）という意味になります。ここでいう「営利」とは

構 成 員 へ の 利 益 の 分 配 を 意 味 し ま す か ら 、言 い 換 え る と 、Ｎ Ｐ Ｏ は 利 益

分配しない組織（団体）のことです。 

か行 

● 介 護 休 業 制 度  

職 業 生 活 と 家 庭 生 活 の 両 立 支 援 す る こ と を 目 的 と す る 「 育 児 休 業 等

育児又は家族介護を行う労働者の福 祉 に 関 す る 法 律 」に よ り 、労働者は 、

負 傷 、 疾 病 又 は 身 体 上 若 し く は 精 神 上 の 障 が い に よ り 、 ２ 週 間 以 上 の

期 間 に わ た り 常 時 介 護 を 必 要 と す る 状 態 に あ る 家 族 を 介 護 す る た め の

休 業 制 度 と な っ て い ま す 。  
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● 家 庭 相 談 員  

 家 庭 に お け る 人 間 関 係 の 健 全 化 及 び 児 童 養 育 の 適 正 化 な ど 家 庭 児 童

の福祉の向上を図るために相談・指 導・援助を行います。 

● 合 計 特 殊 出 生 率  

一 人 の 女 性 が 一 生 の 間 に 何 人 子 ど も を 生 む か を 示 す 時 に 使 わ れ る

出生率で、１５歳から４９歳までの女性の年齢別出生率を合計した数値です。

 この数値が、概ね２．０８を下回 る と 、将 来 、人 口 が 減 少 す る 可 能 性

があります。 

● 子 ど も  

 児 童福祉法における児童（子ども）の 定 義 は 満 １ ８ 歳 に 満 た な い 者 を

いいますが、障 が い の あ る 児 童 の た め の 支 援 策 に よ っ て は ２ ０ 歳 に 満 た

な い 障 が い 者 も 対 象 と な る こ と か ら 、 行 動 計 画 に お け る 子 ど も に は 、

２ ０ 歳 に 満 た な い 障 が い 者 も 含 め て い ま す 。  

さ行 

● 国 勢 調 査  

 国 勢調査は、我が国の人口の状況 を 明 ら か に す る た め 、大 正 ９ 年 以 来

ほぼ５年ごとに行われており、１０ 年 ご と の 大 規 模 調 査 と 、そ の 中 間 年

の 簡 易 調 査 と に 大 別 さ れ て い ま す 。  

● 「 子 ど も と 家 族 を 応 援 す る 日 本 」 重 点 戦 略  

2030 年 以 降 の 若 年 人 口 の 大 幅 な 減 少 を 視 野 に 入 れ 、 制 度 ・ 政 策 ・

意識改革など、あ ら ゆ る 観 点 か ら の 効 果 的 な 対 策 の 再 構 築 及 び そ の 実 行

を 図 る た め 、 ず べ て の 国 民 が 参 加 し て や さ し い 社 会 づ く り を 目 指 し ま

す。 

● 次 世 代 育 成 支 援 対 策 推 進 法  

次 世 代 の 社 会 を 担 う 子 供 た ち が 健 や か に 生 ま れ 、育 成 さ れ る 環 境 を 整

備 す るため、国、地方公共団体、企業、国民 が 担 う 責 務 を 明 ら か に し 、

2015 年（平成 26 年度 ）までの 10 年間 に 集中的かつ計画的に各施策

に 取 り 組 む こ と を 定 め ま し た 。（ 平 成 17 年 4 月 1 日 施 行 ）  

● 児 童 虐 待  

保 護 者 等 か ら 児 童 に 加 え ら れ る 身 体 的・精 神 的 行 為 の こ と で 、身 体 的

虐 待 、 性 的 虐 待 、 ネ グ レ ク ト （ 育 児 ・ 監 護 放 棄 ） 、 心 理 的 虐 待 な ど が

あります。 
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● 児 童 の 権 利 に 関 す る 条 約  

 平 成元年１１月２０日第４４回国 際 連 合 総 会 で 採 択 さ れ 、 日 本 で は 、

平成６年４月２２日批准書を国際連 合事務総長に寄託し、同 年 ５ 月 ２ ２

日に発行した条約です。 

 こ の条約は、１８歳未満の子ども に 大 人 と 同 じ 市 民 的 権 利 を 与 え 、そ

の権利行使を認めています。 

● 児 童 憲 章  

 国民全体の責任ですべて の 子 ど も た ち が 健 や か に 育 ち 、幸 せ に 生 き て

いくことができるようにという趣旨 から生まれた憲章です。 

 こ の憲章は、子どもの持つ権利を 宣 言 し 、そ れ に 対 す る 社 会 の 責 任 と

義 務 を 位 置 付 け て い ま す 。（昭和４４年５月５日制定） 

● 主 任 児 童 委 員  

 民生・児童委員のうち地区を担当する委員 は 、そ れ ぞ れ の 担 当 地 区 で

幅 広 い 福 祉 活 動 に 従 事 し て い る が 、主 任 児 童 委 員 は 、も っ ぱ ら 児 童 問 題

を 専 門に、地区担当の委員と一体と な っ て 活 動 す る こ と を 基 本 に 、地 域

の 子 ど も や 子 育 て 家 庭 の 相 談 相 手 と な っ た り 、 地 区 を 担 当 す る 委 員 と

児 童 福 祉 関 係 機 関 と の 連 絡 調 整 な ど を 行 い ま す 。  

● 障 が い 児 保 育  

 障 が い 児 保 育 の 対 象 と な る 児 童 は 、 ３ 歳 以 上 就 学 前 ま で の 障 が い 児

で 、 集 団 保 育 が 可 能 で あ り 、 か つ 、 日 々 通 所 で き る 児 童 で あ る こ と が

条件です。 

● 少 子 化  

 少 子 化 と は 、 出 生 率 の 低 下 に よ り 子 ど も の 数 が 少 な く な る こ と で す 。

● 少 子 高 齢 化  

少 子 ・ 高 齢 化 と は 、 出 生 率 の 低 下 や 平 均 寿 命 の 伸 長 を 原 因 と し て 、

人口に占める子どもの割合が減り、同時に高齢者の割合が増えることを

いいます。 

 登 別市の人口に占める高齢者（６ ５ 歳 以 上 ） 人 口 の 割 合 （ 高 齢 化 率 ）

は 、平 成 １ ５ 年 １ ０ 月 １ 日 時 点 で ２ ２ ．３ ％ と な っ て お り 、全 国 平 均 の

１ ９ ％ を 上 回 っ て い ま す 。  

一 般 に 少 子 ・ 高 齢 化 が 進 行 す る と 、 労 働 人 口 の 減 少 、 活 力 の 低 下 、

消費の停滞、社会保障における現役世代の負担増を招き、市町村においても

保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 に 係 る 財 政 需 要 の 一 層 の 増 大 が 見 込 ま れ る と さ れ て

い ま す 。  

● 児 童 福 祉 週 間  

児 童 福 祉 の 向 上 を 図 る た め 、 昭 和 22 年 以 来 、 毎 年 5 月 5 日か ら の

一 週 間 を「 児 童 福 祉 週 間 」と 定 め 、国・北 海 道 は も と よ り 地 域 社 会 な ど

が 一 体 と な り 、 各 種 啓 発 活 動 を 展 開 し て い ま す 。  
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● 人 口 動 態 統 計  

人 口 動 態 統 計 は 国 勢 調 査 と 並 ぶ 国 の 主 要 統 計 で 、 わ が 国 の 人 口 動 態

事象（出生、死亡、死産、婚姻及び離婚など）の把握や人口、厚生行政

施策の基礎資料を得ることを目的と して実施されています。 

● 生 産 年 齢 人 口  

 生 産 年齢人口とは、１５～６４歳 までの年齢の人口のことです。 

た行 

● 地 域 子 育 て 支 援 セ ン タ ー （ セ ン タ ー 型 、 ひ ろ ば 型 等 ）  

 地 域 に お い て 、子 育 て 親 子 が 気 軽 に 集 い 交 流 な ど が で き る 拠 点 を 整 備

することにより、子育てに関する不安や悩み に 応 じ る と と も に 、孤 立 化

等 の 防 止 な ど 、 地 域 の 子 育 て 支 援 機 能 の 充 実 を 図 る こ と を 目 的 と し て

い ま す 。  

● 通 級 指 導  

 各 教科書の指導は、主として通常 の 学 級 で 受 け な が ら 、障 が い の 状 況

に応じた特別の指導を、特殊学級などの特別な指導の場で行う教育形態。

な行 

● 乳 児 保 育  

国 の 乳 児 保 育 の 制 度 に つ い て は 、 ０ 歳 児 を 対 象 と し 、 設 備 及 び 職 員

配置など適切な保育条件のもとで乳 児保育を行います。 

 当 市では、６か月以上１歳未満の 乳 児 を 対 象 と し て い ま す 。  

は行 

● ハ イ リ ス ク 妊 産 婦  

重 度 の 妊 娠 中 毒 症 、 心 臓 病 な ど の 母 体 疾 患 や 低 出 生 体 重 児 の 出 生 が

予 測 さ れ る 妊 婦 。  
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● バ リ ア フ リ ー 化  

高 齢 者 ・ 障 が い 者 な ど に 対 し 、 市 街 地 に お け る 高 齢 者 ・ 障 が い 者 の

快 適 か つ 安 全 な 移 動 を 確 保 す る た め の 施 設 の 整 備 、 高 齢 者 ・ 障 が い 者

などの利用に配慮した建築物の整備 を図ることをいう。 

（例えば：道路の段差の解消、公共 施設等のスロープ化） 

● フ ァ ミ リ ー ・ サ ポ ー ト ・ セ ン タ ー  

仕 事 と 育 児 の 両 立 を 図 る た め 、 育 児 の 援 助 を 行 い た い 者 と 、 育 児 の

援 助 を 受 け た い 者 が 会 員 と な っ て 、地 域 に お い て 実 施 す る 育 児 に 関 す る

相 互 援 助 活 動 を 支 援 す る 組 織 で す 。  

● 夫 婦 の 完 結 出 生 児 数  

 夫 婦 の 完 結 出 生 児 数 は 、結 婚 し た 夫 婦 が 生 涯 に 生 む 子 ど も の 数 を い い

ます。 

● フ ォ ロ ー 児  

 発 育・疾病等の経過を観察する必 要がある乳幼児をいいます。 

● フ レ ッ ク ス タ イ ム 制  

１ か 月 以 内 の 一 定 の 期 間 の 総 労 働 時 間 を 定 め て お き 、 労 働 者 が そ の

範囲内で出社退社時刻を自分で決定 す る 勤 務 体 制 を い い ま す 。  

● 放 課 後 児 童 ク ラ ブ  

 昼 間 保 護 者 の い な い 家 庭 の 小 学 校 低 学 年 児 童（ 主 と し て 小 学 校 １ 年 生

～ ３ 年 生 ） に 対 し 、 児 童 館 、 児 童 セ ン タ ー を 活 用 す る ほ か 、 保 育 所 や

学校の空き室、団地の集会室など身 近 な 社 会 資 源 を 利 用 し 、放 課 後 児 童

の育成・指導、遊びによる発達の助 長 な ど を 図 る 仕 組 み で す 。  

ら行 

● 療 育  

療 育 と は 、 医 療 的 配 慮 の も と に 行 わ れ る 心 身 障 が い 児 の 育 成 活 動 を

いいます。 

● 夫 婦 の 出 生 力  

夫 婦 が「 子 ど も を 産 も う と す る 意 志 」を表 す 場 合 に 用 い ら れ ま す 。例

え ば 、結婚後１５年の年齢の高い夫婦の理想 の 子 ど も の 平 均 人 数 が ２ ．

５人で、実際は２．０人、実際は予 定を含めて１．７人となります。 

こ の よ う に「理 想 」と「現 実 」と も に 若 年 層 の 夫 婦 が 減 少 し て い る こ

と か ら 、「 出 生 力 が 低 下 し て い る 。」と表現されます。 
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◇子どもたちからのメッセージ 
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次世代育成支援対策推進法の背景 

次世代育成支援対策（地域行動計画） 
（平成 17 年度から 10 か年） 

＊地域における「子育て支援力」の充実 

＊子育て家族が暮らしやすい地域づくり 

＊次世代を育む若い世代への支援 

＊子どもや母親の健康・安心・安全の確保 

＊子育て支援に関する行政サービスの充実 

＊地域における「男性を含めた働き方の見直し」 

 （地域住民・企業への働きかけ） 

少子化対策プラスワン 

（平成１４年９月～） 

＊男性を含めた働き方の見直し 

＊地域における子育て支援 

＊社会保障における次世代支援 

＊子供の社会性向上や自立の促進 

＊待機児童ゼロ作戦（仕事と子育ての両立支援等の方針） 

少子化対策推進基本方針（新エンゼルプラン） 
（平成１１年１２月～） 

＊仕事と子育ての両立のための雇用環境の整備 

＊働き方についての固定的な性別役割分業や 

職場優先の企業風土の是正 

＊住まいやまちづくりによる子育ての支援 

＊保育サービス等子育て支援サービスの充実 

＊母子保健医療体制の整備 

＊地域で子どもを育てる教育環境の整備 

＊子どもがのびのび育つ教育環境の実現 

＊教育に伴う経済的負担の軽減 

エンゼルプラン 
（平成６年度から１０年間） 

＊子育てと仕事の両立支援の推進 

＊家庭における子育て支援 

＊子育てのための住宅及び生活環境の整備 

＊ゆとりある教育の実現と健全育成の推進 

＊子育てコストの軽減 

緊急保育対策等５カ月年事業 
（平成７年度～１１年度） 

＊多様な保育サービスの充実 

＊保育所の多様化のための整備 

＊子育て支援のための基盤整備 

子育て支援に関する事業計画の関連図

「子どもと家族を応援する日本」 

重点戦略 

（平成１9 年12 月～） 

＊仕事と生活の調和 

（ワーク・ライフ・バランス） 

＊包括的な次世代育成支援の枠組みの

構築 
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